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夜 
ムー ブ メ ン 


日 本 語 か ら の 翻訳 C. バ ーネット 


(著作 権 な し ) 


は じ め に 


夜間 運動 は 、 反 乱 鎮圧 と 秘密 活動 の 研究 に 欠か せま せん 。 真 の コレ クタ ー ア イ テ ム で ある この 希少 な 翻訳 は 、 
1913 年 に 出版 され た 日 本 の 軍事 文書 の 原本 で あり 、 夜 間 戦 闘 に 関す る 最も 優れ た 研究 書 と し て 広く 知ら れ て い 
ます 。 以 下 の ト ピッ ク が 徹底 的 に 取り 上 げ ら れ て いま す 。 


夜間 戦闘 の 心理 学 、 夜 間 行 動 時 の 静寂 の 実現 、 

夜間 視力 を 高め る 服装 と 訓練 方 法 、 夜 間 の 聴覚 訓 

練 、 夜 間 戦 闘技 術 の 訓練 、 夜 間 破 壊 、 夜 間 パ トロ ー ル の 秘 
密 技 術 、 夜 間 の 武器 の 使用 、 夜 間 の 

戦闘 と 戦闘 、 そ の 他 多数 。 


オリ ジ ナ ル の マニ ュ ア ル は 第 二 次 世界 大 戦 で 狙撃 兵 、 圧 候 兵 、 破 壊 工作 員 の 訓練 に 使用 され まし た 。 
戦後 、 こ の 本 は 世界 各地 の 反乱 軍 が 使用 する 数 多く の 古典 的 な マニ ュ ア ル の 1 つと な り ま し た 。 


翻訳 者 に よる 序文 。 


今日 の 軍事 作戦 に お ける 夜間 移動 と 夜間 攻撃 の 重要 性 は 広く 認識 され て お り 、 こ の 点 に つい て 議論 する こと は 不 
必要 で ある 。 実 践 経験 の 観点 か ら 、 日 本 軍 が その よう な 作戦 に つい て 議論 する の に 最も 適し て いる と いう こと は 、 議 
諭 の 余地 が な いと 思わ れる 。 こ の た め 、 私 は 、 こ の 著作 の 翻訳 は 、 
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日 衣 戦 争 中 に 中 隊長 を 務め た 日 本 軍 将 校 の 著書 に は 、 我 が 国 自身 の 軍隊 に と っ て 興味 深く 有益 な 内 容 が 数 多く 含 
まれ て いる か も し れ な い 、 と 私 は あえ て 言う 。 


夜間 移動 は 、 確 か に 戦争 で 最も 困難 な 作戦 の 一 つ で ある . 勝 敗 の 差 は 小さ い の で 、 成 功 や 失敗 の 原因 が 比較 的 砦 細 な 
こと な の か を 言い 当て る の は 困難 で ある 。 そ の よう な 状況 で あれ ば 成功 を 期待 する な ら 、 綿 密 で 入念 な 訓練 が 
絶対 に 必要 で ある こと は 当然 で ある 。 こ の 主題 に 関す る 軍事 著述 家 は 通常 その 事実 を 認識 し て いる が 、 彼 ら の 
扱い は 漠然 と し た 一 般 論 に 過ぎ ず 、 ジ ョ ー ン ズ 大 尉 の 中 隊 訓 練 に は あま り 役に立た ず 、 ス ミス 軍曹 が 分 隊 を 指揮 する 
の に は 全く 役に立た な い 。 本 書 は 、 夜 間 移動 一 般 に つい て の 学術 的 な 議論 で は な く 、 大 規模 な 軍事 組織 を 構成 する 小 
規模 部 隊 の 訓練 に 関す る 貴重 な 実践 的 ヒン ト に 満ち て いる 。 ヒ ント は 内 な る 意識 か ら 生 まれ た も の で は な く 、 満 州 の 
戦場 で の 夜 の 実際 の 経験 に よっ て 心 に 刻ま れ た 考え で ある 。 


お そら く 国 民 的 性 格 の た め だ ろ う が 、 日 本 軍 の あら ゆる 種類 の 訓練 は 、 わ が 国 の 軍隊 で 通常 行わ 

れ て いる も の より も 、 よ り 正 確 で 約 密 な 線 に 治っ て 進め られ て いる 。 こ の 研究 が その 方 向 に 誤り 

を 犯し て いる と 考え る 人 も 多い か も し れ な い が 、 あ ら ゆ る 軍事 行動 の 中 で 最も 繊細 な 行動 に お い 

て 、 こ の よう な 注意 深い 訓練 が 必要 で ある こと を 慎重 に 検討 する の は よい こと で ある 。 ブ ラウ ン 
二等兵 が 徹底 的 に 訓練 され 、 夜 間 行 動 に 慣れ て いな けれ ば 、 彼 は 間違い な く 間 違い を 犯す だ ろう 。 彼 
の 失敗 が 百倍 、 千 倍 に な れ ば .、 成 功 の 安全 域 は 、 控 え め に 言っ て も 、 か な り 狭 く な る だ ろう 。 


この 作品 は 、 同 じ 性 質 の 他 の 多く の 作品 の 出版 に 伴っ て 、 不 定期 に 翻訳 され まし た 。 こ の た め 、 表 現 の 細部 に 気 を 配っ 
た り 英語 を 洗練 し た りす る 時 間 は あり ませ ん で し た 。 実 際 、 著 者 の 言葉 を 患 実に 守っ て も 、 言 葉 遣 い の 誤り 
を 補う 以上 の こと は で き な い と 思い ます 。 意 味 が 理解 で きれ ば 満足 で すし 、 欠 け て いる 部 分 は すべ て 許し て も らい ます 。 


東京 日 本 。1913 年 10 月 。 


( 注 : perynoid@oklahoma.net が スキ ャ ン し て HTML 形式 に 変換 し まし た 。 大 き な エ ラー が あれ ば 報 
告 し て くだ さい 。 ほ と ん どの スペ ル エラ ー は 修正 され 、 ペ ー ジ 番号 は 省略 され て いま す 。Loompanics 
Unlimited が 発行 し た コピ ー か ら ス キャ ン し まし た 。PO Box 1197、Port Townsend、WA 98368。 
ISBN 0-915179-79-2、Library of Congress Card Catalog Number 88-045200 オリ ジ ナ ル 翻訳 、 
Loompanics Unlimited に よる 翻訳 の 発行 、 お よび この HTML バー ジョ ン は すべ て 著作 権 で 保護 さ 

れ て いま せん 。 こ の ペー ジ は 少 し 大 きい で す が 、 印 刷 し や すい よう に 作ら れ て いま す 。) 


コン テン ツジ 。 


|. 夜間 の 心理 的 作用 
夜 と 病 的 な 用 心 深 さ 、 夜 と 夜 の ] 起 暗示 は 容易 で あり 、 夜 は 個人 の 弱点 を 浮き 彫り に する 。 
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中 . 夜間 の 好ま し く な い 心 理 的 行動 を 是正 する た め の 重 要 な 対策 


特に 夜間 に は 、 厳 し い 規律 、 高 い 士気 と 堅固 な 防御 精神 、 夜 間 行 動 時 の 静 鹿 
性 、 夜 間 お よび 密集 し た 隊形 、 夜 間 行動 お よび 自信 、 夜 間 行 動 お よび 冷静 さ が 
必要 で す 。 


川 . 服装 の 仕方 
服装 の 要件 服装 の 順序 、 平 時 の 準備 -- 備 え 。 


IV. 着付 け の 訓練 
機会 秩序 ある 方 法 練習 数 。 
V. 夜 と 視覚 


夜間 視力 を 養う こと の 重要 性 、 夜 間 視力 は 訓練 に よっ て 向上 で きる 、 夜 間 視力 の 検出 と 喪失 、 夜 間 視力 と 
物体 お よび 周囲 の 物体 の 色 、 夜 間 視力 と 光 と 影 の 関係 、 季 節 と 夜間 視力 の 関係 、 夜 間 視力 と 私 た 
ち 自 身 の 姿勢 、 夜 間 視 力 と 双眼鏡 。 


VI. 夜間 視力 を 訓練 する 方 法 
一 般 原 則 、 ト レー ニン グ の 重要 な ポイ ント 、 ト レー ニン グ 方 法 、 実 験 。 


VII. 夜間 の 聴覚 
地面 と 音 の 特徴 、 覆 っ て いる 物質 の 種類 、 剥 離 の 大 き さ と 物質 の 相対 的 な 重量 、 天 候 。 


VIII. 夜間 の 聴覚 訓練 


考慮 すべ き 重 要 な 点 、 歩 兵 の 行進 騎兵 の 行進 砲兵 の 行進 、 軒 壊 を 掘る 際 の 騒音 、 方 法 、 音 か ら 
引き 出さ れる 推論 。 


IX. 夜 の 静か な 行進 
重要 性 : 夜間 行軍 に お ける 重要 な 注意 事項 。 


X. 夜間 の 静か な 行進 の 訓練 

服装 、 訓 練 の 順序 、 上 記 訓 練 の 実施 方 法 、 注 意 事項 。 
XI. 夜間 の 荒れ た 地面 の 横断 

実践 の 重要 性 、 要 約 。 
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XIl. 夜間 の 荒れ た 地面 を 横断 する 訓練 
服装 、 訓 練 の | 順序 。 


XIII. 夜間 の 方 向 の 決定 


重要 性 : 方 向 を 決定 する 方 法 : 恒星 に よる : 月 に よる : 地図 に よる : コン パス に よる : そ 
の 他 の 方 法 。 


XIV. 方 向 を 決定 する 訓練 
北極 星 を 見 つけ る 方 法 と その 使い 方 。 


XV. 夜間 に 明か り を つけ る 方 法 

重要 性 、 光 の 作り 方 、 個 人 トレ ー ニ ング 。 
XVI. 夜間 の 接続 と ファ イル の 接続 

方 法 : 音声 、 信 号 、 フ ァイル 接続 、 ベ メッ セン ジャ ー、 リ レー。 
XVII. 夜間 射撃 

個人 に 対す る 注意 事項 。 


XVII. 夜間 射撃 訓練 
水平 射撃 と 姿勢 訓練 の 方 法 と 順序 、 隊 形 、 訓 練 の 機会 、 方 法 。 


XIX. 夜間 統合 訓練 
この よう な 訓練 の 重要 性 、 夜 間 の 銃剣 使用 に 関す る 注意 事項 。 


XX. 夜間 銃剣 術 の 訓練 
訓練 の 範囲 訓練 の 方 法 、 ダ ミー フィ ギュ ア に 対す る 訓練 、 基 礎 訓 練 。 


XXI. 夜間 束 協 掘り 

重要 性 : トレ ー ニ ング に お ける 重要 な ポイ ント 。 
XXIl. 夜間 革 壌 掘り の 訓練 

方 法 、 注 意 事項 。 


XXIII. 夜間 に 友軍 を 認識 する 方 法 


XXIV. 夜間 の 解体 作業 
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訓練 、 解 体 作業 の 要件 、 解 体 作業 の 重要 な 原則 、 訓 練 の 方 法 。 


XXV. 夜間 に 手 机 弾 を 使用 する 方 法 
XXVI. ナイ ト セ ンチ ネル 


訓練 、 歩 只 の 位置 、 姿 勢 、 偵 察 、 挑 戦 、 射 撃 、 報 告 、 接 続 、 友 軍 の パト ロー ル 、 交 代 。 


XXVII 夜間 歩 哨 の 訓練 
光 の 量 、 地 形 、 歩 晴 と 分 隊 、 そ の よう な 訓練 の 例 、 そ の よう な 訓練 の 特徴 。 


XXVIII. 夜間 パト ロー ル 


接続 方 法 、 方 向 維 持 方 法 、 さ ま ざ ま な 地形 や 物体 の 通過 お よび 債 察 方 法 、 兆 候 、 敵 の 歩 哨 線 の 
偵察 夜間 パ トロ ー ル と 静寂 、 夜 間 パ トロ ー ル と その 道路 、 地 形 の 偵察 と 記憶 。 


XXIX. 夜間 の 隠密 巡視 
適切 な 特性 、 分 布 、 位 置 。 
XXX. 夜間 パト ロー ル の 訓練 
トレ ー ニ ング と 地形 、 ト レー ニン グ の 方 法 。 
XXXI. 夜間 の 分 遺 隊 の 動き 
夜間 の 指揮 、 夜 間 の 隊列 変更 に 部 隊 を 慣れ させ る こと 、 分 隊 ご と の 移動 に 
お ける 個々 の 注意 。 
XXXIl. 夜間 の 分 隊 行 動 訓練 
命令 : 座 間 の 動き と 厳格 さ 。 


XXXIII. 夜間 射撃 部 隊 
実施 時 期 、 夜 間 射 撃 準備 の 重要 ポイ ント 、 射 撃 方 法 、 集 団 射撃 と 個人 射撃 。 


XXXIV. 夜間 の 分 隊 射 撃 訓練 方 法 
ト レー ニ ング の 順序 と 方 法 。 


XXXV. 夜間 球 圭 


トレ ー ス の 方 法 、 ト レー スラ イン に 関連 する 方 法 、 個 々 の 兵士 に 対す る 
注意 事項 と 作業 の 実行 、 土 裏 の 充填 方 法 、 
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使用 され る 還 壌 。 


XXXVI. 夜間 鞭 壊 掘り の 訓練 方 法 
XXXVII. 夜間 の 障害 物 通 過 の 訓練 と 方 法 


分 遭 隊 に よる 障害 物 通過 の 重要 性 、 障 害 物 に 関す る 指揮 官 へ の 
注意 事項 、 障 害 物 を 通過 する 際 の 兵士 へ の 注意 事項 。 


XXXVIII. 夜間 の 行進 と 訓練 


夜間 行軍 が 不可 欠 な 場合 、 参 謀 に 対す る 注意 事項 、 個 々 の 兵士 に 対す る 
注意 事項 、 将 校 が 携行 する 物品 。 

XXXIX. 夜戦 -(A) 攻勢 
夜襲 が 成功 する 原因 、 夜 襲 が 成功 し な い 原 因 、 夜 行 時 の 注意 事項 (一 般 規則 ) 、 夜 襲 に お ける 
指揮 官 と 兵士 夜襲 の 特徴 、 夜 襲 の 方 法 、 夜 襲 と 軍 の 兵器 、 夜 間 の 攻撃 地点 、 偵 察 と 計画 、 夜 蒙 


の 時 刻 、 夜 襲 開始 時 の 位置 夜間 の 命令 また は 指示 、 夜 襲 の 配置 と 隊形 、 攻 撃 へ の 前 進 、 夜 襲 と 射撃 、 英 
の 配置 変化 に 対す る 準備 、 夜 襲 、 突 撃 成功 後 の 動 き 、 夜 襲 後 の 追 撃 。 


(B) 守備 側 


心理 的 不利 、 夜 間 の 防御 行動 、 敵 の 夜襲 を 予測 し た 際 の 措置 、 防 御 側が 敵 を 追い 払っ た 場合 の 防御 側 の 
夜戦 措置 、 


ドレ レーニン ク 
夜間 の 動き 
に 基づく 
戦争 中 


私 。 
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夜間 の 心理 的 作用 。 


育 の 観点 か ら 、 
夜 は 最も 重要 な 問題 で す 。 な ぜ な ら 、 夜 に お ける 最も 重い 考慮 事項 は 
動き は 精神 的 な も の で す 。 そ の た め 、 最 初 に この 点 に つい て 説明 し ます 。 


自分 の 目 で 物事 を 見 た ら 、 そ れ に つい て 判断 を 下す こと が で きま す 。 

自分 の 身体 に 危険 は な いこ と を 知っ て いる の で 、 私 は 落ち 着き ます 。 
穏やか で あれ ば 、 不 確実 條 は な く な る 。 不 確実 伯 が な く な る た め 、 す べ て の も の は 
必ず し も 明確 に な る わけ で は な い 。 そ の 明確 さ を 実現 する た め に は 、 広 い 視 野 が 必要 で ある 。 
事実 を 明確 に 理解 する こと が 必要 で す 。 し か し 、 夜 間 は 

周囲 を 見 る こと が で きる の で 、 当 然 の こと な が ら 

不 確 実 性 。 暗 闇 の 中 で は いつ 危険 が 訪れ る か 分 か ら な い 。 

先行 き が 不安 で 、 疑 念 や 不 確 実 性 を 感じ 、 

最後 に 、 非 常に 慎重 な 警戒 と 恐怖 が あり ます 。 要 する に 、 夜 間 に は 、 心 は 

興奮 し て 動揺 し て いま す 。 


夜 と 病 的 な 用 心 深 さ 。 注 意 と は 、 物 事 の 状態 を 表す 用 語 で ある 。 

意識 が 特定 の 物質 や 特定 の 考え に 集中 し て いる と き 。 夜 は 

視野 が 非常 に 限ら れ て いる た め 、 多 数 の 

周囲 の 物体 に 注意 を 払わ な いと 、 す ぐに 危険 に 陥っ て し まい ます 。 

敵 の 警戒 心 は 、 そ の 警戒 心 の た め に どれ ほど 増す 必要 が ある か 

生 と 死 の 関係 は 、 最 大 の 心配 を 引き 起こ し 、 

事実 と 空想 を 区 別 する 。 注 意 と 集中 が 多 す ぎる と 、 

これ まで 想像 され て いた も の が 、 ほ と ん と 想像 で は な く な り 、 現 実に 近づい て いく 。 
想像 力 は 非常 に 鮮明 な の で 、 非 現実 的 な も の が 現実 の よう に 思え ます 。 


夜 と 幻想 。- 夜 は 幻想 が 生じ や すい 。 紀 想 に は 様々 な 種類 が ある 。 


1. 感覚 の 誤り か ら 生 じ る 混乱 。 


2. 適切 な 判断 を せ ず に 誤っ た 印象 を 与え る 紀 J 想 
感覚 に 与え る 印象 。 


3. 心 の 混乱 か ら 完全 に 生じ る 紀夫 。 


夜 に な る と 、 幻 想 的 な こと が よく 起こ り ます 。 例 えば 、 柳 に 掛か っ て いる 白い 服 な ど で す 。 
木々 や 墓地 の 白い 旗 は 幽 報 に な り 、 革 む ら の 中 の 古い ロー プ は 蛇 の よ うに 見 えま す 。 
高い 柱 、 ま た は キビ の 東 、 敵 な ど 。 


敵 が いる 場合 、 そ の よう な 幻想 は 危険 で す 。 


夜 は 暗示 が 簡単 。 心 が 動揺 する と 神経 も 動揺 する 。 

鋭い 。 下 細 な 原因 も 、 物 事 を 素早 く 示唆 する 力 を 持っ て いま す 。 
暗示 に は 、 模 信 的 、 誘 導 的 、 共 時 的 な ど 様 々 な 種類 が あり ます 。 
提案 、 混 乱 、 間 違い 、 虚 偽 の 報告 な ど が 1 つの 分 遣 隊 で 広がる 
全身 に 素早 く 作 用 し ます 。 こ の た め 、1 つ の 

夜間 に 敵 を 見 た と 感じ た 兵士 は 、 す ぐに 全 軍 に 
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英 が 実際 に そこ に いる と いう 印象 を 与え る 。 ま た 、 誰 か が 突然 横 に な っ た り 、 立 ち 止 まっ た りす る と 、 
同行 者 は その 理由 が わか ら ず 、 不 安 で 同じ こと を する 。 不 死 川 で 平 氏 が 敗走 し た の は 、 こ の よう な こと が 原因 で は な か 
っ た か ? 


最初 は 鳥 の 飛ぶ 音 を 聞い て 敵 だ と 思っ た の で し ょ う が 、 一 人 の 動き や 叫び 声 が 全 軍 に 伝わり まし た 。 日 露 戦 争 の と 
き 、 海 岸 の 要塞 に いた ロシア 軍 の 分 遺 隊 が 、 先 頭 の 一 人 か 二 人 が 夜襲 が ある と 叫ん だ た め に 混乱 し 、 全 軍 が 混 
乱 に 陥っ た こと が あり まし た 。 


夜 は 個人 の 弱点 を 露呈 させ る 。- 夜 の 不 確 実 な 状態 は 危険 と いう 観念 生じ させ 、 そ こ か ら 直 怖 の 状態 が 生ま れ 
る 。 人 間 は 集団 の 中 で は 過剰 な 精神 活動 を 行う 。 つ まり 、 集 団 は 巨大 な 力 に 気づい て いる 。 し た が っ て 、 個 人 に と 
っ て は 難し い 特 定 の 動作 で も 、 数 人 が 一 緒 に いれ ば 勇敢 に 実行 され る 。 一 人 の 人 間 が 恐れ て 不安 を 感じ て いる 
間 に 、 数 人 が 一 緒 に いれ ば ほとん ど 考 え ず に その 動作 に 入る 。 し た が っ て 、 夜 、 一 人 の 人 間 が 一 人 で は 恐れ て も 、 数 人 
が 一 緒 に いれ ば 、 ま っ た く 優 柔 不 断 な 態度 を 見 せる こと は な い 。 こ の 事実 は 、 す べ て の 夜間 の 動作 に お いて 心 
こ 留 め て お くべ き で ある 。 


精神 現象 に 関し て 言え ば 、 昼 間 に 弱 点 を 持つ 人 は 、 虚 栄 心 、 名 声 へ の 愛 、 あ る い は 自己 否定 の 精神 に よっ て 刺激 され る 
が 、 夜 に な る と 、 上 司 や 同僚 の 監督 の 欠如 また は 怠慢 の た め に 、 個 人 の 弱 さ が すぐ に 明らか に な る 。 夜 間 に 個人 を 監 
督 な し に 放置 する の は 良い こと で は な いし 、 こ れ ら の 弱点 を 引き 出す よう な 状況 に 個人 を 置く の も 良い こ 

と で は な い 。 


車 要 な 措置 
正しい 不利 
夜間 の 心理 的 作用 。 


夜間 に は 上 記 の よう な 不都合 が ある が 、 兵 士 を 個別 に 運用 し な けれ ば な ら な い 場 合 も 必ず ある の で 、 兵 士 の 特性 的 
な 弱点 に よる 弊害 が 生じ な いよ うに 訓練 する 必要 が ある 。 


夜間 は 特に 厳し い 規 律 が 必要 で ある 。 - 夜間 は 軍隊 の 価値 を 決め る 試 金 石 で ある 。 監 視 が 難し いた め 、 厳 し い 規律 が 
必要 で ある 。 

規律 の 最も 大 き な 影 響 は 、 個 本 か ら 生じ る 弱点 を 抑え 、 そ の 弱点 の 表 出 を 防ぐ こと で す 。 夜 間 に 規 律 の 整っ て い 

な い 軍 隊 は 完全 に 月 壊し ます 。 個 人 が 自分 の 欲望 に 従う こと を 許せ ば 、 軍 隊 は 破滅 し ます 。 し た が っ て 、 夜 間 の 規律 
が うま く 整 うと 、 軍 隊 は 崩壊 し ます 。 
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作戦 に は 最も 厳し い 規 律 が 要求 され る 。 そ の よう な 規律 が 夜間 作戦 を 刺激 する 。 
成功 へ 。 


高い 士気 と 堅固 な 攻撃 精神 。 精 神 的 動揺 は 状態 に 依存 する 。 

士気 の こと で す 。 士 気 が 高けれ ば 、 そ の よう な お 動揺 は 起こ り ま せん 。 し た が っ て 、 悪 、 す な わ ち 、 
前 述 の よう な 精神 現象 は 生じ ませ ん 。 一 般 的 に 、 否 定 的 な 心 は 

常に 不利 な 行動 を と る の で 土気 が 低く 、 

原則 と し て 否定 的 な 人 の 場合 次 の よう な 心理 的 行動 が 生じ ます 。 

1 . 病 的 な 用 心 深 さ 。 

2. 紀 想 。 


3. 提案 。 
. 個人 の 性 格 上 の 弱点 。4 
し た が っ て 、 こ の よう な 困難 を うま く 乗り 越え る に は 、 高 い 士気 が 必須 で ある 。 
弱点 。 実 際 、 高 い 士気 こそ が ナイ トラ イフ の 成功 の 基盤 な の で す 。 
士気 の 高い 人 は た だ 傍観 する の で は な く 、 お そら く 行 動 す る 。 
無意識 の うち に 、 ポ ジテ ィ ブ な 方 法 で 。 
夜 の 動き の 沈黙 。- 沈 黙 は 興奮 し た 心 を 冷静 に させ る 。 
逆 に 、 無 秩序 は さら な る 混乱 を 引き 起こ す 。 時 に は 、 無 秩序 は 物質 的 か つ 
抽象 的 な 利点 は 、 人 を ある 目的 に 向かっ て 駆り 立て る た め に 強力 に 興奮 させ る 
夜間 に 静寂 を 保つ こと の 重要 性 と いう 目標 を 見 失っ て は な ら な い 。 
当然 、 こ れ に は 2 つの 理由 が あり ます 。 


1. 敵 に 発見 され な いよ うに する た め 。 
2. 自分 自身 が 混乱 に 陥ら な いよ うに する た め 。 


夜間 は 視覚 で 判別 で き な い た め 、 

聞こ える 音 。 し か し 、 あ る 場所 で 発生 する 通常 の 音 は 、 

分 離 は 、 他 の 人 に 伝わる も の で あり 、 特 に 分 離 の 場合 、 

この 不穏 な 音 を 聞い て 、 す で に 自分 た ち が 危 険 に さら され て いる と 信じ て し まう の で し ょ うか ? 


その た め 、 夜 間 は 敵 に 発見 され な いよ うに 、 ま た 
自分 自身 が 混乱 に 陥ら な いよ うに 、 静 か に し て お く こ と が 絶対 に 必要 で す 。 


夜 と 集団 形成 。 そ の 数 が 多い た め 、 大 きなこ と が 起こ り 得 る 。 

集団 の 力 で 達成 され る 。 な ぜ な ら 、 大 き な 力 の 自覚 が 

大 き な エ ネル ギー。 夜 に な る と 、 大 き な 力 が それ ら の 個々 の 特性 を 破壊 し 、 
すでに 説明 し た さま ざま な 悪 に つい て 、 

リー ダー シッ プ 、 コ ミュ ニケ ーション 、 接 触 、 混 乱 、 分 離 は 簡単 で す 。 

心理 的 な 観点 か ら も 、 列 の 分 散 を 避け る こと は 有利 で ある 。 

代わ り に 近く の 列 を 使う 。 勇 敢 で 決意 の ある 前 進 は 特別 な 

夜間 の 動き に お いて 重要 で す 。 


夜 の 動き と 自信 。- 自 信 は 勇気 の 基盤 で あり 、 

高い 士気 の 必要 条件 で ある 。 自 信 を 得 た いな ら 、 

優柔 不断 。 優 柔 不断 が な く な る た め に は 、 不 明瞭 さ が あ っ て は な ら な い 。 
し た が っ て 、 条 件 を 明確 に 理解 する 必要 が あり 、 私 た ち は 

経験 豊 定 で す 。 だ か ら こ そ 、 偵 察 観察 、 
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夜間 の 行動 に は 特に 訓練 と 訓練 が 必要 で す 。 敵 の 状態 が 

地形 が よく わか っ て いて 、 部 隊 が 夜間 行動 に よく 訓練 され て いれ ば 、 
決断 力 の 欠如 は な く 運動 は 方 法 と 手段 に よっ て 実行 で きる 。 

最善 と 考え られ る も の 。 成 功 は 確実 だ と 信じ て 実行 され た こと は 、 

無謀 な ほど 勇敢 な や り 方 で 実行 され な けれ ば な ら な い 。 そ れ が 自己 の 必要 性 の 理由 で ある 。 
夜 の 自信 。 

夜間 の 動き と 自己 統制 。 夜 間 は 、 ど の くら い の 距 離 に いる の か 、 ど こ に いる の か 分 か ら な い 。 
いつ 個人 的 な 危険 が ある か 。 敵 の 声 が 聞こ えれ ば 、 危 険 は 

彼 が 100 歩 離れ て いて も 、10 歩 離れ て いて も 同じ で す 。 し た が っ て 、 ネ ガ テ ィ ブ な 人 は 
敵 が 迫っ て いる こと を 霊 は 感じ 、 た と え 現実 に は 遠く 離れ て いて も 、 
仮想 英 は 現実 の 英 と 同じ に な る の で 、 軽 率 に 行動 し な いよ うに 

無秩序 な 動き の 原因 は 冷静 に 判断 され な けれ ば な ら な い 。 


川 . 
着こなし 方 。 


服装 の 要件 - 服装 は 以下 の 要件 に 準拠 する 必要 が あり ます 。 


1. スピード 。 
2. 礼儀 正 し さ 。 
3. 信頼 性 。 


これ ら の 要件 を 実行 する に は 、 ト レー ニン グ が 必要 で す 。 
最初 は スピ ー ド を 重視 し 、 適 切 さと 信頼 性 を 軽視 し ます 。 し た が っ て 最初 は 
以下 の 要件 を 遵守 する 必要 が あり ます 。 


1. 無駄 な 速 さ を 求め る の で は な く 、 冷 静 さ を 求め まし ょ う 。 
2. 適切 な 配置 。 


3. 可能 な 限り 静寂 を 保つ 必要 が あり ます 。 必 要 な も の 
着用 する 直前 に 、 固 定 され た 場所 か ら 取り 外す 必要 が あり ます 。 
混乱 を 避け る 。 


冷静 さ - 急 ざ すす ざ ぎれ ば スピ ー ド が 落ち る 。 混 乱す る と 、 正 し い 順 序 や 

大 切な こと を 忘れ て し まう こと も ある し 、 時 に は すでに 決め た こと を 変更 し な けれ ば な ら な いこ と も ある 。 
装着 され まし た 。 

順序 - 順序 は 最短 の 道 で あり 、 そ れ に 従え ば 何 も 忘 れ ら れる こと は あり ませ ん 。 

どれ だ け 急 いで いて も 、 順 序 を 短縮 し た り 変 更 し た り し な いこ と が 重要 で す 。 

慎重 に 計画 する 必要 が あり 、 最 も 適切 な 手順 の 順序 、 つ まり 実用 的 な 
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経験 の な い 人 に と っ て は 不可 能 な こと で ある 。 こ れ ら の 理由 か ら 、 
適切 な 手順 を 定め 、 上 厳格 に 実行 し ます 。 


静けさ - 夜間 は 、 特 に 建物 の 近く で は 静けさ が 非常 に 重要 に な り ま す 。 

英 に 対し て は 、 平 和 な 時 に 静寂 を 要求 し 、 

会 話 や 騒音 が な いよ うに 訓練 する 。 兵 士 が この 訓練 を 受け て いれ ば 、 

甘 っ て いる の は 簡単 な こと だ 。 も し 黙っ て いな いな ら 、 そ れ は 非常 に 難し い 問題 だ 。 突 然 
静けさ を 求め る こと は 、 そ れ に 慣れ て いる 人 に と っ て は 苦痛 で は な い が 、 

あま り 慣 れ て いな い 人 た ち 。 


ドレ ッ シ ン グ の 順序 - ドレ ッ シ ン グ が スム ー ズ に 進む よう に 、 適 切な 順序 が 
必要 で す 。 こ の 順序 で は 、 心 と 手 が 自然 な 動き に 従う こと が 重要 で す 。 
正しい 手順 の 例 は 、 私 の 経験 か ら 得 た も の で す 。 


1. 衣服 、 靴 、 レ ギン ス は 、 次 の 順序 で 着用 し て くだ さい 靴下 、 
ズボン 、 レ ギン ス 、 ブ ラウ ス 、 キ ャ ッ プ 。 
2. リュ ッ ク サ ッ ク と 水筒 を 肩 に 掛け ます 。 


3. 必要 な も の を リュ ッ ク サ ッ ク に 入れ 、 外 奏 を 巻い て 、 道 具 、 予 備 の 昧 な ど を 取り 付け ます 。 
そし て 、 缶 詰 を リュ ッ ク サ ッ ク に 入れ て 、 背 負い ます 。 


4. ライ フル を 手 に 持ち ます (この と き さ 、 鐘 口 カバ ー を 外し 、 
所 定 の 場所 ) 。 

の 命令 が 守ら れ な い 場 合 も あり 、 
ライ フル と 弾薬 を 最初 に 取る よう に 衣服 を 配置 する 、 こ れ ら を 扱う 習慣 
平時 に お いて は 、 記 事 を 適切 な 順序 で 管理 する こと が 最も 重要 で す 。 


門 ANDes - 備 え - 平時 に は 、 武 器 、 衣 服 、 

兵舎 内 の 所 定 の 場所 に 備品 が 自然 に 配置 され て いる 。 各 物品 は 

兵士 が 暗 導 の 中 で も 自然 に 手 を 置く こと が で きる よう に 配置 され て いま す 。 
緊急 事態 。 物 品 が 固定 され た 場所 に ある た め 、 兵 士 は 

すぐ に 把握 で きる と いう 利点 を 実感 し て くだ さい . 検 索 の 難し さ が 

暗 聞 の 中 で の 難解 な 記事 を 検討 する に は 、 

自然 に 簡単 に 到達 で きる 。 し た が っ て 行進 中 に 休憩 し て いる 間 、 

キャ ンプ 、 宿 舎 、 野 営 地 で は 、 物 品 は 常に 整然 と 並べ られ 、 
迅速 か つ 確 実に 押収 され る 可能 性 が あり ます 。 


IV. 
着付 け の ト レー ニン グ 。 


機会 この トレ ー ニ ング は 通常 の 日 と 同じ 時 間 に 実 施す る 必要 が あり ます 
トレ ー ニ ング 。 こ れ に は 2 つの 機会 が あり ます 。 


1. 昼 間 の 研修 コー ス を 変更 する と き 。 
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2. 特に ドレ ッ シ ン グ の ドリ ル と し て 実施 で きま す 。 


まず 、 男 性 は 決ま っ た 場所 で 着替え 、 そ れ ぞ れ の 品物 を 特別 な 場所 に 保管 する 。 
場所 。 他 の こと に 割り 当て られ た 時 間 を 侵害 し な いよ うに 時 間 を 活用 する こと が 重要 で す 。 
ドリ ル 。 


秩序 ある 方 法 - 2 番目 の 例 で は 、 次 の 点 が 重要 で す 。 


1. 服装 の 仕方 の 理解 兵舎 や 

固定 位置 に いる 場合 は 、 笛 で 合図 し 、「 さ あ 、 こ れこ れ の も の を 着け な さい 」 と 言い ます 。 
アシ スタ ント が 男性 を 指導 し 検査 する 間 、 彼 ら に 何 の 基 本 原則 を 教え る 
彼ら が や っ て いま す 。 

2. 昼間 に 、 予 想 外 の 服 を 着せ る 。 

3. 夜間 の 着替え の 方 法 を 説明 し ます 。 

4. 夜 、 突 然 服 を 着せ る 。 

この よう な 訓練 方 法 に よっ て 、 目 的 は 達成 され る か も し れ な い 。 こ の と き 、 必 ず 、 
冷静 さ 、 秩 序 、 静 けさ を 保つ 必要 が あり ます 。 最 初 は 時 間 に 注 意 を 払わ な いで くだ さい 
消費 され 、 し ば らく する と 、 さ ら に スピ ー ド を 要求 し 、 最 終 的 に 動き が 

希望 する レー ト で 実行 され ます 。 

練習 回 数 - 軍隊 が 特定 の 方 法 に 慣れ る た びに 

日 常 生 活 の 中 で 着替え を する こと は 難し いこ と で は あり ませ ん 。 そ の た め 、 時 間 は それ ほど 重要 で は あり ませ ん 。 
この よう な 訓練 の た め に 特別 に 割り 当て られ て いる が 、 良 い 機会 が あれ ば いつ で も 練習 で きる 。 
機会 。 た だ し 、 次 の 重要 な 原則 を 忘れ て は な り ま せん 。 


1. 過失 を 防ぐ た め 。 
2. 着替え の 方 法 を 確認 する 。 
この た め 、 月 に 一 度 か そこ ら で 練 習 する 必要 が あり 、 男 性 が 


それ に つい て は 不 注意 で す 。 


V. 
夜 と ビジ ョ ン 。 


夜間 の 視力 を 養う こと の 重要 性 - 夜間 は 、 

暗 さ の 度合 い に よ っ て 見 え 方 も 当然 異な り 、 

さま ざま な 状況 下 で の 金額 を 知る 。 特 に 、 

雨天 な ど 、 審 理 に よっ て 判断 を 下す こと が で き な い 状況 、 ま た は 

視覚 は 不 十分 で ある も の の 、 聴 覚 よ り も 優れ て いる その 他 の 騒が し い 状 況 下 。 
し た が っ て 、 夜 間 の 目 の 訓 練 は 、 あ る 意味 で は 最も 重要 な 問題 で ある 。 

ある 程度 は 経験 と 実践 に よっ て 強化 する こと が で きま す 。 日 訓 戦 争 で は 、 
地形 や 夜間 行動 に 慣れ た 兵士 の 視覚 に よる 判断 は 、 

驚く ほど 良かっ た し 、 そ れ は 完全 に 経験 に に る も の で し た 。 
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夜間 の 視力 は 訓練 に よっ て 改善 で きる - 夜間 の 動き に 慣れ る と 、 

あま り 慣 れ て いな い 人 に 比べ て 、 正 し い 判 断 を 下す 能力 が は る か に 高い 
視力 は 経験 に よっ て 神経 が 研ぎ 澄 ま され 、 注 意 力 が 増す か ら で す 。 

比較 方 法 か ら の 兆候 、 他 の 補助 要因 と 合わ せ て 、 

判断 は すぐ に 正確 に な り ま す 。 


夜間 視力 - 見 分 ける こと と 見 失う こと - 夜 間 の 視力 は 程度 に よっ て 異な り 、 
注意 の 集中 度 に 応じ て 、 こ れ に 関連 し て 、 以 下 の 原 則 


私 の 経験 か ら : 
1. 一 度 発見 し た も の を 目 で 追う と 、 
長い 距離 。 


2. 物体 を 最初 に 発見 し た 距離 は 、 

見 失う の で す 。 そ の た め 、 夜 に 一 度 見 失っ た も の を 見 失う と 、 
一 度 発 見 し た ら 、 二 度 と 見 つけ る の は 困難 で す 。 目 で 追う と 
簡単 に な り 、 物 体 が 見 える 距離 は 、 特 に 

補足 的 な 指示 が ある 。 そ の よう な 場合 気づか れ に くい こと が 
観察 者 に よっ て 見 られ る 。 


夜間 視力 と 物体 、 そ し て 周囲 の 物体 の 色 - 
旧 半 0 き な 影響 を 与え ます 。 私 は 自分 自身 の 経験 か ら 次 の 事実 を 学び まし た 。 


1. 暗い 夜 に は 、 白 い コ ー ト は 黒い コー ト よ り も 遠く まで 見 えま す 。 
2. 月 月 かり が ある と き は 、 黒 い コ ー ト は 白い コー ト よ り も 遠く まで 見 える こと が 多い で す 。 
3. いずれ に し て も 、 明 る い 茶 色 や マウ ス 色 は 遠く か ら で も 見 えま す 。 


4. 黒い 背景 に 黒い 色 は 白 よ り も 見 え に く い 。 
白い 周囲 に 対し て は 、 黒 い 周囲 より も 難し いで す 。 


これ ら の 事実 か ら 、 周 囲 の 物体 の 色 を 念頭 に 置く こと の 重要 性 が 分 か る 。 
服装 の 種類 を 決め た り 、 動 き を 決め た りす る と 、 そ れ が 明らか に な り ま す 。 


夜間 視力 と 光 と 影 の 関係 - 夜間 視力 は 大 きく 異な り ま す 
発光 体 と 影 に 対す る 自分 の 位置 に 応じ て : 


1. 月 な どの 発光 体 を 正面 か ら 見 る と 視力 が 低下 し ます 。 

2. 光 が 後 ろ に ある と 、 視 界 が 広がり ます 。 

頭上 に 光 体 が ある 場合 、 増 加 と 減少 の 平均 は 同じ で す 。 
放 し て も 、 直 接 目 に 当たら な けれ ば 視力 は 損なわ れ ま す が 、 


に 6 上 


暗 章 か ら 光 を 見 る と 見 える が 、 光 か ら 見 る と 見 えな い 
音 導 の 中 へ 。 


6. 自分 で ライ ト を 持っ て いる 間 は 、 自 分 の 周囲 だ けが 見 える よう に な り ま す 。 
7. 光 が 物 体 の 後ろ に ある 場合 、 物 体 の 輪郭 が は っ きり と 見 えま す 。 
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8. 黒い 物体 や 影 に 閉 われ た 動く 物体 は 見 え に く い 。 

9. 小さ な 物体 は 遠く に 見 え 、 大 き な 物 体 は 近く に 見 えま す 。 

10. 明る い 物 体 は 近く に 見 え 、 暗 い 物体 は 速く に 見 えま す 。 

上 記 の 事実 は 、 暗 い 物体 に 覆 わ れ て いる と き 、 ま た は 暗い 場所 を 移動 し て いる と き に 、 
影 を 消す 、 で きる だ け 暗 いと ころ か ら 明 る いと ころ を 見 る 、 そ し て 

正面 に 光 が 当 た る 。 

季節 と 夜間 視力 の 関係 。 

1. 平坦 で 開け た 土地 で は 、 視 野 が 広く な り ま す 。 

2. 近隣 地域 で は その 逆 が 当て は まり ます 。 


し た が っ て 、 秋 の 終わ りか ら 春 の 初め に か け て 、 

草 が 枯れ て 葉 が 落ち た の で 、 視 界 は 広く な っ た 。 

春 か ら 初秋 に か け て は 草木 が 生 い 茂 り 、 視 界 は 

制限 され て いる 。 満 州 の 冬 (平地 ) で は 、 視 界 は 広く な る 。 
山岳 地帯 で は 日 本 に 比べ て 木 が 少な く 、 畑 も 
視野 も それ に 応じ て 大 きく な り ま す 。 


夜間 視力 と 私 た ち 自 身 の 姿 勢 。 地 上 の 物体 が 

後ろ に 障害 物 が ある 場合 は 、 立 っ た 姿勢 が 望ま し い 。 後 ろ に 障害 物 が な い 場 合 、 低 い 姿 勢 が 望ま し い 。 
最善 です 。 し た が っ て 、 見 られ な いよ うに 姿勢 を 低く し 、 移 動 する 場合 は 、 物 理 的 な 物 を 
あな た の 後ろ に 。 た と え 遠 くに あっ て も 、 そ れ ら は 大 い に 役 立つ で し ょ う 。 

暗 視 と 双眼鏡 。 - 夜 に 月 や 星 か ら の 光 が あ る と き は いつ で も 、 

暮れ や 夜明け に は 双眼鏡 で 視力 を 2 倍 に する こと が で きま す 。 し か し 、 

メガ ネ は 視野 を 狭め る の で 、 何 か を 確認 する と き 以 外 は メガ ネ に 頼る の は 危険 で す 。 
すでに 見 られ て いる も の 、 ま た は 見 る べき 物体 が 現れ る 場所 が いつ 現れ る か 
移動 は 固定 で す 。 


VI. 
夜間 視力 を 訓練 する 方 法 。 


一 般 原則 。 こ の 訓練 で は 、 前 述 の 内 容 を 徹底 的 に 学習 させ る 。 

ある 程度 経験 を 積ん だ ら 、 

あら ゆる 状況 下 で の 相対 的 な 視力 。 こ れ に より 、 適 切な 基準 が 与え られ ます 。 
判断 力 、 そ し て 兵士 が 様々 な 経験 を 積む こと が 最も 必要 な の で 、 

一 人 で いる と き に どの よう に 行動 する か を 学ぶ た めで す 。 

トレ ー ニ ング の 重要 な ポイ ント - 

1. 夜間 に 光 の 量 に 関係 な く 運動 を 行う こと 。 

この 場合 ビジョン に つい て は 次 の トレ ー ニ ング が 推奨 され ます 。 

(a) 一 人 の 兵士 が 静か に 移動 し 、 ま ず 指 示 を 受け て いる 兵士 に 向かっ て 進み 、 
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そし て 2 番目 は 彼 か ら 離 れ ま す 。 静 か に 動く 理由 は 、 
音 か ら の 補助 は 受け ず 、 兵 士 の 相対 的 な 視覚 を 訓練 する 。 


(b) 兵 士 が 一 人 で 移動 し 、 銃 撃 戦 の 音 な どの 騒音 を 許容 する 。 
銃剣 の 萌 、 水 筒 の 水 、 足 音 な ど 、 ま ず 男 に 向かっ て 
指示 に 従い 、 彼 か ら 2 番 目 に 。 


(c ) 異 な る 色 の 服 を 着 た 一 人 の 兵士 が 、 
指導 を 受け て いる 男 。 


(d) し ば らく し た ら 兵 士 の 数 を 増やし て 移動 させ る 
以下 の 条件 の 下 で :1. 静か に 、2. 通常 の 状態 下 で 、3. 
異な る 色 の 衣服 を 着 て 、 指 導 を 受け て いる 人 に 向かっ て 

(発見 ) 、 そ し て 彼 か ら 離 れ て (見 失う ) 。 


(e) (d) 項 と 同じ 条件 で 分 隊 を 編成 する 。 

2. 光 を 考慮 する 。 
(a) 上 部 と 後方 に 光 (月 、 ラ ンタ ン な ど ) が ある 。 
(b) ライ ト を 前 方 の 高い 位置 に 設置 し ます 。 


(c) 光 が 対 象 物 の 後ろ に ある と き 。 (d) 対象 物 が 
見 られ る も の は 光 を 帯び る 。 


(e) 指 導 を 受け て いる 人 が 光 を 帯び て いる と き 。 
(f) 見 た い 物 体 が 地平 線上 に ある と き と 、 そ う で な いと き 。 
(g) 影 の 中 の 動き 。 


(h) 物 体 に よっ て 隠さ れ た も の と 物体 に よっ て 覆 わ れ た も の と の 関係 


旦 ノ 
京 ク o 


上 記 の 練習 は 、 ま ず 静 か に 、 次 に 通常 の 
条件 :3 番 目 は 、 異 な る 色 の ユニ フォ ー ム を 使用 する こと で す 。 


訓練 方 法 - 訓練 を 受け る 兵士 の 数 が 少な い 場 合 、 

イン スト ラク ター は 1 つの 分 隊 で 指導 を 監督 し ます 。 人 数 が 多い 場合 は 、 

各 分 隊 を 担当 する アシ スタ ント イン スト ラク ター。 全 分 隊 の 指導 は 

上 し な いよ うに 配置 する こと に 注意 し て くだ さい 
の 。 
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た と えば 、A に 分 隊 を 配置 し ます 。 こ の 分 隊 か ら 1 人 ( 後 で 数 人 ) を B の 方 向 に 送り ます 。 そ の 人 が 視界 
か ら 消 え そ うに な っ た ら 、 立 ち 止 まっ て 距離 を 推定 し ます 。 

再び 、 こ れ ら の 原則 に 基づい て 、1 人 (後に は 複数 ) を 視野 外 の B 方 向 に 送り 、A に 向かっ て 前 進 す る よう に 指示 し ます 。 そ の 人 が 
視野 に 入っ た ら 、 立 ち 止 まっ て 距離 を 推定 し ます 。 


先 ほ と 述べ た 実験 を 次 の ケー ス で 試し 、 各 自 が 距離 な ど を 自分 で 判断 で きる よう に し ます 。 ま ず 、 静 
か に 、 次 に 通常 の 状況 下 (単独 、 数 人 、 分 隊 ) 、 最 後に 異な る 色 の ユニ フォ ー ム を 着 て 。 


実験 - この 種 の 訓練 が 終了 し た ら 、 さ ま ざ ま な 地形 や 天候 、 暗 閣 な どの さま ざま な 条件 下 で の 自由 

な 動き に よっ て 理解 力 と 判断 力 を 養い ます 。 木 、 光 、 地 形 な ど を 利用 する 方 法 を 教え 、 イ ンス トラ クタ ー は 
動き を 修正 し 批評 し ます 。 た と えば 、 兵 士 を 分 隊 に 編成 し 、 す で に 説明 し た よう に 、 視 界 の 限界 か ら 

か な り 離 れ た と ころ か ら 、 光 、 地 形 、 影 な ど を 利用 し て 、 他 の 兵士 を 分 隊 に 向かっ て 移動 させ ます 。 


チー ム は 動き を 観察 し て 批評 し 、 イ ンス トラ クタ ー も 批評 を 加え ます 。 地 形 、 自 然 物 、 天 気 、 発 
光 体 な どの 関係 を 教え る の に 適し た 機会 で す 。 


の 
夜間 の 聴覚 。 


夜間 は 、 視 界 が 困難 な た め 、 注 意 深く 判断 力 を 持っ て 聞く よう に 耳 を 訓練 する 必要 が ある 。 

軍事 目標 は 、 視 覚 と 聴覚 の 組み 合わ せ に よっ て 達成 され な けれ ば な ら な い 。 た と え 、 対 象 物 に 十分 近 づ 
いて 見 る こと が で き な い 場合 で も 。 多 く の 場 合 、 地 形 と 英 の 状態 に よっ て 、 聴 覚 に に っ て 目標 を 達成 で き 
る 。 ま た 、 多 く の 場 合 、 聴 覚 に よっ て 敵 の 接近 や 動き を 判断 する こと が で きる 。 し た が っ て 、 和 夜間 の 聴 

覚 の 実際 的 な 使用 範囲 は 非常 に 広く 、 聴 覚 を よく 訓練 し て 、 音 か ら 来 る すべ て の 兆候 を 推測 し 、 同 時 に 英 
に その よう な 兆候 を 与え な いよ うに 自分 の 動き を 計画 で きる よう に する こと が 重要 で す 。 そ の た め 兆候 
を 判断 する 基準 と 、 自 己 訓練 が 必要 で す 。 
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自分 の 動き を 制御 で きる 意識 。 
地面 と 音 の 特徴 。 

1. 地面 が 固い と 反響 が 大 きく な り ま す 。 

2. 地面 が 柔らか いと 、 反 響 は ほとん ど 聞 こえ ませ ん 。 

つま り 、 地 面 が 固 けれ ば 音 は 鋭く な り 、 柔 ら か いと 音 は 鈍く な り ま す 。 
被覆 物質 の 種類 と 音 - 騒音 は 被覆 物質 の 種類 に よっ て 異な る 


カバ ー 物 質 な の で 、 音 の 相対 的 な 量 を 知る こと は 非常 に 重要 で す 。 
様々 な 地面 の 上 を 歩く と き 。 


分 遣 隊 の 大 き さ と 資材 の 相対 的 な 重量 - 分 遺 隊 が 

大 きい と 、 そ れ に 応じ た 量 の 騒音 が 発生 し 、 遠 く か ら で も 聞こ えま す 。 

材料 が 小さ けれ ば 、 騒 音 は 小さ く な り ま す 。 材 料 が 重い と 、 騒 音 は 遠く まで 伝わり 、 
軽い 場合 は 逆 の こと が 当て は まり ます 。 こ れ ら の 関係 は 、 

地面 の 性 質 。 


天気 - 
1. 雨 と 害 - 


(a) 雨 が 降っ て いる と き は 、 
雨 の 程度 。 


(b ) 寺 が 降っ て いる と き 、 騒 音 に 対す る 妨害 の 程度 は 、 
雨 は 少な い 。 定 の 上 を 通過 する 場合 は 、 降 害 の 程度 に よっ て 変化 する 。 
凍結 。 


2. 風 - 
(a) 風 が な いと き は 、 音 が 聞こ える の に 非常 に 良い 条件 で ある 。 
全く 妨げ られ て いな い 。 


(b) 風 が 吹い て いる と き は 、 音 が 聞こ え や すい 条件 が 整っ て いる 
風 が 吹い て いる 方 向 に 発生 する 騒音 は 
遠く まで 聞こ える 。 反 対 の 条件 で は 正反対 の 結果 に な る 。 
結果 。 


(c ) 耳 に 風 が 吹く と 、 騒 音 が 邪魔 に な り 、 
聴覚 。 


3. 夜 の 時 間 - 
真夜 中 は 、 夕 暮れ や 夜明け より も 周囲 の 音 が よく 聞こ えま す 。 
4. 物 理 的 な 物体 の 関係 - 


木 や 建物 な ど 、 交 通 の 妨げ に な る も の が な い 平 ら な 開け た 土地 で は 、 
音 の 伝達 に より 、 騒 音 は 遠く まで 伝わり ます 。 


5. 季 節 の 関係 。 
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冬 は 地面 が 凍る だ け で な く 植物 や 木々 の 葉 も 落ち 、 
草 は 枯れ て 死ん で お り 、 作 物 は 刈り 取ら れ 収 穫 さ れ て いる の で 、 音 が 伝わる 


特に 遠い 。 


八 
夜間 の 聴覚 ト レー ニン グ 。 


考慮 すべ き 重要 な ポイ ント -- 次 の トレーニン グ で は 、 男 性 に 次 の こと を 理解 し て も らい ます 。 
歩き 方 、 人 数 服装 と 音 の 関係 が は っ きり と わか る 
作成 後 次 の よう に トレ ー ニ ング を 拡張 し ます 。 


1. 歩兵 の 行進 。 
(a) 静 か な 前 進 。 
(b) 段階 的 で は な い ク イッ クタ イム (一 人 の 兵士 、 数 人 の 兵士 、 複 数 の 兵士 が いる 分 隊 、 
武器 を 持た ず 、 さ ま ざ ま な 天候 や さま ざま な 状況 で 
地面 ) 。 
(c) (b) と 同じ 条件 下 で の ステ ッ プ の 素早 い 時 間 。 
(d) 何 返 し 。 


2. 騎兵 の 行進 。 


これ は 、 適 切な 機会 が あれ ば いつ で も 実行 する 必要 が あり ます 。 
上 記 の 原則 に 従い ます 。 


3. 砲兵 の 行進 。 
( 1 ) に 準じ て 行う 。 


4. 町 雷 を 掘る 騒音 。 
(a) つる は し で 掘る 時 の 音 。 


(b) シャ ベル を 地面 に 強く 打ち 込む と き の 音 。 
(c) 様々 な 種類 の 地面 に 働 を 押し 込む と き の 音 。 
(d ) 部 隊 が 自由 に 作業 を 行う 際 の 騒音 


方 法 - 人 数 に 応じ た 分 隊 の 配分 は 、 
前 述 の と お り 。 
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た と えば 、 必 要 な 人 数 の 兵士 を A の 分 隊 か ら B の 方 向 に 前 進 さ せる 。A の 分 隊 の 後ろ を 向い て 、B で 町 

辻 を 掘る 音 を 聞か せる 。 聞 こえ な く な っ た ら 、B で 分 隊 を 止め て 距離 を 見 積もる 。 ま た 、B に 分 隊 を 配置 し 、 
A の 分 隊 に 近づか せる 。A の 分 隊 が 音 を 聞き 取っ た ら 、 距 離 を 見 積 も ら せる 。 こ の 訓練 は 、 人 数 を 変え 、 地 
形 や 天候 の 条件 を 変え て 行う べき で ある 。 こ うす る こと で 、 各 兵士 は 個々 に 適切 な ペー ス と 前 進 の 仕方 を 学 
ぶ 。 ま た 、 作 業 の 音 か ら 、 最 小 限 の 音 で 道具 を 使用 する 方 法 も 学べ る 。 次 の 訓練 も 重要 で ある 。(a) 静か な 天 
候 、(b) 風 が 順調 な と き 、(c) 風 が 逆 調 な と き 、 な ど 、 分 隊 (人 数 が 一 定 ) の 斬 載 掘 り の 音 が どの くら い の 距 
離 か ら 聞 こえ る か 。 


音 か ら 得 られ る 推論 - 簡単 に 言え ば 、 夜 間 に 音 に 気づく こと に 慣れ て いる 人 は 、 そ の よう な 音 か ら 得 ら れ 

る さま ざま な 推論 を 利用 し て 原因 を 判断 する こと が で きま す 。 こ の た め 、 こ の よう な 基本 的 な 指導 は 兵士 に と 
っ て 非常 に 必要 で す 。 こ の 指導 は 、 兵 士 自 身 の 行 動 を 導く 基礎 も 提供 し ます 。 こ の 目的 の た め に 、 音 を 生じ させ 
る 原因 と 音 自体 を 比較 する あら ゆる 機会 を 活用 する こと が 重要 で す 。 た と えば 、 分 遣 隊 、 騎 兵隊 、 荷 馬車 な ど 
の 行進 で す 。 


これ に よく 訓練 され る と 、 兵 士 は 行軍 の 方 向 、 自 分 自身 に 対す る お お よそ の 位置 、 中 離 な ど を 推測 で きる 

よう に な り ま す 。 こ の よう な 訓練 を する 良い 機会 が な い 場合 は 、 多 く の 道路 を 移動 し て いる と き 、 ま た は その 近 
く を 移動 し て いる と き に 、 道 路 で 発生 する すべ て の 音 に 耳 を 傾け 、 そ の 原因 、 方 向 、 距 離 な ど を 推測 する 練 
習 を し ます 。 


敵 の 砲兵 が 陣地 に 入る 音 や 歩兵 が 加 圭 を 掘る 音 を 聴覚 で 判断 で きる こと は 非常 に 重要 で す 。 日 吉 戦 
争 で 、 夜 間 に 敵 が と っ た 陣地 に 合わ せ て 頻繁 に 陣地 を 変え る 必要 が ある こと が わか り ま し た 。 そ し て 、 そ れ ら 
の 動き を 判断 する 唯一 の 方 法 は 、 陣 地 に 入る 砲台 や 加 圭 を 掘る 音 な どか ら で し た 。 


IX. 
夜 の 静か な 行進 。 
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重要 性 - 静か な 行軍 は 敵 を 倒す 目的 だ け で な く 、 

気づか な いう ち に 、 し か し 同時 に 、 我 々 自身 の 陣営 の 混乱 を 防ぐ こと も で きる 。 静 か な 夜 
行進 に は 絶対 的 な 静寂 と 適切 な ペー ス が 求め られ る 。 日吉 戦争 で は 、 

大 き な 団体 が 行進 の 騒音 な し で 移動 する の は 困難 で し た が 、 

静か な 動き の 利点 は 議論 の 余地 な く 示さ れ た 。 

巡回 部 隊 や 前 只 基 地 な どの 個人 に は 、 絶 対 に 静か な 行進 が 要求 され る 。 

これ ら の 兵士 が より 大 き な 部 隊 の 一 員 と な る と き に は 、 訓 練 を 念頭 に 置く 必要 が あり ます 。 


夜間 行進 に お ける 重要 な 注意 事項 。 
1. 衣服 に 関す る 注意 。 


衣服 や 装備 か ら 騒 音 が 出 な いよ うに する こと が 重要 で す 。 
ダブ ル タ イ ム で も クイ ッ ク タ イム で も 真 で ある 。 こ れ を 実現 する た め に 、 以 下 の 点 に 注意 する 必要 が ある 。 
特に 以下 の 点 に 留意 する 必要 が あり ます 。 


(a) 弾 薬 庫 内 の 弾薬 か ら 騒 音 が 発生 し な いこ と 
箱 。 


(b) 銃 剣 の 輌 の 動き に よっ て 騒音 が 発生 し な いこ と 。 
(c) ベ ルト は 必ず 締め て お く こ と 。 
(d) リ ュ ッ クサ ッ ク の 中 身 が 音 を 立て な いこ と 。 
( e ) オ ー バ ー コ ー ト を 着用 する 際 は 、 ス カー ト を 締め な けれ ば な り ま せん 。 
2. 個人 的 な 注意 事項 。 
(a) 咳 が 止ま ら な い 場 合 は 、 コ ー ト で 口 を 覆う 
スリ ー ブ 。 
(b) ライ フル が 地面 に ぶつ か ら な いよ うに 注意 し て 保持 し て くだ さい 。 
(c) ライ フル の スリ ング と スイ ベル か ら 騒 音 が 発生 し な いこ と を 確認 する 。 


3. 分 遺 隊 。 


(a) 各 兵 士 は 隣 の 兵士 に ぶつ か ら な いよ うに 注意 する 。 
(b) 隣接 する 列 間 で の 会 話 は 禁止 され ます 。 

(c 閣 兵士 は 、 隊 列 を 離れ る 必要 が な いよ うに 注意 する (行方 不明 者 の た め に ) 
衣類 、 装 備品 な ど ) 

(a い 草 の 中 で は 、 足 を 高く 上 げ ま す 。 


(b) 草 が 長い 場所 で は 、 足 を 低く 保ち ます 。 
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(c) 坂 を 登る と き は 、 ま ずつ ま 先 か ら 踏 み 込み ます 。 
(d) 坂 を 下る 時 は 、 か か と か ら 先 に 踏み 込み ます 。 
(e) つま ずい た り 転 ん だ り し な いで くだ さい 。 


5. 接続 。 


(a) 一 列 に 並ん で 、 右 また は 左 の 兵士 の 動き に 合わ せ て くだ さい 。 
列 の 先頭 の 兵士 に 。 


(b) 頭 を 下げ な いで くだ さい 。 下 げ る と 接続 が 確実 に 失わ れ ま す 。 
(c) 隊列 を 離れ た り 、 不 必要 に 停止 し た り し な いで くだ さい 。 

(d) 停 止 時 に 接近 する が 、 前 の 人 に ぶつ か ら な いよ うに する 。 

( e ) 信 号 、 指 示 等 を よく 聞き 、 間 違え な いよ うに し て くだ さい 。 


バン ツ 。 


夜間 の 静か な 行進 の 訓練 。 


服装 - 最初 は 腕 を 使わ ず に トレ ー ニ ング を 行い 、 徐 々 に 完全 に 
武装 し 装備 を 整え る 。 こ の 間 、 男 性 た ち は 騒音 を 防ぐ 方 法 を 学ば な けれ ば な ら な い 。 
衣服 や 装備 の どの 部 分 か ら 生 じ た も の で も 構い ませ ん 。 


訓練 の 順序 - 地上 に いる 兵士 た ち に は 一 般 的 な 説明 が な され る 。 
静か な 夜 の 行進 が 行わ れる 。 各 兵士 は 歩き 方 を 指示 し た 後 、 
警 巨 の 監督 下 で 練習 させ られ 、 警 官 は 

関係 する 原則 。 こ れ ら の 原則 が 理解 され る と 、 男 性 の 数 は 

徐々 に 増加 し 、 静 か な 行進 の 原則 は 、 個 人 お よび 分 隊 ご と に 、 
教え られ ます 。 


上 記 研 修 の 実施 方 法 - この 研修 は 、 
聴覚 訓練 と 同じ 時 間 と 同じ 構成 で 行い ます 。 


注意 - 静か な 夜 の 行進 は 非常 に 重要 で す が 、 

攻撃 的 な 精神 を 傷つけ る 。 静 か な 動き は 決し て 無気力 な 動き を 意味 し な い 。 

細心 の 注意 が 決し て 中 路 を 意味 し な いこ と を は っ きり と 示し た 。 静 か な 夜 に 行進 する すべ て の 
騒音 は 禁止 され 、 各 人 は 全体 に 混乱 を 招 か な いよ うに 注意 し な けれ ば な ら な い 。 

彼 の 個人 的 な ミス や 誤り に よっ て 指揮 が 取ら れる 。 


Al. 
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夜間 の 荒れ た 地面 の 横断 。 


練習 の 重要 性 - 夜間 に は 、 地 上 の さま ざま な 物体 は 、 

昼間 は 大 し た 障害 で は な い 物 体 も 、 夜 に な る と 恐ろし いも の に な り ま す 。 

夜間 に 容易 に 横断 で きる 平地 は 、 実 際 に は 期待 で きま せん 。 

し た が っ て 、 荒 れ た 地面 を 秩序 正しく 、 素 早く 、 正 確 に 横断 する こと は 、 

混乱 を 招 か ず 、 遅 滞 な く 行 動 す る こと は 軍隊 に と っ て 非常 に 重要 な こと で す 。 適 切な 訓練 が 行わ れれ ば 
持っ て いた と し て も 、 そ の よう な 動き は それ ほど 難し く あ り ま せん 。 ト レー ニン グ は 疲労 を 最小 限 に 抑え 、 
障害 。 


まとめ - 


1. 転倒 は つま ずい た 後に 起こ る こと が 多い の で 、 つ まず か な いよ うに 注意 する 必要 が あり ます 。 
つま ずい て も 、 前 に 傾 か な い 限 り は 転倒 する こと は な い 。 し た が っ て 、 そ の 傾向 は 
避け な けれ ば な り ま せん 。 


2. 転倒 は 避け られ な い 場 合 も ある の で 、 以 下 の 注 意 事 項 を 守っ て くだ さい 。 
無視 され た : 


(3) 衣 服 や 装備 品 な ど を 紛失 し た り 、 
壊れ て いる : 帽子 を 失 く さ な い よう に 特別 な 注意 を 払う 必要 が あり ます 。 


(b) ラ イフ ル を 落と し た り 壊し た り し な いこ と 。 

(c) 話 し た り 騒音 を 立て た り し な いこ と 。 
3. ライ フル の 持ち 運び 方 法 は 地面 や 地面 に ある 物体 に よっ て 異な り ま す 。 森 林 で は 、 
な ど 、 危 険 を 及ぼ さ な い よう に 注意 し な が ら 手 で 持ち 運ぶ の が 良い で し ょ よう 。 
前 の ラン ク 。 


4. 部 隊 に いる 間 、 兵 士 が 足元 に し か 注意 を 払わ な いと 、 
次 の よう な 不利 益 が 発生 し ます 。 


(a) 行進 は 遅れ る だ ろう 。 
(b ) 前 方 及び 後方 か ら の 衝突 
(c) 毅 続 の 喪失 。 


5. 障害 に 遭遇 し た 場合 は 、 原 則 に 従っ て 対処 し ます 。 
その 主題 の 下 に 定め られ まし た 。 


1 
横断 訓練 
夜 の 荒れ た 地面 。 
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服装 - これ ら の 運動 で は 、 服 装 に 関す る 配慮 が 特に 重要 で す 。 

訓練 を 受け て いな い 男 性 は 最初 か ら 武 器 を 持た され る の で 、 ラ イフ ル が 
破損 は する が 、 男 性 も 人 身 傷害 を 負う こと に な る 。 し た が っ て 、 可 能 で あれ ば 、 
訓練 の 初期 段階 で は 、 実 銃 の 代わ り に ダミ ー の 銃 を 使用 する 必要 が ある 。 
この トレ ー ニ ング は 次 の 順序 で 実行 する 必要 が あり ます 。 


(a) 武器 を 持た な い 。 
(b) ダミ ー ラ イフ ル を 使用 。 
( c ) 軍 用 ライ フル の 場合 


(d) 守 全 な 装備 を 装備 。 


トレ ー ニ ング の 順序 - 

1. 最初 は 、 ト レー ニン グ は 個別 に 行う 必要 が あり 、 十 分 な 時 間 を 確保 する 必要 が あり ます 。 
運動 の 実行 。 こ の 時 点 で 原則 は 徹底 的 に 
教え 込ま れ た 。 


2. 短 時 間 で 分 隊 ご と に 進み 、 最 初 は 4 人 一 列 に 並ん で 

2 列 、4 列 、 さ ら に は 一 列 に 並ぶ こと も あり ます 。 時 に は 、 シ ンプ ル な 

方 向 転換 また は 隊列 変更 が 実行 され る 。 分 隊 が 右 に 方 向 転換 する 

また は 左 は 簡単 で 、 実 用 的 に な り ま す 。 ま た 、 実 践 的 に 教え る こと も 重要 で す 。 
縦列 か ら 横 列 へ の 隊列 変更 、 横 列 か ら 横 列 へ の 隊列 変更 な どの 重要 な 動き 
列 、 会 社 列 か ら 行 な ど 。 


3. これ ら の 動作 を 十分 に 訓練 し た ら 、 静 か に 行う よう に 要求 し ます 。 
不 整 地 を 通過 する の は 難し い 問 題 で す が 、 繰 り 返 し 練習 する こと で 
比較 的 容易 だ っ た 。 日 吉 戦 争 で 戦死 し た 兵士 の 大 部 分 は 

こう し た 移動 中 に 、 新 た に 到着 し た 予備 役 兵 が 倒れ た 。 


9 
夜間 の 方 向 の 決定 。 


その 重要 性 - 昼夜 を 間 わ ず 方 向 を 決定 する こと が 重要 で ある こと は 明らか で ある 
明らか で す 。 特 に 夜間 は 道 を 間違え や すく 、 発 見 し に くい で す 。 

間違い を すぐ に 修正 する 。 一 度 方 向 を 間違え る と 、 任 務 の 遂行 は 

事実 上 不可 能 で ある た め 、 い つ で も 方 向 を 素早 く 決 定 す る こと は 

最も 重要 な 事項 。 


方 向 を 決定 する 方 法 - 恒星 に よる : 
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1. 方 向 は 、 多 数 の 恒星 、 特 に 北極 星 の 位置 に よっ て 決定 で きま す 。 し た が っ て 、 晴 れ た 夜 に は 、 こ の 星 に よっ て 
方 向 を 正確 に 決定 で きま す 。 北 極 星 は 、 こ ぐま 座 の 尾 に ある 恒星 で す 。 


それ は 、 お お ぐま 座 の 2 つの 星 を 結ぶ 線 ba の 延長 線上 に あり 、 


北極 星 は 、 こ の 二 つ の 星 の 間 の 距離 の 5 倍 で す 。 大 熊 座 の 反対 側 に ある 小熊 座 の 側面 に は 、 ア ン テ ウ ス * と 
呼ば れる 十字 形 の 星 の 集 まり が あり ます 。 ア ン テ ウ ス は 常に 移動 し て お り 、 中 心 に ある 北極 星 と の 関係 を 保っ てい 
ます 。 そ の た め 、 こ れ ら の 星 を 見 る と 北極星 の 認識 が 容易 に な り 、 北 を 固定 する こと が で きま す 。 


※ カ ッ ト に 描か れ 、 本 文 で も 「 ア ン テ ウ ス 」 と 記さ れ て いる 星座 は 、 よ く 知 られ て いる 「 カ シオ ペア 」 の 星座 で す 。 上 記 の よう に 
十字 形 で は な く 、 不 規則 な 「W」 の 字形 を し て いま す 。- 翻 訳者 


2. 月 に よる 方 法 。 


月 の 位置 で 方 向 を 判断 する の は 難し いで す が 、 月 は 星 が 見 えな い 夜 で も 認識 で きる と いう 利点 が あり ます 。 月 は 月 の 
初日 の 正午 頃 に 子午 線 を 通過 し 、 毎 日 太陽 の 約 50 分 後ろ に 移動 し ます 。 し た が っ て 、 月 の 年 齢 が わか れ ば 、 子 午 線 の 通 
過 の お お よそ の 時 間 は 簡単 に 計算 で きま す 。 お お よそ の 年 齢 は 、 明 る い 部 分 の 形状 か ら 計 算 で きま す 。 


3. マッ プ に よる 方 法 。 
地図 は 、 そ の 輪郭 に よっ て 大 ま か な 方 向 を し ます 。 上 部 が 北 で ある か 、 ま た は 方 向 が 示さ れ て いま す 。 し た が っ て 、 


地図 を 実際 の 地面 に 当て る こと が で きれ ば 方 向 を 簡単 に 決定 で きま す 。 夜 間 に そ の よう な 方 向 を 決め る の は 難し い 
で す が 、 大 ま か な 方 向 は 記憶 か ら 、 ま た は 道路 の 方 向 か ら 決定 で きま す 。 
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山 や 川 な ど 、 コ ン パ ス が あれ は ば 簡単 に 便利 に で きま す 。 
4. コン パス に よる 方 法 。 

針 の 青い 端 は 通常 北 を 示し ます 。 濃 霧 、 吹 細 、 ま た は 
森 の 中 の 暗 痢 で は 、 マ ー ク が 見 え に く い 場 合 は 、 

コン パス の よう に 確実 で す 。 

5. その 他 の 方 法 

木々 の 状態 、 講 い 国 の 家 の 窓 の 位置 、 

地域 の 卓越 風 の 方 向 、 風 よ け 、 風 車 な どの 位置 、 


これ ら す べ て が 方 向 を 決定 する の に 役立ち ます 。 


14. 
方 向 を 決定 する た め の ト レー ニン グ 。 


北極 星 の 見 つけ 方 と その 使い 方 - 北極 星 を 見 つけ る に は 、 
教 記 は まず 各 兵 士 に それ を 指摘 し 、 次 に それ が 
以前 に 説明 し た 星座 。 別 の 時 に 、 彼 は 同じ 人 々 を 連れ 去り ます 
兵舎 か ら 出 て 、 個 々 に 星 の 位 置 を 確か め ま す 。 練 習 す れ ば すぐ に 
見 上 げ て すぐ に 見 つけ る 。 一 度 見 つけ た ら 、 北 を 固定 し 、 他 の 
指示 は 簡単 に 従え ます 。 次 に 、 こ の 星 を ガイ ド と し て 、 兵 士 た ち に 任意 の 方 向 に 動く よう に 命令 し ます 。 
「 南 東 へ 移動 、 北 西 へ 移動 」 な どの コマ ンド で 必要 な 方 向 を 指定 し ます 。 "彼ら は いつ 
これ を 正確 に 行う こと が で きれ ば 、 星 の 使い 方 を 学ん だ こと に な り ま す 。 
コン パス を 見 る 方 法 - コン パス を 調べ る と き は 、 
月 月 か り の 夜 に は 明か り を つけ な けれ ば な ら ず 、 兵 士 一 人 ひと り が その 点 に つい て 訓練 する 必要 が ある 。 


15. 
夜 に 明か り を 作る 方 法 。 


その 重要 性 - いずれ に せよ 、 光 が 目 に 見 えな いこ と が 重要 で ある 。 
敵 を 直接 また は 木 な ど に 反射 し て 攻撃 する 。 し た が っ て 、 次 の 
以下 の 原則 を 遵守 する 必要 が あり ます 。 


(a) 光 が 直接 漏れ な いこ と 。 


(b) いか な る 物体 に よっ て も 反射 され な いこ と 。 
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明か り の 作り 方 - 前 述 の 原則 か ら 、 正 し い 方 法 は 

光 を 作る に は 、 地 面 の 形状 、 様 々 な 

物理 的 な オブ ジェ クト な ど 。 以 下 に 例 を 示し ます 。 

1. 近く に 木 が ある 場合 は 、 体 を 使っ て その 背後 を 照ら す 
それ を 保護 し ます 。 

2. 堤防 家屋 、 石 垣 な ども 同じ よう に 使い ます 。 

3. カバ ー す る 物体 が な い 場合 は 、 次 の 手順 に 従い ます 。 


(a) 二 人 の 男 が 敵 に 育 を 向け て 腕 を 組み 、 
遺体 を シェ ルター と し て 利用 し 、 キ ャ ッ プ を 地面 に 近づけ て 持ち 、 キ ャ ッ プ 内 に 明か り を 作り ます 。 


(b) コー ト の ケー ブ プ 部 分 を 光 の 遮蔽 物 と し て 使い ます 。 


(c ) 一 人 の 男 が 地面 に し ゃ が み 込 み 、 
彼 の 足 、 地 面 、 そ し て 上 半身 。 


(d) パ イプ の 中 の タバ コ に 素早 く < 火 を つけ 、 吹 き 、 
物体 (時 計 、 コ ン パ ス な ど ) - 


個人 トレ ー ニ ング - 上 記 の 基本 的 な 方 法 を 理解 し た 後 、 各 人 は 

マッ チ を 運ぶ た め に 作ら れ 、 ラ イト は 単独 また は グル ー プ で 作成 され 、 そ の 後 検査 され ます 。 
例え ば 、 指 示 を 受け た 兵士 を 必要 な 距離 だ け 前 方 に 進ま せる 。 

A 班 に その 場所 に ライ ト を 作ら せ 、A 班 か ら は 見 えな いよ うに する 。 

光 が 見 える よう に な っ た ら 、 そ れ を 作っ た 人 に や り 直 し て も らい 、 注 意 深く 指導 し て も らい ます 。 

この 方 法 は 常識 的 な も の で ある - この 方 法 は 常識 的 な も の で ある た め 、 
指示 は 必要 あり ませ ん 。 時 々 記憶 力 を テス ト す る だ け で 十分 で す 。 
思慮 深い 兵士 は 、 指 示 が な く て も これ を 適切 に 実行 し ます 。 


16. 
つなが り と つなが り 
夜間 の フ アイ ル 。 
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方 法 - 
1. 音 に よる 方 法 。 
斉 い 夜 に は 、 視 覚 に に る つなが り を 維持 する た め に 光る 媒体 が 必要 で す 。 
し た が っ て 状況 に より 光 の 使用 が 禁じ られ て いる 場合 に は 、 音 に 頼ら な けれ ば な ら ず 、 
事前 に 調整 され た 信号 が 必要 で す 。 例 : 
(a) ライ フル の 銃床 を 叩く と き に 出る 音 。 


( b ) ホ イ ッ ス ル の 使用 。 
( c ) そ の 他 、 状 況 に 応じ た 様々 な 方 法 


この よう な 信号 が 複雑 に な る と 、 そ の 有用 性 は 失わ れ 、 
し た が っ て 、 非 常に シン プル に な り ま す 。 例 : 


(a) 注意 を 促す 信号 。 

(b) 自分 の 位置 を 知ら せる 信号 。 

(c) 敵 や 不審 な も の を 発見 し た と き に 信号 を 送る 。 
(d 前進 、 後 退 、 召 集 等 の 合図 


これ ら の 信号 は 、 の 音色 や 、 打 っ た 打撃 の 数 に よっ て 決ま る 。 

ライ フル の 銃床 に 。 こ の 指導 で は 、 ま ず ア シス タン トイ ンス トラ クタ ー に これ ら の こと を 教え て も ら う 。 
新兵 に 合図 を 送り 、 合 意 され た 合図 を 部 隊 内 で 実行 させ る 

教官 の 監督 の 下 で 新兵 を 訓練 し ます 。 


2. 信号 に よる 接続 方 法 。 
回 転 灯 や 点滅 灯 な ど に よる 大 規模 な 通信 手段 は 非常 に 
重要 で す が 、 こ こ で は よし 簡単 な 方 法 に つい て の み 説 明 し ます 。 


(a) 標 識 灯 
(b) マ ッ チ 。 
(どり ) マ ツチ コピ ド 
(9 ルル アイ ラ シ タ ジ 。 
(e) 白 い 布 。 
日 露 戦争 中 、 特 に 陸軍 は 狼煙 灯 を 問 繁 に 使用 し まし た 。 
ロシア 人 。 提 灯 、 わ ら 、 ま た は 燃え や すい も の を 棒 の 先 に 結び 付け 、 


必要 な 場所 に は 油 が 使わ れ た ( 由 が あれ ば それ も 使わ れ た ) 。 
仕事 の 性 質 上 、 そ れ は 通常 役員 に よっ て 実行 され た 。 
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下士 官 に 任せ る の は 危険 だ 。 


非常 に 単純 な 場合 を 除い て 、 マ ッ チ は 接続 に は 使用 で きま せん 。 た と えば 、 
これ ら は パト ロー ル の 前 進 や 撤退 、 ま た は 非常 に 重要 な 情報 の 伝達 に の み 使用 で きま す 。 
重要 な 単 一 信号 。 
ロー プ マ ッ チ で は 、 例 えば 次 の よう に 比較 的 多く の 信号 を 送信 で きま す 。 
(a) 丸い も の に は ある 意味 が あり ます 。 


(b) 平ら 5 な も の に は 、 あ る 意味 が あり ます 。 
(c) 縦 方 向 の も の に は 意味 が あり ます 。 


さら に 、 さ ま ざ ま な 複雑 な 振動 に より 、 さ ま ざ ま な 信号 を 伝達 する こと が で きま す 。 
この ロー プ マ ッ チ が 見 える 距離 は 実験 に よっ て 決定 され 、 そ れ ぞ れ 
兵士 は 有効 距離 を 教え られ な けれ ば な ら な い 。 


斉 い ラン タン は 、 短 い 距 離 で 点滅 メッ セー ジ を 送る の に 使用 で きま す 。 
透過 率 は 炎 の 強 さ に よっ て 変化 し ます が 、 多 く の 条 件 下 で は 
比較 的 長 距離 。 こ の 伝送 方 法 に 慣れ る と 、 

前 哨 任 務 に 非常 に 便利 で あり 、 さ ら に 
敵 か ら 隠 蔽 され た 。 日 露 戦争 中 、 著 者 は 1 つの アウ ト を 作っ た 。 
野菜 の 空き 缶 で す 。 各 部 隊 に 1 つ ず つ 支 給 さ れ 、 


大 き な 価値 が ある こと が 証明 され まし た 。 

3. ファ イル の 接続 。 

夜間 の ファ イル 接続 の 動き は 昼間 の も の と 似 て いま す が 

時 間 に よ っ て 難易 度 は 大 きく 変わり ます 。 し た が っ て 、 さ ま ざ ま な 条件 で の トレ ー ニ ング は 

条件 は 必要 で す 。 地 形 、 道 路 の 状態 、 時 間 帯 な どの 条件 に よっ て 

大 き な 影 響 力 が あり ます 。 こ の 作業 は 、 次 の 指示 に 従っ て 正確 に 実行 する 必要 が あり ます 。 
( a 縦 方 向 、 停 止 時 お よび 移動 体 の 連結 時 。 
(b) 同 様 の 条件 下 で の 水平 方 向 。 

4. メ ッ セ ンジ ャ ー。 


夜間 の 使者 の 任務 を 適切 に 遂行 する こと は 非常 に 困難 で ある 。 
夜間 、 方 向 を 見 失っ た り 、 道 を 間違え た り 精神 的 な 

メッ セン ジャ ー に 対す る 疑い と 恐怖 の 状態 で は 、 彼 ら の 動き が 
停止 し た り 、 目 的 が 達成 され な か っ た りす る 。 電 話 の 使用 の 進歩 は 、 
電信 や その 他 の 伝達 手段 の 発達 に より 、 伝 達者 の 訓練 は 


5. 使者 が 前 進 する 方 法 。 
(a) 脇 道 。 


(b) 物体 か ら 物 体 へ と 突進 する 。 


(c) 目 立つ 延長 し た 物体 川 、 山 、 
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森林 な ど ) 。 
(d) 特定 の 固定 され た 方 向 (コン パス な ど に よっ て ) 
( e) 標 識 、 灯 火 等 に より 、 


道路 を 利用 する 方 法 は 、 道 路 が 目立ち 、 人 危険 が な い 場 合 は 、 非 常に 安全 で す 。 

道 に 迷う 。 中 国 の よう な 村 と 村 を 結ぶ 道 は 、 と て も 

不 確 実 で 迷い や すい 道路 で し た 。 道 路 を 旅行 する と き は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
予防 措置 が 重要 で す : 

1. 道 の 分 岐 点 に お ける 注意 と 識別 。 

2. 重要 な 場所 に ある マー ク や 標識 。 

3. 道路 上 また は 道路 脇 に ある 物体 に 注意 し て くだ さい 。 

4. その 他 の 異常 な 関係 。 


5. 道路 の 方 向 の 緩やか な 変化 と 分 岐 点 の 関係 


道 。 
6. 道路 が 村 に 入る 、 ま た は 村 か ら 出 る 方 法 。 
例え ば 、B か ら A に 伝令 を 送る 場合 彼 が 通る 道 に つい て 指示 を 与え る 。 
次 の よう に 進む と 、「B か ら A に 向かっ て 進み 、 道 の 3 つの 分 岐 点 の 近く の 
傘 の 形 を し た 松の木 が 見 えた ら 右 の 道 を 進み ます 。 橋 を 渡る と 、 
水車 の 音 が 聞こ え 、 こ の 道 を 進む と 左手 に 村 が 見 えて きま す 。 
火 の 見 栓 か ら 見 る こと が で きま す 。A は 徒歩 5 分 ほど で す 。 

「 そ の 先 な ど 」( ス ケッ チ p.50 を 参照 ) 。 


物体 か ら 物体 へ と 突進 し て 進む 方 法 は 、 
冬 の 満州 の 田んぼ 、 そ し て 道 の な い 路 切 地帯 。 
この よう な 状況 に より 、 私 た ち は 上 記 の 方 法 を 採用 せ ざ る を 得 ませ ん で し た 。 


7. 上 記 の 方 法 に 関す る 注意 事項 : 
( ア / 物 体 ( 森 な ど ) に 入っ た 後 は 、 出 る と き に 方 向 を 間違え な いよ うに する 。 
(b) 物体 の 側面 を 辻 回 で きる 場合 は 、 物 体 を 通り 抜け る より も その 方 が 望ま し い 。 


(c) 村 や 森 の 内 部 は 重要 で す が 、 そ こ に 入ら な い 方 が よい で し ょ う 。 
た だ し 、 明 ら か に 有利 な 場合 を 除く 。 村 内 の 道路 は 
複雑 で 、 方 向 を 見 失い や すい こと が よく あり ます 。 
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地図 が な い 場 合 は 、 村 の 名 前 を 順番 に 覚え て お く と 、 

村 の 住民 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 容易 に する 。 

知ら な い 国 で も 、 次 の 村 ま で 適切 な 道 を 通っ て 行く こと が で きま す 。 
現地 の 人 た ち は 、 そ の 日 の 行軍 の 目的 地 ま で の 道 を 教え て くれ ませ ん で し た 。 
ネイ ティ ブ の 人 が いな か っ た り 、 コ ミュ ニケ ーション が 取れ な か っ た りす る と 、 
この よう な 場合 、 昼 間 に 記録 し た 物体 や マー ク に 頼ら 5 な けれ ば な ら な い 。 
し か し 、 そ れ は せい ぜ い 非 常に 難し い 問 題 で す 。 

8. 目立つ 延長 され た 物体 () 川 、 森 な ど ) に 沿っ て 移動 する 方 法 。 
例え ば A か ら B に 行く と き 、 道 が 不明 瞭 で 使え な い 場 合 は 、 

AB 方 向 に 流れ る 流れ に 沿っ て 。 重 要 な 場合 に は 、 メ ッ セ ンジ ャ ー は 

道 を 確認 する た め に 小川 まで 降り て くだ さい 。 (スケ ッ チ 52 ペ ー ジ を 参照 ) 。 

この 方 法 、 あ る い は 山脈 、 田 ん ぼ 、 渓 谷 な どの 方 向 に よっ て 、 

全体 的 な 方 向 性 は 維持 で きる が 、 大 き な 障 害 に 遭遇 する こと が 多く 、 

決意 と 大 胆 さ だ けが 勝利 を も た ら す で し ょ よう 。 

9. メッ セン ジャ ー の 前 方 と 後方 の 視線 、 そ し て 記憶 。 

使者 は 道路 に 関し て 常に 以下 の こと に 注意 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 

横断 し た 、 ま た は 途中 で 通過 し た 物理 的 な 物体 : 


(a) 通 り 過ぎ る 物体 や その 他 の も の を 振り 返る 
これ ら は すべ て 記憶 に 残る 目 EJ と し て 役立ち ます 。 


(b) 重 要 な ポイ ント に ある 物理 的 な 物体 を 記憶 する (そう すれ ば 、 
到着 時 に それ ら の 点 を 認識 で きる よう に な り ま す 。 


(c ) 昼 間 に 夜 の こと を 考え 、 マ ー ク を 記憶 し 、 同 時 に 
夜 に 影 が どの よう に 見 える か を 判断 し ます 。( 投 影 は 
夜間 は 後方 の 物体 に 隙 れ て 木々 が 見 えな く な り ま す 。 
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(d ) 次 の よう な 特別 な 認識 マー ク を 設置 する 。 
1. 木 の 枝 に 白い 布 、 白 い 紙 な ど 。 
2. 特別 な 誘導 樹木 。 


3. 紙 、 白 い 粉 、 ま た は 他 の 簡単 に 認識 で きる 物質 を 散ら す 


道路 。 

すべ て の 接続 ファ イル に 関す る 注意 事項 。 
(a) 乗り 継ぎ の た め に ダブ ル タ イ ム を 避け て くだ さい 。 騒 音 だ け で な く 、 
転倒 する 危険 も あり ます 。 


(b 通 報 時 お よび 接続 時 に 必要 な 音量 
朋 9 は その 時 の 状況 に 応じ て 変化 し ます 。 


(c ) 道 の 分 岐 点 に 到着 し た 列 の 連結 列 は 、 
後方 の 縦隊 と の 連絡 が 途絶 えた り 、 前 方 の 分 遺 隊 を 見 失っ た りす る 。 
その よう な 場合 に は 、 紙 や 白い 粉 が 撤 き 散ら され る ( 
夜 の 行進 。 


(d) 接 続 フ ァイル の 位置 は 、 接 続 相手 が 自分 の ファ イル を 見 る こと が で きる よう な 位置 で ある べき で ある 。 
軍隊 に 加わ り 、 彼 ら に 見 られ る よう に する 。 


(e) メ ッ セ ー ジ の 伝達 は 迅速 か つ 確 実に 行わ れ な けれ ば な ら な い 。 


10. リレー 方 式 。 
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(a 距 離 リレー - 書面 お よび 口頭 に よる メッ セー ジ 。 
(b) シ ョ ー ト リレー 書面 お よび 口頭 に よる メッ セー ジ 。 


リレー 方 式 は 戦時 中 に 頻繁 に 行わ れる た め 、 

すべ て の 兵士 が この 仕事 に つい て 十分 な 訓練 を 受け る こと 。 長 距離 リレー の 訓練 で は 、 
ego ら 始 め て 、 徐 々 に 難し い 方 法 に 取り 組む こと が 非常 に 重要 で す 

ジ ド !To 

例え ば 、 兵 士 を 上 記 の よう に 配置 し ます AA の イン スト ラク ター の 位置 か ら 、 

イン スト ラク ター の 近く に いる No.1 に 口頭 で 指示 や メッ セー ジ を 伝え 、 

2 番 、3 番 、… に 伝達 され る メッ セー ジ は 最後 の ポス ト に 送ら れ 、 そ の ポス ト は それ を 

イン スト ラク ター の 指示 に 従っ て くだ さい 。 こ の 訓練 は 他 の 訓練 中 や 行進 中 に 実行 で きま す 。 


ショ ー ト リレー で も 、 上 記 の よう に トレ ー ニ ング を 始め る と 効果 的 で す 。 
必要 に 応じ て 、 メ ッ セ ー ジ は 兵士 か ら 兵 士 へ と 低い 声 で 伝え られ る 。 
訓練 は 夜間 演習 中 また は 行進 中 に 実施 され る こと が あり ます 。 


17. 
夜間 射撃 。 


夜間 射撃 は 不 必要 に 行わ な か いよ うに し な けれ ば な ら な い が 、 
正確 に 、 危 険 な く 実 行 で きる 場合 は 許可 され る 。 分 隊 に よる 夜間 射撃 
命令 に よる 一 斉 射 撃 が 最も 効果 的 で ある が 、 
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個別 射撃 も 行わ むれ て は な ら な い 。 な ぜ な ら 、 そ の よう な 射撃 は 至近 距離 か ら 行わ れ な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 
男 囲 。 


射撃 時 の 個人 に 対す る 注意 事項 。 
1. 夜間 は 冷静 さ を 保ち 、 リ ー ダ ー の 指示 に 従っ て くだ さい 。 


2. 夜間 の 射撃 は 通常 高 す ずる の で 、 砲 の 上 部 を 傾け な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
体 を 後ろ に 倒す か 、 ラ イフ ル の 銃口 を 水平 より 上 に 上 げ ま す 。 


3. 夜間 射撃 で は 、 指 で 一 押し し て 引き 金 を 離す の が 良い 。 
通常 の 方 法 の 代わ り に 。 


4. 射撃 後 は 決し て 興奮 せ ず 、 冷 静 さ を 保っ て くだ さい 。 
5. 発射 が 止ま っ た ら 必ず セー フ テ ィ を 回 し て くだ さい 。 


18. 
夜間 射撃 訓練 。 


水平 射撃 と 姿勢 。- ひ ざま ずい た 姿勢 は 水平 射撃 に 最も 適し て いま す 。 

射撃 狙い を 定め る と き は 、 右 か か と か ら 砂 部 を 上 げ て 、 ラ イフ ル を 構え ます 。 
立っ た 姿勢 。 こ の 照準 方 法 は あら ゆる 地形 に 適し て お り 、 

シン グル ラン ク だ け で な く ダ ブル ラン ク で も 行わ れ ま す 。 


トレ ー ニ ング の 方 法 と 順 皮 - この トレ ー ニ ング は 次 の よう に 実行 で きま す 。 
(a) 各 兵 士 に ライ フル を 水平 に 持つ よう に 訓練 する 。 


(b) その よう な 訓練 を すれ ば 、 彼 は すぐ に 自然 に それ を 保持 で きる よう に な る で し ょ う 。 


1. 形成 。 
以下 の 点 が 重要 で す 。 
(a) 兵士 は 他 の 兵士 に 干渉 し て は な ら な い 。 


(b ) 職 員 に よる 監督 に 便利 で ある こと 。 


1 つの ペー ス 間 隔 に 沿っ て 、 こ れ ら の 要件 の 両方 を 満た し ます 。 こ の ドリ ル は 、 
筋肉 は 無意識 に 働く の で 、 昼 間 は トレ ー ニ ング に 最も 適し て いる 。 
お よび 監督 。 


2. 研修 の 機会 。 
この トレ ー ニ ング に は 観察 や 


レー シー 
HH o 


3. 方 法 
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各 兵士 は 目 を 閉じ て 、 ラ イフ ル を 水平 に 構え ます 。 

彼 に 説明 され た 。 ラ イフ ル を 類 に 当て た 後 、 兵 士 は 

目 を 開け て 調べ ます 。 次 に 、 こ の 動き を 分 隊 の 指揮 で 実行 し ます 。 

指 差し や 狙い を 定め る 訓練 と 同じ よう に 。 こ の 動き が 十分 に 理解 で きた ら 、 
男性 に 目 を 閉じ させ 、 そ の 状態 で 標的 を 立て て 運ば せる 。 

それ に 対し て 水平 射撃 を し ます 。 


19. 
夜間 の 銃剣 訓練 。 


この よう な 訓練 の 重要 性 - 夜戦 は 銃剣 を 使っ た 白兵戦 で ある 
人 智 は 夜 朋 を 成功 させ る 唯一 の 手段 で ある 。 
この よう な 戦闘 に よく 訓練 され て いれ ば 、 自 信 が つき 、 勇 気 が 増し 、 敵 を 追い 払う こと が で きる 。 


恐れ 。 
夜間 の 銃剣 使用 に 関す る 注意 事項 。 


1. 夜間 は 、 過 度 の 警戒 の た め 、 
敵 が 近く に いる と 、 敵 を 倒す 決意 で 突撃 する 
銃剣 を 使わ ず 、 体 だ け で 戦う 。 


2. 兵士 た ち に 、 ま ず 敵 を 倒す に は 、 
自分 の 人 生 に つい て の 考え を すべ て 捨て 去る 。 


3. 攻撃 や 突撃 の 際 に は 、 つ まず いて 転倒 し な いよ うに する こと が 重要 で す 。 
これ を 避け る に は 、 足 を 地面 に 置く 際 に 注意 する 必要 が あり ます 。 


4. 服 装 、 ダ ミー ガン 等 の 取り 扱い に は 十分 注意 し て くだ さい 。 

5. この 動き を 実行 する に は 正確 で 堅固 な 姿勢 が 必要 で ある 。 

定め られ た 方 法 

6. トレ ー ニ ング 中 は 、 以 下 の 点 に 留意 し て くだ さい 。 
(a) 落ち 着い て 、 許 可 な く 音 を 立て な いで くだ さい 。 


(b) 高 い 士気 と 溢れ る 魂 が 必要 で ある 。 
(CO 積極 的 な 精神 を 養う 。 
XX. 
夜間 銃剣 術 の 訓練 。 
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訓練 の 範囲 - 銃剣 フェ ン シ ン グ の 夜間 訓練 で は 、 フ ェ ン シン グマ ニュ アル に 記載 され て いる すべ て の 動作 を 実行 する 
必要 は あり ませ ん 。 夜 間 は 、 最 初 の 突撃 で 敵 を 激しく 激しく 攻撃 し て 倒す こと が 重要 で あり 、 熟 練 し た 器用 さ は それ ほ 
ど 必 要 で は な いた めで す 。 し た が っ て 、 次 の 訓練 で 十分 で す 。 


(a) 一 時 的 な 目標 に 対す る 直接 的 な 突撃 。 
(b 温 礎 訓練 。 


これ ら 2 つの こと が 十分 に 教え られ れ ば 、 夜 間 の 銃剣 攻撃 の 要件 を 満た すこ と が で きま す 。 


トレ ー ニ ング 方 法 。 
1. ダ ミー フィ ギュ ア に 対し て 。 


各 兵 士 は 、 ロ シア で 使用 され て いる 仮想 敵 、 ま た は 教官 が 持つ 白い 布 や 人 形 に 向かっ て 突撃 させ られ ます 。 最 初 は 人 
形 は 固定 され た 位置 に いま す が 、 後 に 兵士 は ター ゲッ ト を 探し て 突撃 し 、 そ の 位置 を 事前 に 知り ませ ん 訓練 が 進む 

に つれ て 、 白 い 布 、 ダ ミー 人 形 、 タ ー ゲ ッ ト な ど で 不 意 打 ちの ター ゲッ ト を 作り 、 適 切な タイ ミン グ で 兵士 の 前 に 突然 現 
れる よう に し ます 。 


2. 基礎 トレ ー ニ ング 。 

この 訓練 で は 、 教 官 (下士 官 ま た は 一 等 兵 ) は 防具 を 着用 し 、 必 要 に 応じ て 顔面 防具 も 着用 し ます 。 指 導 を 受け る 
兵士 は 、 フ ェ ン シン グ グロ ー ブ の み 、 ま た は 規定 の 衣服 を 着用 し ます 。 教 官 が 名 前 を 呼ぶ と 、 兵 士 は 交代 し な が ら 数 回 
突撃 し ます 。 こ の と き 、 兵 士 は 教官 の 銃剣 を 恐 れ な いよ うに 教え な けれ ば な り ま せん が 、 教 官 に 非常 に 近づく よう に 

し な けれ ば な り ま せん 。 演 習 を で きる だ け 現 実 的 に 行う よう に し て くだ さい 。 月 月 か り の 夜 に は 、 こ の 演習 は 昼間 

の 演習 に 従い ます が 、 光 を 最大 限 に 活用 する 最善 の 方 法 を 研究 する こと が で きま す 。 


21. 
夜間 時 協 掘 り 。 


重要 性 - 攻勢 に せよ 守備 に せよ 、 昼 夜 を 問わ ず 要 塞 を 築く こと は 極め て 重要 な こと で ある .。 昼 間 は 戦闘 の 圧力 で 阻ま れ 
て も 、 夜 は 琶 協 を 築く 機会 と な る 。 し た が っ て 、 実 際 の 戦争 で は 多く の 場合 、 敵 の 前 で 斬 寺 を 築く の は 夜間 で ある 。 こ の た 
め 、 夜 間 の 斬 協 築き の 訓練 は 極め て 重要 で ある 。 こ の よう な 作業 は 月 月 か り の 夜 に は 比較 的 容易 で ある が 、 暗 い 夜 に は 
非常 に 困難 な こと で ある 。 


夜間 斬 震 掘り と 訓練 の 重要 な ポイ ント 。 
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1. 各自 が 自分 の 区 画 を 定め 、 足 元 か ら 掘り 始め ます 。 
2. 個々 の 発掘 調査 を 繋ぐ よう 配慮 し ます 。 
3. 溝 が 狭く な りや すい の で 、 こ の 点 に は 注意 が 必要 で す 。 


4. 掘り 出し た 土砂 を 遠く に 授 げ すぎ た り 、 近 くに 投げ すぎ た り し な いよ うに 注意 する 。 
彼 が 土 を 投げ る 様子 を 観察 し 、 そ れ に 応じ て 力 を 入れ ます 。 


5. シャ ベル や スコ ッ プ を 使う 場合 、 土 が 落ち る と 大 き な 騒音 が 発生 し ます 。 
不 必要 な 高 さ か ら シ ャ ベル を 持ち 上 げ る と 、 
地面 の 近く 。 


6. 各 人 の セク ショ ン は 、 自 分 の 体 に バ ぶつ か ら な いよ うに 十分 な 大 き さ で な けれ ば な ら な い 。 
隣人 の 道具 。 


7. 敵 の 探照灯 に 発見 され た 場合 は 、 混 乱 せ ず に た だ 伏せ て くだ さい 。 


8. 敵 に 攻撃 され た ら 、 道 具 を 捨て ず に 、 元 の 場所 に 戻す か 、 
ライ フル が 置か れ て いた 場所 、 ま た は 他 の 固定 され た 位置 。 


9. ピッ ク も 広い 間口 を 必要 と する た め 、 必 要 が な い 限 り 使用 し な いで くだ さい 。 


10. 汚れ を 落と す た め に 道具 を こす り 合 わせ な いで くだ さい 。 木 片 や 
靴 の つま 先 。 


11. 救済 措置 に 関す る 注意 事項 : 


(a) 表 援 時 に は 、 王 掘り 道具 は 救援 者 に 引き 渡さ れる 。 
何 も 話さ な い 。 


(b) 作 業 員 の 間 に 空 き ス ペー ス が 残ら な いよ うに 注意 する 。 


(c ) 束 援 要員 が 到着 し た 場合 を 除き 、 作 業 場所 を 離れ て は な ら な い 。 
各自 が ライ フル を 携行 し ます 。 


(d ) や む を 得 な い 場 合 は 、 道 具 を 地面 に 突き 出し た まま に し て お く 。 
簡単 に 上 見 つけ る こと が で きま す 。 


紛失 を 防ぐ た め に 、 持 ち 手 に 布 を 結び 付け る と 良い で し ょ う 。 


人 . 
夜間 革 塚 掘り の 訓練 。 


方 法 : こ の 訓練 を 実施 する に は 、 暗 い 夜 に 部 隊 を 訓練 場 ま で 行進 させ る 。 

まず 、 男 性 た ち に 個別 に 掘っ て も らい 、 そ れ が 通常 の も の と どう 違う の か を 説明 し て も らい ます 。 
昼間 の 仕事 。 次 に 2 人 以上 の 男性 を 横 に 並べ 、 そ れ ぞ れ の 

セク ター ご と に 、 そ れ ぞ れ が 定め られ た 役割 を 遂行 する 。 可 能 で あれ ば 、 
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男 作 に と っ て 、 夜 勤 の 成果 を 昼間 に 見 る こと は 有利 だ と 思わ れ た 。 
また 、 音 の 違い に よっ て 生じ る 音 の 違い も 教え な けれ ば な り ま せん 。 
土地 の 特性 と 使用 され る 道具 。 


注意 事項 : に この トレ ー ニ ング で は 、 特 に 以下 の 点 に 注意 し て くだ さ 
1. 夜間 は 、 兵 士 に 作業 を 傍観 さす せな いで くだ さ 


2. 一 度 に 少 人 数 の 部 隊 だ け を 派遣 する 。 少 人 数 の 部 隊 で は 、 適 切 に 任務 を 監督 する こと が 不可 能 だ か ら で あ る 。 
多数 。 


3. 自分 の 仕事 に 加え て 、 他 の 人 の 作業 音 に も 耳 を 傾け る よう に し 、 
距離 、 作 業 員 の 数 な ど に 関す る 判断 力 を 養う 。 


4. 夜間 だ け の 仕事 に 限定 し な い 。 男 性 に 、 
雨天 や 雪 天 な ど 作 業 が 困難 な 場合 。 


5. この 作業 を で きる だ け 頻 繁 に 実行 し て 、 慣 れ さ せま す 。 
土 衰 を 使用 する 方 法 。( 分 離 軒 壊 工 事 を 参照 。 


AI. 
認識 方 法 
夜 の 友軍 。 


重要 性 : 夜 間 に は 自軍 を 攻撃 し 戦闘 する 危険 が あり ます 。 
し た が っ て 、 自 軍 の 迅速 な 認識 が 最も 重要 で す 。 そ の 認識 が 
遅れ る と 主導 権 を 失う 大 き な 危 険 が ある で し ょ う 。 


誰 認識 の 方 法 。 
1. スピ ー チ 。 
(3) 日 常 的 に 使わ れる 言葉 と は 異な る 。 


(b) 副 署 する 。 

2. 制服 。 
(8) 日 常 的 に 使わ れる も の と は 異な り ます 。 
(b) 特 別 な 識別 マー ク 


日 常 的 に 使う 言葉 や 服装 だ け で は 、 戦 時 に は 頼り し に な り ま せん 。 
日 露 戦 争 の 際 、 ロ シア 人 は よく 我々 の 軍服 や 中 国 服 を 着 て いま し た 。 


そし て 私 た ちの スピ ー チ を 使い まし た 。 
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会 話 の 不利 - 夜 に は 、 最 初 に 話す 人 が 不利 に な り ま す 。 剣 と 槍 で 戦っ て いた 昔 の 時 代 で は 、 非 常に 近づか な い 限 り 、 会 話 に 特 
に 危険 は あり ませ ん で し た 。 し か し 、 今 日 で は 、 敵 だ と 思わ れる 人 は 、 す ぐに 銃 で 殺さ れ ま す 。 


適切 な 認識 方 法 - 言 語 や 制服 が 異な る 場合 、 上 記 の よう に 、 そ れ は 素早 い 認識 に 適し た 方 法 で す が 、 主 導 権 を 握る 

こと が 最も 重要 で す 。 英 が 主導 権 を 握る の を 防ぐ た め に 、 ラ イフ ル の スト ッ ク を 叩く 、 笛 で 合図 する な どの 方 法 を 使用 

で きま す 。 こ れ ら の 方 法 は どの 国 で も 適用 で きま す 。 し か し 、 非 常に 暗い 夜 、 特 に 混乱 し た 銃剣 戦闘 で は 、 こ れ ら の 方 法 は 十 
分 で は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 兵 士 は すぐ に 識別 で きる 特別 な 識別 マー ク を 着用 する 必要 が あり ます 。 こ の 場合 、 識 
別 マ ー ク は 前 面 全体 に 治っ て 認識 で きる 必要 が あり 、 可 能 で あれ ば 敵 に 見 えな いよ うに 着用 する 必要 が あり ます 。 


XXIV. 
夜間 の 解体 作業 。 


訓練 - 攻 撃 の 陣地 を 占領 し た ら 、 敵 の 位置 を 偵察 し な けれ ば な り ま せん 。 英 の 前 方 に ある 障害 物 の 存在 と その 位 置 と 性 
質 を 確か め た 後 、 突 撃 の 前 に それ ら を 破壊 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 作業 に は 工兵 部 隊 が 最も 適し て いま す が 、 歩 兵 も 
自ら の 道 を 切り 開く こと が で き な け れ ば な り ま せん 。 こ の 破壊 は 、 特 に 爆発 物 を 装備 し て いな い 独 立 し た 歩兵 の 場合 、 
非常 に 困難 な 作業 で す 。 し た が っ て 、 平 時 の 徹底 的 な 訓練 が 最も 必要 で す 。 


解体 工事 に 必要 な 物 。 
(a) 死 を 恐れ な い 勇 敢 な 男 た ち 。 


(b) 機敏 で 賢い 男 た ち 。 
(c) クー ル な 男性 。 


た と え こ の よう な 特徴 を 持っ て いて も 、 好 機 を 逃 せ ば 成功 は 不 確 実 で ある 。 好 機 を うか が う の が 将校 の 務め で ある 。 


破壊 作業 の 重要 な 原則 - も ちろ ん 、 破 壊す る 地点 は 戦術 的 要件 に 適合 する 必要 が あり 、 破 壊さ れ た 後 、 軍 隊 が 即座 に 進入 で 
きる 場所 で な けれ ば な り ま せん 。 破 壊す る 空間 は 、4 人 の 縦隊 が 通過 で きる ほど 広く な けれ ば な り ま せん 。 こ の 破壊 に は 十 
分 な 準備 が 必要 で あり 、 そ の 実行 は 迅速 で な けれ ば な り ま せん .。 障 害 物 に は 、 可 能 な 限り 敵 に 知ら れず に 近づく 必要 が あり 
ます 。 こ れ が 不可 能 な 場合 は 、 敵 の 監視 下 で 破壊 する 必要 が あり ます 。 
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友軍 の 保護 。 ど こ か で 成功 の 見 込み が 立つ よう に 、 破 壊す る 場所 を いく つか 選択 する 必要 が あり ます 。 


訓練 方 法 - こ の 作業 は 工学 的 な 作業 で あり 、 作 業 員 は まず 昼間 に 訓練 を 受け る 必要 が あり ます 。 作 業 員 が 作業 の 要件 
を 完全 に 理解 し た 後 、 作 業 は 夜間 に 行わ れ ま す 。 も ちろ ん 、 全 員 が この 訓練 を 受け る こと が 望ま し いで す が 、 そ の 難し さ 
を 考え る と 、 選 ば れ た 人 数 だ け を 訓練 する だ け で 十分 で ある こと が わか り ま す 。 


XXV. 
使用 方 法 
夜 の 手 机 弾 。 


手 税 弾 は 日 露 戦争 で 実際 に 使用 され た こと に より 、 こ れ ま で 以上 に 重要 に な っ て き て お しり 、 将 来 の 戦争 で は 、 そ の 使用 
は ます ます 一 般 的 に な る だ ろう 。 

手 欄 弾 の 使用 に 高度 な 訓練 が 必要 と な る ケー ス は 少な い が 、 適 切 に 使用 し な けれ ば 成功 は 不可 能 で あり 、 敵 を 息 か 
せる だ け と な る 。 し た が っ て 、 各 兵士 は 手 簡 半 の 使用 に つい て 訓練 を 受け 、 少 な く と も 路 踏 せ ず に 手 衝 弾 を 携帯 で きる 
ほど の 勇気 を 身 に 付け る 。 手 机 弾 は 危険 で ある た め 、 兵 士 は まず 昼間 に 手 槽 弾 に 慣れ 、 そ の 後 、 夜 間 に ラ ンタ ン や 

ライ ト で 作っ た 標的 に 手 弾 を 投げ る 。 手 樽 弾 が 少数 し か な い 場 合 は 、 同 じ 重 さ の 小さ な 包み を 作り 、 こ れ に 同じ 
重 さ の 投げ 縄 を 取り 付け て 、 手 枢 弾 を 投げ る の に 必要 な 労力 を 確か め る 。 兵 士 は この よう に し て 、 さ ま ざ ま な 距離 に 必 
要 な 労力 の 量 を 学ぶ 。 手 箇 弾 を 投げ る こと は 突撃 の 前 兆 で ある 。 手 箇 弾 の 衝撃 か ら 突 撃 が 長 す ずる と 成功 

は 極め て 不 確 実 で ある 。 手 檜 弾 を 投げ た 後 す ぐに 敵 の 陣地 を 突破 し な けれ ば な ら な い 。 


XXVI. 
ナイ ト セ ンチ ネル ズ 。 


訓練 - 歩 哨 は 昼間 だ け で な く 夜 間 に も 訓練 され ます 。 夜 間 は 、 そ の 間 に 発生 する 可能 性 の ある あら ゆる 状況 下 で 移動 
で き な け れ ば な り ま せん 。 こ の 訓練 は 、 兵 士 が 音 と 視覚 の 関係 、 方 向 の 決定 静か な 夜間 行進 な どの 重要 な 点 を 明確 に 
理解 し た 後に の み 開 始 する 必要 が あり ます 。 


夜 と 歩 哨 の 位置 。 (視覚 と 聴覚 の 章 を 参照 ) 。 
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上 記 の 特徴 を 持っ て いて も 、 
良い 機会 で あっ て も 、 成 功 は 不 確 実 で ある 。 良 い 機会 を 見 守る の は 役員 の 義務 で ある 。 
機会 。 
1. 広い 視野 を 持つ ポジ ショ ン 。 
2. 視界 を 菊 る も の が な い 位 置 。 
3. 聴覚 が 妨げ られ な い 位 置 。 
4. 敵 か ら は 見 えな い が 、 こ ちら 側 か ら は 見 え や すい 位置 。 例 : 
(a) 前 方 に 空き 地 を 確保 する 。 


(b) 風 の 強い 場所 や 水車 な ど が ある 場所 を 避け る 。 
(c) 夜間 、 月 月 か り を 背 に 木 の 陰 に いる こと 。 


( d ) ス カイ ライ ン が 見 える 位置 は 、 
暗い 夜 。 


(e) 遠 く か ら で も 見 える 位置 は 、 
不利 で す 。 


(⑪ 原 住民 に と っ て 不利 で ある こと が 分 か っ て いる 立場 。 
(g) 常に 固定 され た 位置 に いる こと は 不利 で ある 。 


(h) 蔽 の 突然 の 攻撃 を 妨げ る 地形 は 
有利 。 


満州 の 沙 河 治 いで は 、 定 位置 に 歩 哨 が 頻 繁 に 配置 され て いた 。 
敵 に 驚か され 、 そ の よう な 驚き が 引き 起こ され た 例 は 数 多く あっ た 。 
原 住民 が 歩 哨 の 位置 を 知っ て いた と いう 事実 。 


A の 昼間 の 位置 に いる と き は 、 只 兵 は 敵 の 方 向 を よく 見 通す こと が で きま す が 、 
夜間 に は 、 そ の よう な 位置 は 敵 に 簡単 に 見 える た め 、 歩 哨 の 配置 は 

を B に 変更 する と 、A に 出現 し た 敵 を 簡単 に 

発見 され た 。 歩 哨 の 位置 は 、 

周辺 で は 、 歩 哨 自 身 が 、 以 前 に 従っ て 自分 の 持ち 場 を 改善 すべ き で ある 

言及 され た 要件 。 

ライ フル を 手 に 不 注意 に 立つ こと は 、 当 然 危 険 を 招く 。 こ の 注意 は 

特に 前 哨 基 地 の 哨 捧 な どの 任務 に 就 い て いる 男性 に と っ て 、 こ れ は 最初 の 
停止 中 の 軍隊 の 防衛 線 。 
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夜間 歩 只 と 姿勢 - 歩 只 の 姿勢 は 指示 書 に 定め られ ます 。 
姿勢 を 固定 する 際 に は 、 地 面 と 物体 の 関係 を 考慮 する 必要 が ある 。 
夜間 は 特に 以下 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


(a) 姿 勢 は 後方 に ある 物体 より も 低く な けれ ば な り ま せん 。 
(b) スカ イラ イン 上 に 見 えて し まう 姿勢 は 避け て くだ さい 。 
( c ) そ の 他 の 点 は 昼間 と 同様 で ある 。 
夜間 偵察 と 偵察 - 夜 間 偵 察 の 原則 は 
以下 の 点 に つい て : 
(a) で きる だ け 体 を 低く 保ち 、 物 体 に 治っ て 進み ます 。 
息 を 止め れ ば 、 ど ん な 音 も 聞こ える よう に な り ま す 。 


(b) 空 の 線上 に ある 物体 を 見 る よう に し て くだ さい 。 


(c 物理 的 な 物体 ( 木 な ど ) と 
月 : 影 に 隠れ た 敵 が いな いか どう か 注意 し て くだ さい 。 


(d) 聞 こえ た 音 か ら 状況 を 判断 し ます 。 
(e) 不 必要 に 動か な いで くだ さい 。 


夜 の 歩 只 の 挑戦 。- 夜 間 の 準備 は 次 の 通り で な けれ ば な ら な い 。 
英 の 動き を 把握 し 、 信 号 や 合図 な ど を 不 必要 に 使用 し な い 。 
まず 敵 に つい て 知っ て お く こ と が 重要 で す 。 こ の 時 点 で 、 
セン チ ネ ル の 姿勢 は 以下 の 要件 に 従い ます 。 


(a) 射 撃 で きる 場合 は 射撃 の 準備 を する 。 敵 か ら 射 撃 を 受け た 場合 は 、 
打 た れ な い 姿 勢 、 つ まり 横 に な る 姿勢 。 


(b 箇 剣 を 使う 以外 に 方 法 が な い 場 合 に は 、 敵 を 倒す よう 努め る 
一 撃 で 驚か な いよ うに 注意 が 必要 で す 。 


つま り 素早 く 挑戦 し 、 敵 に 主導 権 を 握ら せな いこ と で す 。 


夜間 の 哨 兵 と 射撃 。 哨 兵 は 夜間 で あっ て も 射撃 に は 注意 し な けれ ば な ら な い 。 
昼間 は 特に そう で す 。 夜 間 は な お さら で す 。 こ の よう な 発砲 は 以下 の 条件 を 満た さ な け れ ば な り ま せん 。 
条件 : 


(a) 危険 が 迫っ て お り 、 報 告 を 持っ て 戻る 時 間 が な いと き 。 
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(b) 歩 只 自 身 の 安全 の た め に 必要 な 場合 
(c ) 英 の 哨戒 隊 等 を 攻撃 する こと が 確実 し な っ た と き は いつ で も 


(d ) 英 の 帰 避 パ トロ ー ル 隊 が すでに 歩 哨 の 位置 を 知っ て お り 、 
後者 は 効果 的 に 発射 する こと が で きま す 。 


夜間 に 歩 只 が 不 必要 に 発砲 すべ き で な い 理由 は すでに 説明 し た 。 

実際 の 戦争 で の 経験 か ら 、 歩 只 が 自分 の 位置 で 沈黙 し て いる と 、 

ポス ト に 着く と 、 彼 は 徐々 に 興 募 し 、 巡 怖 と 幻想 が 彼 の 心 を 満た し ます 。 木 々 は 
敵 が 現れ 、 当 然 な が ら す ぐに 発砲 が 始ま り ます 。 


日 赴 戦 争 中 、 敵 と 接触 する と 、 後 者 は 問 繁 に 
我々 の 哨 兵 を 次 の よう に 攻撃 し た 。 


例え ば 、 夕 暮れ 時 の 敵 の 哨戒 隊 の 一 部 は 、 
方 向 B。 夜 に な っ て も 彼ら は 去ら ず 、 徐 々 に 近づい て きた 。 
言 間 の 中 、 彼 ら は 私 た ちの 陣地 に 突撃 し よう と し て いた か の よう に 、 つ い に 発砲 し た 。 
これ に 気 を 取ら れ た 哨 兵 は 反撃 し た 。C の 英 部 隊 は 
内 光 と 発砲 音 と と も に 、 突 然 C か ら 突 撃 し て きた 。 


敵 と 対 財 す る 歩 哨 は 要塞 に いる と き と 実 質 的 に 同じ 状況 に ある 

戦争 。 も ちろ ん 、 行 軍 中 より も 警戒 を 強め な けれ ば な ら な い が 、 

歩 哨 の 射撃 が 敵 を 誘導 し 、 英 が 

近づい て くだ さい 。 

夜間 警備 員 と 報告 。 夜 間 警 備 員 は 報告 を 行う 際 に 、 特 別 な 注意 を 払う 。 
以下 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


(アア 移動 中 は 音 を 立て た り 影 を 落と し た り し な いこ と 。 


(b 訟 対 に 必要 な 場合 を 除き 、2 倍 の 時 間 で 移動 し た り 、 
ノイ ズ 。 


(c 江 告 は 、 双 方 が 聞き 取れ る 程度 の 低い 声 で 行う 。 

(d 江 告 時 (巡回 パト ロー ル 等 へ の 報告 時 ) に は 、 
敵 が それ を 利用 する か 、 あ る い は 敵 が 一 人 の 男 が 行っ て し まっ た こと を 知っ て いれ ば 
その 事実 が 利用 され な いよ うに 、 後 方 に 戻っ て 報告 する 。 


(e) 移動 時 に 方 向 を 間違え な いこ と 。 
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夜 の 番 人 と つなが り 。 番 人 は 、 
隣接 する ポス ト は 、 歩 哨 の 列 に 相互 接続 が な けれ ば な ら な いた め 、 
セン チ ネ ル は 、 隣 接する セン チ ネ ル に 関し て 次 の こと を 知っ て お く 必要 が あり ます 。 


(a) 昼夜 を 問わ ず 、 隣 接する ポス ト の 位置 と 数 。 
(b) そ れ ら の ポス ト ま で の 最短 経路 。 


( c ) 昼 と 夜 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 方 法 の 違い 
動 き や 視 覚 に よ つて o 


(d 或 急 事態 が 発生 し た 場合 の 駐屯 地 の 行 動 
隣 の ポス ト 。 


近隣 の 基地 の 状況 を 明確 に 把握 する こと は 、 正 確 な 判断 に 不可 欠 で す 。 
任務 の 遂行 。 日 規 戦 争 中 、 多 く の 只 兵 が 戦死 し た 。 

隣 の 拠点 と 連絡 を 取 ろ うと し て いる と き に 敵 の 手 に 渡っ て し まう 。 

その 


後者 は 位置 を 変え た 。 ま た 、 敵 は し ば し ば 一 方 の 目 の 前 に 現れ た 。 
まる で 攻撃 し よう と し て いる か の よう に 、 激 し い 発砲 を 開始 し 、 隠 れ た 
派遣 隊 は 近隣 の 駐屯 地 を 攻撃 し 、 歩 只 を 捕虜 に し た 。 


最近 の 戦争 中 の 我々 の 経験 の 結果 で ある 、 
歩 哨 : 


1. 視覚 的 な シグ ナル 観察 。 


旗 や その 他 の 信号 。 
夜 は ラン タン 。( 高 台 に 隠れ て いる 場合 は 、 消 える こと で 簡単 な 信号 を 送る こと が で きま す 。 
ライ ト ) Oo 


2. 移動 する 歩 哨 に よる 動き 。 
(a) ある 地点 か ら 別 の 地点 へ 。 


(b) 両側 か ら 前 進 し 、 あ る 地点 で 合流 する 。 
(c) 第 三 者 GN 回 訪問 員 等 )/ に よる も の 


移動 中 の セン チ ネ ル に よる 接続 中 は 、 セ ンチ ネル が 

敵 の 密か な 接近 に よっ て 捕虜 に な っ た り 、 何 ら か の 危険 に 際 っ た りす る だ ろう 。 

し た が っ て 、 十 分 な 静寂 と 注意 が 必要 で す 。 

いつ も 同じ 道 を 進む の は 危険 だ が 、 そ の 危険 は 

歩 只 の 列 の 内 側 に 良い 道路 が ある 場合 は 無視 され ます 。 歩 哨 が 通り 過ぎ る 場 
ピケ ッ ト の 道 で は 、 迅 速 な コミ ュ ニ ケー ショ ン は 可能 だ が 、 そ の 間 の 空間 は 

接続 中 に パト ロー ル さ れ ま す 。 

夜 の 哨 兵 と 友好 的 な パト ロー ル 。 友 好 的 な パト ロー ル が 境界 線 を 越え よう と し て いる と き 
歩 只 は 適切 な 手順 を 十分 に 訓 績 され る べき で ある 。 主 な ポイ ント 


ゆ 
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以下 の 通り : 
(a) パ トロ ー ル 隊 と 歩 哨 隊 の 間 に は 協力 の 精神 が な けれ ば な り ま せん 。 


(b ) 歩 哨 は 職務 に お いて 怠 必 ま た は 不 注意 で あっ て は な ら な い 。 
この 点 に 関し て は 、 以 下 の 注意 事項 が 重要 で す 。 


(a) 歩 只 は 見 聞き し た こと を 巡回 隊 に 報告 する 。 
敵 に つい て 、 そ し て パト ロー ル 隊 が 知る べき すべ て の こと 


(b 歩 哨 は 、 地 面 、 物 理 的 構造 、 
目 の 前 に 物 や 場所 の 名 前 を 置き 、 そ れ を 説明 で きる よう に し た 。 


パト ロー ル 。 


(C) 歩 哨 が パト ロー ル の 任務 、 道 路 、 目 的 を 把握 し て お く こと が 重要 で ある 。 
偵察 の 日 時 、 帰 避 場 所 な ど 。 


パト ロー ル 隊 が 哨 兵 の 陣地 を 越え て 敵 に 向かっ て 進撃 し よう と する と 、 

歩 哨 は 、 不 注意 に 上 記 の 点 に つい て 巡回 隊 に 知ら せ て は な ら な い 。 

また は お ざ な りな 態度 で 。 歩 哨 は パト ロー ル 隊 を 自分 の パー トナ ー と みな すべ き で あり 、 
情報 を 得る た め に 出動 し . パ トロ ー ル を 全力 で 支援 する べき で ある 。 

任務 を 適切 に 遂行 する 。 こ の た め 、 巡 回 部 隊 が 外 に 出 て いる こと を 知っ て いる 歩 哨 は 
前 方 で は 、 ラ イフ ル の 射撃 や その 他 の 兆候 の 重要 性 を 判断 で きる よう に な り ま す 
聞く こと が で きる 。 パ トロ ー ル 隊 が 歩 哨 隊 の 列 に 戻る と 、 歩 哨 隊 に 通知 され る 。 

以下 の 点 に 関し て : 


(a) パト ロー ル 隊 が 敵 に つい て 知っ た こと 。 


(b) パ トロ ー ル 中 に 異常 な 兆候 が 観察 され た か どう か 、 も し 観察 され た な ら 、 
それ が 何で あっ た か 。 


(c ) 哨 兵 は パト ロー ル 隊 に 対し 、 地 形 の 指定 や 
その 他 の 点 は よく 分 か り ま せん 。 


哨 兵 隊 が 歩 哨 隊 の 列 を 離れ て 前 線 に 前 進 す る と 、 隣 接する 

セン チ ネ ル は セン チ ネ ル を 移動 させ る か 、 他 の 手段 で 通知 され ます 。 

パト ロー ル 隊 は 、 外 部 か ら 学 ん だ こと を 活用 し て 、 自 ら の 任務 を うま く 遂 行 する こと が で きる 。 
歩 哨 を 基礎 と し て いま す 。 だ か ら こ て 、 歩 中 と パト ロー ル が 機能 する こと が 重要 な の で す 
調和 し て 一 緒 に 。 

夜 の 番 兵 ヒ レリーフ 。 - レ リー フ に よっ て 作ら れ た 音 は 、 し ば し ば 

哨 兵 の 位置 を 英 に 知ら せる 、 そ し て この 事実 は 巧み な 


英 の 交代 時 間 が わか れ ば 、 歩 只 の 位置 は 簡単 に わか る 。 
発見 し た 。 


救済 に 関し て 指導 する ポイ ント : 
(a) 一 般 命令 を 伝 税 す る 際 の ノイ ズ の 量 ( 歩 只 が 
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ピケ ッ ト や 後方 の 集合 場所 で それ ら を 繰り 返す 必要 は な い 
毎回 ) 。 


(b 送信 時 の 注意 事項 一 注意 等 に 関す る 事項 
(c) 新 し い 警 備 員 を 歩 哨 所 へ 移動 させ る 。 

(d 到 着 後 の 姿 勢 

(e) 証 参 勢力 の 復帰 と その 後 の 動 き 


命令 伝達 時 に は 、 で きる だ け 少 な い 人 数 で 駐屯 地 に 現れ る 。 

また 、 一 部 の | 旧 勢 力 の 番 兵 は 、 

以前 の 精神 的 緊張 が 緩和 され た た め 、 そ の よう な 男性 は 警告 され な けれ ば な ら な い 。 新 し い 監 視 者 、 
また 救援 時 に 古い 歩 哨 が いた た め 、 

見 守る こと を 怠る 。 こ の た め 特 別 な 注意 を 払う 必要 が あり 訓練 は 

重要 。 


XXVI|. 
夜間 警備 員 の 訓練 。 


歩 只 の 訓練 と 光 の 量 。- 歩 哨 の 訓練 は 、 
光量 が 変化 する 時 間 帯 。 つ まり 、 月 明か り 、 星 空 、 暗 聞 な ど 
夜間 、 風 の 有無 、 雨 天 、 雪 天 な So 


歩 哨 と 地形 の 訓練 。 夜 間 歩 哨 の 訓練 は 重要 で す 。 
あら ゆる 地形 で 実施 され る べき で ある 。 こ の よう な 変化 に 富ん だ 地形 で は 、 視 力 の 力 は 
そし て 聴覚 は 学習 可能 で あり 、 こ の 両方 を 歩 が 知っ て お く こ と が 最も 重要 で す 。 
歩 哨 部 隊 と 分 隊 。 訓 練 目 的 の た めで は ある が 、 
分 隊 の 人 数 は で きる だ け 少 な くす べき で あり 、 無 能 な 下士 官 や 一 等 兵 に 指導 を 任せ る と 
時 間 の 無駄 に な る 。 
イン スト ラク ター の 考え を 完全 に 理解 し て いる 訓練 を 受け た 男性 が 、 
アシ スタ ント イン スト ラク ター。 各 アシ スタ ント イン スト ラク ター に は 次 の 内 容 が 表示 され ます 。 

(a 分 隊 の 所 属 地 、 作 戦 方 向 訓 練 の 種類 

実施 され ます 。 


(b 副 練 の 手段 及び 方 法 。 


( c ) こ の 目 釣 の た め に 使わ れる 時 間 。 (d) 
示さ れ た 英 。 
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( e 集合 等 の 合図 


この よう な 訓練 の 例 。 ま ず 、 老 兵 ま た は アシ スタ ント イン スト ラク ター に 動作 を 実行 させ 、 指 導 を 受け る 兵士 が それ を 観察 
し ます (この 目的 に は 、 月 明か り の 夜 、 ま た は 夕暮 れ 時 が 最適 で す )。 次 に 2 人 また は 3 人 の 兵士 が 同様 の 動作 を 実行 し 、 
次 の よう に 進め ます 。 


教 記 は 上 の スケ ッ チ の よう に 歩 哨 を 配置 し 、 彼 ら が 監視 する セク ター を 指示 する 。 残 り の 兵士 は 教官 の 近く に 分 隊 を 

編成 し 、 交 代 要 員 と な る 。 各 歩 只 の 近く に は 副 教 官 が 配置 され る 。 教 官 は 、 特 定 の 任務 に 従事 し て いる 兵士 の 

動き を 監視 し 、 彼 ら の 誤り を 正す よう 、 副 教官 に 指示 する 。 必 要 な 人 数 の 兵士 が 敵 の 代理 と し て 派遣 され る 。 こ れ ら の 兵士 
は 詳細 な 指示 を 与え られ 、 事 前 に 準備 され た 信号 (消え る 光 、 的 を 射る ラン タン な ど ) に よっ て 誘導 され る 。 す べ て の 
準備 が 完了 する と 教官 は 代理 の 敵 に 移動 を 指示 し 、 歩 哨 は これ に 対抗 する 。 教 官 と 副 教 官 は 兵士 の 任務 を 批 

判 し 、 指 導 す る 。 ま た は 、 副 教 官 が 2 て 3 人 の 巡回 隊 を 編成 し 、 こ の 巡回 隊 が 歩 哨 の 近く に 到着 する と 、 歩 只 に 進行 方 

法 を 指導 する 。 こ れ ら の 巡回 隊 が すでに 歩 哨 隊 の 列 の 前 に 出 て いる 場合 、 彼 ら は 指定 され た 敵 と し て 歩 哨 隊 に 近づき ま 

す 。 


この 地点 で の 指導 が 終了 する と 、 彼 ら は 友好 的 な パト ロー ル に 切り 替え 、 そ の 地点 の 歩 哨 に 指導 し ます 。 


訓練 の 特徴 - 訓 練 さ れる 科目 は 昼間 の も の と 変わ り ま せん 。 す な わ ち 、 主 な ポイ ント は 次 の と お り で す 。 


Machine Translated by Google 


(a) 歩 只 の 位置 の 選択 。 

(b) セン チ ネ ル の 物理 的 な 物体 の 記憶 。 
(c) セ ンチ ネル の 監視 方 法 。 
(d) 歩 哨 線 を 越え る 巡回 に 対す る 措置 
(e) 聴 取 さ れ た 指摘 に 関し て と る べき 措置 。 
(⑪ 英 に 対す る 行動 。 
(g) 接 続 方 法 
(h) 報 告 の 方 法 


XXVIII. 
夜間 パト ロー ル 。 


夜間 パト ロー ル と 接続 方 法 - 夜 間 パ トロ ー ル は 、 

連絡 を 取り 合う た め に 日 中 パト ロー ル を 行う 。 日 中 は 遠く 離れ て いて も 連絡 が 取れ る 。 
視覚 で 維持 する 必要 が ある が 、 も ちろ ん 夜間 は 不可 能 で ある 。 特 別 な 注意 が 必要 で ある 。 

英 が いる 場合 に は 、 音 を その 目的 に 使用 する の は 危険 で ある た め 、 

接続 方 法 。 し た が っ て 、 使 用 で きる 方 法 は 次 の と お り で す 。 


(3) 異な る 区 画 が 互い を 見 る こと が で きる よう に 距離 を 縮め る 。 
(b ) ホ イッ スル の 使用 。 
( c ) 銃 床 ま た は 弾薬 袋 を 叩く こと に よっ て 発せ られ る 音 。 


この よう な 方 法 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン の 限界 は 非常 に 限ら れ て いる た め 、 

特定 の 動き を 実行 する グル ー プ が 1 つ だ け で あれ ば 便利 で す が 、 注 意 が 必要 で す 

敵 に 同時 に 捕らえ られ な いよ うに 注意 し ます 。 

夜間 パト ロー ル と 方 向 維持 の 方 法 - 維 持 の 難し さ 

夜間 の 指示 に つい て は すでに 述べ た と お り で ある が 、 パ トロ ー ル は あら ゆる 手段 を 講じ て 
方 向 を 正確 に 維持 し ます 。 そ の た め に は 、 

方 向 を 決定 する 方 法 と 、 動 き を 扱う 章 を 説明 し まし た 

ファ イル を 接続 し ます 。 


さま ざま な 地形 に お ける 特別 な 注意 事項 は 次 の と お り で す 。 
1. 広い 平原 。 
この よう な 地形 で の 移動 は 、 以 下 の 原 則 に 従わ か な けれ ば な り ま せん 。 
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方 向 の 誤差 は 角度 の わずか な 違い か ら 生 じ ま す 。 
(a) 信頼 性 の 高い 道路 、 ま た は 延長 され た 物理 的 オブ ジェ クト を 標準 に し ます 。 


(b) 目 7 つ 物 体 へ の 依存 。 
(c) 星 へ の 信頼 。 

(d) コ ン パス の 使用 。 

(e) 地 図 の 使用 。 


(⑪ 十 分 に 訓練 され た 心 の 判断 に 頼る こと 。 
2. ウッ ズ 。 


森 の 中 で も 平原 で も 道 を 間違え る こと は 簡単 で す 。 暗 い の で 
星 は 見 えま せん 。「 ブ ロー ド プ レー ンズ 」 で 定め られ た 原則 は 、 
「Woods」 に 適用 され ます 。 


3. うつ 病 。 


低地 に 入っ た 後 、 再 び 上 昇 す る 際 に 方 向 を 間違え る こと が 多い 。 

高地 。 そ の た め 、 以 下 の 予防 措置 が 重要 で す 。(3) 低地 に 入る 前 に 、 高 地 と 高地 の 両方 
に 誘導 ポイ ント を 設け て くだ さい 。 
フロ ント と リア 。 


(b ) 特 に 窪み の 底 で は 、 方 向 を 確認 する 
あな た は その 中 で 昇り ます 。 


(c 必要 に 応じ 、 そ の 他 の 指示 も 定め る 。 


4. 障害 。 


障害 物 を 通過 する と き 、 前 進 し て いる に も か か わら ず 方 向 を 間違え る こと は 非常 に 簡単 で す 
まっ すぐ 前 方 へ 。 特 に 注 回 する と き は 、 次 の 注意 事項 を 守っ て くだ さい 。 
重要 で ある こと が わか り ま す : 


(a) 横 断 する 前 に 前 方 と 後方 の 誘導 ポイ ント を 選択 し ます 。 


(b) 障 害 物 の 方 向 を 観察 し 、 そ の 角度 を 計算 し ます 。 
前 の 道路 。 


(c 必要 に 応じ て 、 障 害 物 を 通過 し た 後に 改め て 方 向 を 決定 する 。 


夜間 パト ロー ル と 債 察 方 法 と 様々 な 地形 と 通過 
物理 的 な オブ ジェ クト 。 


1. ウッ ズ 。 
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夜間 の 森 は 昼間 より も 細心 の 注意 を 払う 必要 が あり ます 。 
特に 以下 の 点 に 留意 する 必要 が あり ます 。 


(a) 避 けら れ な い 場 合 を 除き 、 森 に は 入ら な いこ と 。 森 は 暗い た め 、 
視野 が 狭く 、 ノ イズ も 発生 し 、 
聴覚 に 障害 が ある 場合 は 、 可 能 で あれ ば 端 を 潤 回 し て くだ さい 。 


(b) 森 に 入る と き は 、 ま ず 内 部 を 偵察 し 、 可 能 で あれ ば 
人 間 は 端 ま で 進む だ ろう 。 


(c) 森 の 中 に いる 間 は 、 時 々 立ち 止ま っ て 耳 を 傾け て くだ さい 。 


(d) 通 路 が 困難 な 場合 、 無 理 や り 通り 抜け て も 
通常 は 良い こと より も 悪い こと の 方 が 多く な り ます 。 


(@) 常に 英 に 遭遇 する こと を 想定 し て お く こ と が 重要 で す 。 


(⑪D 指 導 に 関し て は 、 す で に 前 条 で 述べ た 原則 は 、 
接続 等 に 従っ て くだ さい 。 
2. 村 。 
村 は 森 と 似 て いま す が 、 次 の よう な 特別 な 注意 が 重要 で す 。 
(a) 村 を 避け る の は 良い こと だ 。 パ トロ ー ル は 村 に 邪魔 され る 可能 性 が ある か ら だ 。 
犬 、 原 住民 、 ま た は 隠れ た 敵 。 


(b) 村 に 入る と き は 、 ま ず 外 側 か ら 内 部 を 偵察 し 、 
屋外 で 、 何 も 異常 が 見 られ な い 場 合 は 中 に 入る こと が で きま す 。 


(c) 一 人 の 男 が 村 の 端 に 治っ て 前 進 す る 。 


(d) 現 地 人 を 捕まえ て 状況 に つい て 質問 する 。 そ の 態度 は 
状況 に つい て の 手がかり を 与え る 。 


(e) 人 質 を 捕らえ る こと は 時 に は 有利 だ が 、 不 利 な こと も ある 。 
敵意 を 喚起 する 。 


(DD パトロール は 日 陰 に な っ て いる 道路 の 脇 を 通行 する 。 
方 向 や 接続 の 維持 な ど に つい て は 、 以 下 の 章 を 参照 し て くだ さい 。 
それ ら の 主題 に 。 
3. 汚す 。 


敵 の 近隣 で 汚点 に 遭遇 し た 場合 は 、 
次 の 原則 に 従い ます 。 


(a) 峡谷 の 入り 口 に は 通常 英 対 的 な 歩 哨 が いる の で 、 そ れ を 確認 し て くだ さい 。 
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(b) 入 場 す る 際 に は 、 一 人 の 男性 が 後方 に 少し 離れ た 位置 に 配置 され 、 
先導 者 が 安全 に 入っ た と きのみ 、 パ トロ ー ル リー ダー は 
先頭 に 一 人 、 そ の や や 後ろ に 一 人 、 さ ら に 後ろ に 三 人 目 が いま す 。 


4. 開か れ た 国 。 
開け た 土地 で は 、 次 の 原則 が 適用 され ます 。 
(a) で きる だ け 低 い 姿 勢 で 動く 。 


(b) で きる だ け 間 隔 を あけ る 。 こ の 場合 パト ロー ルリ ー ダ ー は 
中 央 に 位置 し し. パト ロー ル の 両側 面 を 誘導 し ます 。 


(c) 蔵 の 方 向 を 観察 し 、 耳 を 地面 に つけ て 


騒音 。 


5. 道路 。 


英 に 見 つか ら な いよ うに 、 影 に 隠れ て 道端 を 進ん で くだ さい 。 

道路 の 中 央 を 走行 する と 、 発 見 は 簡単 で す 。 路 面 の 特徴 、 

そし て 、 そ れ が 生み 出さ れる 騒音 の 量 と どの よう に 関係 し て いる か に つい て も 考慮 する 必要 が ある 。 し た が っ て 、 
パト ロー ル 隊 自体 は 静か に 移動 し 、 敵 の 出す 音 に 耳 を 傾け る べき で ある 。 


6. 砂利 の 地面 。 


砂利 道 を 走行 する 際 に は 騒音 が 大 きく な る た め 、 特 に 注意 が 必要 で す 。 
必要 で ある 。 パ トロ ー ル 隊 全 体 が 同時 に 動く の は 不利 で ある こと が わか る 。 
同時 に 止ま る 。 つ まり 、 一 人 は 止ま り 、 他 の 二 人 は 続け る 。 

前 進 す る か 、 順 番 に 進む か な ど 。 


7. 高地 と 低地 。 


高台 は 視界 に は 有利 だ が 、 敵 に 見 られ る 危険 性 も ある 

下り 坂 が 非常 に 急 な 場合 は 、 静 か に 動く 

困難 に な る の で 、 パ トロ ー ル は 砂利 道 と 同じ よう に 進め て くだ さい 。 

高台 に 登る 際 は 、 パ トロ ー ル 隊 は 頂上 線 で 停止 し 、 監 視 と 聞き 耳 を 立て る 必要 が ある 。 
頂上 線 を 越え る 前 に 、 静 か に 立ち 止ま っ て 耳 を 傾け る の も 良い こと で す 。 


夜間 パト ロー ル と 兆候 。 - 疑 わし い 兆 候 が ある 場合 パパ トロ ー ル は 

すぐ に 横 に な っ て 聞い て くだ さい 。 そ の 任務 は 、 常 に 準備 が 整っ て いれ ば 最も よく 果たさ れ ま す 。 

英 を 最初 に 発見 する の は パト ロー ル 隊 な の で 、 軽 率 な 移動 や 発砲 は 避け な けれ ば な ら な い 。 
動き は 任務 の 性 質 に よっ て 多少 異な り ま す が 、 そ れ ぞ れ の 任務 に つい て 説明 し ます 。 
別々 に 。 


(a) 英 の 前 哨 線 の 偵察 任務 を 委ね られ た と き 。 
その よう な 任務 で は 、 敵 の パト ロー ル が 発見 され た 場合 パパ トロ ー ル は すぐ に 横 に な り 、 
捕虜 を 捕らえ る 機会 が あめ あっ た と し て も 、 パ トロ ー ル は 
こう し た 副 次 的 な 問題 に よっ て 本 来 の 任務 か ら 人 逸脱 する 。 英 の 
セン チ ネ ル に つい て は 別 の 場所 で 説明 し ます 。 
(b) 区 の 前 哨 線 また は 後方 の 分 遣 隊 の 位置 を 偵察 する 場合 。 
パト ロー ル は 前 の 場合 と 同様 に 前 進 す る 。 
帰路 、 ま た は 歩 只 の 弱点 が 発見 され た 後 、 そ れ は 
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非常 に 重要 な こと は 、 そ の 存在 を 発見 する よう な 動き を し な いこ と で あり 、 
英 の 態度 を 変え る よう に 仕向 ける 。 


(c) パ トロ ー ル が 任務 を 遂行 し た 後 、 
敵 を 捕獲 また は 殺害 し よう と 試み る 。 し か し 、 パ トロ ー ル の 迅速 な 報告 は 
この 目的 の た め に 犠牲 に され た と し て も 、 適 切な 機会 を 誤っ て は な ら な い 。 計 画 
好奇 心 や 名 声 へ の 欲求 か ら 生 まれ た も の は 、 賞 賛 さ れる べき も の で は あり ませ ん 。 
十分 な 検討 な し に いか な る 動き も 決定 され る べき で は あり ませ ん 。 


夜間 パト ロー ル に よる 敵 の 哨 兵 線 の 偵察 。 
1. 偵察 の 時 間 で す 。 


この よう な 偵察 に 最も 有利 な 時 期 は 次 の と お り で す 。 
(3) 歩 哨 交 代 時 


( b ) 巡 回 パト ロー ル が 通過 する と き 。 
( c) パ トロ ー ル が 戻っ て きた と き 
(d ) 援 続 移 動 歩 哨 の 到着 時 。 


この よう な 時 間 は 、 動 きか ら 生 じ る 騒音 や 、 
話し て いま す 。 し た が っ て 、 こ の 前 の 偵察 パト ロー ル は 、 
歩 哨 隊 の 列 に 近づき 、 そ の 付近 に 隠れ た 。 


2. 行き 来 する 動き 。 


これ ら の 動き は パト ロー ル 隊 が 以前 に 行っ た 動き と 変わ ら な い 。 
敵 。 
3. 偵察 の 方 法 。 


すでに 述べ た よう に 、 パ トロ ー ル は 隠れ て いる の で 、 

1 つの 歩 只 の 位置 。 こ れ を 基地 と し て 利用 する こと で 、 も う 1 つ の 歩 哨 の 発見 に 役立つ 。 
基地 と 下士 官 基 地 を 偵察 し 、 そ の 間 の 空き 地 を 偵察 し た 。 

地上 で は 敵 の セキ ュ リ ティ 方 法 を 検証 する こと が で き 、 

歩 只 の 列 に 加わ る の は 良い こと で は な い 。 こ れ を 達成 する に は 、 

通り 過ぎ る 歩 只 や 訪問 中 の 回 隊 の 直後 に 追跡 する も の 。 


夜間 パト ロー ル と 静粛 。 パ トロ ー ル は 夜間 に 発砲 し な い 。 発 砲 し た 場合 、 任 務 は 
達成 が 困難 に な り 、 隠 れ た 成功 に 悪影響 を 与え る 

動き も 同様 で す 。 繰 り 返 し ます が 、 パ トロ ー ル は 話し ませ ん 。 こ れ は 発見 され る 危険 が あり ます 
敵 。 パ トロ ー ル 隊 が 立ち 止ま り 、 伏 せ 、 隠 れ て も 、 言 葉 も 音 も 出 な い 。 

二 重 の タイ ミン グ や 、 冷 静 さ や 恐怖 の 欠如 か ら 生 じ る 混乱 が あっ て は な り ま せん 。 
突然 の 危険 、 他 に 逃げ る 手段 が な いと き 、 ま た は 素早 い 

報告 に よる と 、 解 雇 が 行わ れる 可能 性 が ある 。 


夜間 パト ロー ル と その 道路 。 夜 間 パ トロ ー ル は 、 来 る と き と 来る と き に 道路 を 変え る 。 
行か な けれ ば 、 隠 れ た 英 に 遭遇 する 危険 が あり ます 。 

帰路 に 着く と 、 警 備 が 怠ら れ た り 、 騒 音 が 出 た り し て 、 

英 は それ を 利用 する 可能 性 が 高い 。 戦 争 未 期 、 シ ャ ー ホ ー 川 の 反対 側 の 哨戒 隊 が 
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川治 い の こ の 村 は 、 男 た ち が 火 を 狭く 特定 の 場所 で 休む 習慣 が あっ た 。 
英 は それ を 発見 し 、 そ こ に 爆弾 を 仕掛 けた 。 そ の よう な 理由 か ら 、 そ れ は 特に 
別 の 道 を 通っ て 戻る こと が 重要 で す 。 


夜間 パト ロー ル と 偵察 、 地 形 の 記憶 。 

パト ロー ル は ガイ ド と し て 使わ れる こと も あり 、 そ の 物体 で 地形 を 偵察 する 。 
視野 を 広げ 、 同 時 に 記憶 力も 鍛え な けれ ば な り ま せん 。 こ の 訓練 が 行わ れ て いる 間 、 
実施 に あたっ て は 、 以 下 の 点 に 留意 し ます 。 


(a) 方 向 を 固定 する た め の ベ ー ス 。 
(b) 場 所 の 整列 と 記憶 。 
(c 障害 物 を 通過 する 方 法 と 通過 する 際 の 注意 点 
(d 道路 及び その 隣接 地の利 用 の 範囲 
(e/ 特 別 な マー ク は 次 の よう に 付け られ る 。 
1 白い 紙 を 撤 く 。 
2. 白 い 粉 を 撤 く 。 
3. 木 の 枝 、 ま た は 木 そ の も の を 折る 。 
4. 白い 紙 や 白い ぼろ 布 を 巻き 付け る 。 
5. 道路 標識 や 道路 標示 を 設置 する 。 


物理 的 な 物体 の 記憶 を 支配 する 原理 は 、 
「 使 者 の 義務 」 の セク ショ ン 。 


XXIX. 
夜間 の 隠密 パト ロー ル 。 


この よう な パト ロー ル は 重要 な 場所 に 隠れ 、 重 要 な 事柄 を 発見 し て 報告 する 。 

も ちろ ん 、 動 き は 、 そ れ が 使用 され る 特別 な 目的 に よっ て 異な り ま す 。 

し か し 、 い か な る 状況 に お いて も 、 軽 率 に 姿 を 現し て は な ら な い 。 

隠さ れ た パト ロー ル は 一 見 簡単 そう に 見 えま す が 、 実 際 に は そう で は あり ませ ん 。 成 功 は ます ます 
任務 の 重要 度 に 応じ て 、 パ トロ ー ル 隊 に 隠れ る よう 命令 する だ け で は 
特定 の 場所 だ け を 指示 し 、 他 の 動き を 漠然 と 示す だ け で は 役に立た な い 。 

敵 の パト ロー ル を 捕らえ た り 、 敵 の 接近 を 報告 し た り 、 そ の 他 の 報告 を し た りす る た め に 
状況 ( 散 の 動き な ど ) は すべ て 明確 か つ 正 確 に 示さ れ な けれ ば な ら な い 。 
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多く の 場合 、 陣 れ た パト ロー ル は 他 の 任務 を 遂行 する た め に 呼び 出さ れる こと は な い 。 
通常 の 哨戒 で は 実行 で き な い こと も いく つか ある 。 そ の 一 方 で 、 敵 の 夜襲 の 認識 や 緊密 な 連絡 の 維持 な ど 、 通 常 の 
哨戒 で は 困難 な こと も ある 。 

隠れ た パト ロー ル に 任せ な けれ ば な ら な い 。 そ の よう な 場合 パト ロー ル が 捕獲 し よう と する と 、 

敵 の パト ロー ル 隊 に 追い つか れ た り 、 後 方 に 報告 に 行っ た りす る と 、 そ の 位置 が 発見 され て し まう 。 

隠さ れ た 巡回 な の で 、 通 信 や 訪問 巡回 は ほとん ど 受 け な い 。 

その 他 の 団体 。 


隠さ れ た パト ロー ル に 適し た 特性 。- 隠 され た パト ロー ル は .、 通 常 の パト ロー ル と 比較 し て 
パト ロー ル は 敵 の 近く に 長 時 間 留まる た め 、 そ の メン バー は 

以下 の 資質 を 備え て いる : 恐 れ 知 ら ず 、 冷 静 、 忍 耐 、 知 性 、 

素早 さ 。 


衝動 的 な 男 は すぐ に 混乱 し て し まい 、 こ の 任務 に は 適さ な い 。 

日 衣 戦 争 、 シ ャ 小川 で の 我々 の 隠れ た 哨戒 隊 は 任務 を 果たし た が 
敵 に 捕虜 に され る こと も あっ た が 、 

敵 の パト ロー ル 。 


隠さ れ た パト ロー ル の 配置 。- 隠 され た パト ロー ル の 位置 は 誰 に も 知ら れ て は な ら な い 。 
パト ロー ル 自 体 と 、 パ トロ ー ル を 配置 する 人 。 こ れ に 関連 し て 、 以 下 の 点 が 重要 に な り ま す 。 


留意 すべ き 点 : 
(a) 現地 人 や 敵 に 位置 を 知ら れる こと は 不利 で ある 。 
(b) 職務 に 就く 前 に 、 そ の 職務 に つい て 不 必要 に うろ つか な いこ と 。 


(c ) 昌 没 まで 別 の 位置 に 留まり 、 暗 く な っ た ら 真 の 
秘密 裏 に 位置 付け ます 。 


(d) 他 の パト ロー ル 隊 また は 訪問 パト ロー ル 隊 は 、 こ の パト ロー ル 隊 の 位置 に 近づい た り 停止 し た り し な い 。 


(e) 英 や 原 住民 に 発見 され た 場合 パパ トロ ー ル は 速やか に 撤退 し 、 
完全 に 撤退 し た と いう 印象 を 与え よう と 努力 する が 、 後 に 
新しい ポジ ショ ン 。 


隠さ れ た パト ロー ル の 位置 。- 隠 され た パト ロー ル の 位置 は 
その 目的 に 従っ て 、 以 下 の 点 に 留意 し ます 。 


(a) 重 要 な こと を 発見 で きる 場所 で ある べき で ある 。 例 えば 、 
敵 の 進軍 を 知る た め に は 、 重 要 な 道路 の 近く に いな けれ ば な ら な い 。 


(b 観 察 に は 便利 だ が 、 検 出 が 困難 な 場所 。 
(c) 敵 が 奇襲 を 仕掛 ける こと が 容易 で は な い 場 所 。 


(d) パ トロ ー ル 隊 が 、 警 備 員 の 監視 な し に 、 仲 間 に 伝 令 や 合図 を 送る こと が で きる 場所 
英 に 発見 され た 。 


(e) 原 住民 が 通る 道路 上 に な い 場 所 。 


XXX. 
夜間 パト ロー ル の 訓練 。 
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訓練 と 地形 - す で に 述べ た よう に 、 パ トロ ー ル の 訓練 と 地形 は 、 
変化 する 地形 。 歩 只 と 巡回 の 両方 に その よう な 訓練 が 必要 で す 。 
トレ ー ニ ング の 方 法 。 
1. 歩 哨 と 巡回 隊 の 関係 に つい て の 指導 。 

(a 準 備 


指導 を 受け る 男性 を 集め た 後 、 こ の 訓練 の 重要 性 は 

説明 。 ス ケッ チ の よう に イン スト ラク ター と 歩 哨 を 配置 し ます 。 英 の 歩 哨 は 
お 互い が 見 えな い ほ どの 距離 に か がり ま す 。 こ の 間隔 に は 

パト ロー ル 隊 は 移動 し ます 。 た だ し 、 あ まり 遠く まで 移動 する と 時 間 の 無駄 に な り ます 。 

2. イン スト ラク ター の 指示 。 各 イン スト ラク ター は 、 

彼 は 部 下 を 指導 する 。 彼 は 特定 の ポジ ショ ン に 配置 され 、 

1 回 の 指導 に 使え る お お よそ の 時 間 。 こ の よう な トレ ー ニ ング は 

次 の 一 般 的 な 方 法 に 従っ て くだ さい 。 


(a)B の イン スト ラク ター は パト ロー ル の 動き を 監督 し 、 修 正す る 。 
セン チ ネ ル 、 そ し て その 逆 も 同様 で す 。 


(b) C の 講師 は B の 講師 と 同様 の 行動 を と る 。 


この 配布 が 行わ れ た 後 、 ま ず 部 隊 か ら 巡 回 隊 が 派遣 され 、 
歩 只 の ポス ト A に 遭遇 し 、 こ の 動き が 修正 され た 後 、 パ トロ ー ル は 
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C と B に 向かっ て 進み ます 。 担 当 官 は 適切 な タイ ミン グ で 他 の パト ロー ル を 派遣 し ます 。 
間 了 中 を あけ て 、 演 習 が 終了 し た ら 、A に 分 隊 を 集合 させ 、 そ の 後 、 

彼 の アシ スタ ント イン スト ラク ター の 報告 と 彼 自 身 の 観察 は 、 

男 件 の 動き 。 


3. 敵 の 哨 兵 の 列 に 密か に 出入 りす る 。 


(a) ス ケッ チ に ある よう に 歩 哨 を 配置 し 彼ら に 次 の よう な 簡単 な 命令 を 与え る 。 
英 な ど を 監視 する 。 


(b) 次 に 、 敵 の パト ロー ル と し て 行動 する パト ロー ル を 派遣 し ます (白い 
この パト ロー ル は ライ ン に 入ろう と する だ ろう 
発見 され る こと な く 歩 哨 を 攻撃 する 。 


(c ) 麗 官 は 歩 哨 と 巡回 隊 の 動き を 監視 し 、 
運動 の 成功 を 判断 する 。 


4. 英 の 哨 兵 の 列 を 捜索 し ます 。 


歩 只 を 配置 し 、 各 ポス ト に アシ スタ ント イン スト ラク ター を 配置 し た ら 、 
歩 只 の 通常 の 任務 を 遂行 する 。 彼 ら の 位置 は 、 

哨戒 隊 は 敵 の 哨 兵 の 列 を 捜索 する た め に 派遣 され る 。 こ の 時 期 に 
指導 に は 、2 つの 方 法 が あり ます 。 


(a) 巡 回 指導 員 の 補佐 を 巡回 指導 員 長 と し 、 残 り の 者 は 
新入 社員 。 


(b ) 宙 助教 官 を 歩 哨 の 近く に 配置 し て 、 
運動 を 批判 し 、 役 員 の 批判 の 材料 を 提供 する 。 
パト ロー ル の 行動 範囲 を 制限 し 、 そ れ に よっ て 回 璧 する こと が 重要 で す 
利益 の な い 分 散 。 


5. 敵 の パト ロー ル 隊 に 遭遇 し た 場合 の 訓練 。 

教官 は 分 隊 を 2 つの 部 分 に 分 け 、 副 教官 を 

各部 隊 を 率い て 、 部 隊 の 中 間 に 身 を 置く 。 彼 は 消え る 

ライ ト は 両 分 隊 に パト ロー ル の 派遣 に 関す る 合図 を 送る 。 
部 隊 を 率い る 下士 官 は 部 隊 を 巡回 部 隊 に 分 け 、 
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これ ら の パト ロー ル は イン スト ラク ター の 指示 に 従っ て くだ さい 。 各 パト ロー ル は 、 
副 教 官 が 指示 し た 場所 を 偵察 し た 後 、 分 隊 は 出発 する 。 

イン スト ラク ター は 自分 の 位置 か ら 両 パト ロー ル の 動き を 観察 し 、 修 正 し ま す 。 
必要 に 応じ て 、 兵 士 た ち が こ の 動き の 訓練 を 受け た 後 、1 つ の 分 隊 が 
直接 的 に 他 者 に 対し て 作用 し ます 。 

6. 地形 や 物理 的 な 物体 を 通過 し て 偵察 する 方 法 の 訓練 方 法 は 、 

昼間 に 採用 され て いる 方 法 と は 原理 的 に 異な り 、 す で に 

説明 し た 。 


XXXI. 
夜間 の 分 遺 隊 の 動き 。 


夜 の リー ダー シッ プ 。 - 私 た ち は 、 リ ー ダ ー シ ッ プ に 求め られ る 自然 な 資質 を 大 ま か に 検討 し まし た 。 
夜 の 男性 、 次 に リー ダー シッ プ の あり 方 で す 。 そ の よう な こと の 難し さ は 

夜 の リー ダー シッ プ は 、 言 葉 で は 言い 表せ な い ほ ど で す 。 こ の よう な こと に 注意 を 向け る こと で 、 
訓練 で は 、 リ ー ダ ー シ ッ プ の 静けさ が 最も 頭 著 に 表れ ます 。 夜 は 

英 に 発見 され な いよ うに する た め に は 、 指 揮 下 の 兵士 は 

音 の な い 大 衆 、 そ し て この 大 衆 は 沈黙 の リー ダー シッ プ に よっ て 動か な けれ ば な り ま せん 。 


夜間 の 動き の 価値 は 、 沈 時 の 中 で どれ だ け の スキ ル を 発揮 で きる か に よっ て 決ま る 。 
リー ダー シッ プ 。 こ の よう な リー ダー シッ プ は 、 以 下 の 手段 に よっ て 達成 され ます 。 


1. 信号 に よっ て 。 


これ ら の 信号 は 兵士 た ち に 簡単 に 説明 され 、 サ ー ベ ル 、 旗 、 ま た は 
いずれ の 場合 で も 、 以 下 の 要 件 を 満た す 必要 が あり ます 。 


(a) 信 号 は 乗組 員 に 明確 に 理解 され な けれ ば な ら な い 。 
(b) 英 か ら 見 えて は な ら な い 。 
この 種 の 信号 に は 、 夜 間 に 大 量 の 訓練 を 行う 必要 は な い 。 


動き が 複雑 に な か る こと は めった に あり ませ ん 。 そ の よう な 動き は 失敗 の 原因 と な り 、 
単純 な 動き と 単純 な 信号 の み が 使用 され ます 。 例 : 


(a ) 合 図 を する 物体 を 垂直 に 前 方 に 上 げ る 。 
(b) 物体 を 垂直 に 保っ た まま 、 一 時 停止 し て 上 げ 下 げ し ます 。 
(c) 横 に な る - 物体 を 地面 に 向かっ て 動か し ます 。 


( d 平行 な 列 を 形成 し て 前 進 する - 円 運動 、 ま た は 数 回 
右 と 左 に 。 
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(e ) 中 隊 の 縦列 を 形成 し て 前 進 す る 円形 運動 。 


旨 揮 官 が 艦艇 に 指示 を 与え る 重要 な 信号 が 他 に も いく つか ある 。 
昼間 の 男性 。 
2. リ レー に よる 方 法 。 
この サイ レン トリ ー ダ ー シ ッ プ の 成功 は 、 
平時 の 訓練 。 声 を 使う と き は 、 ち ょ うど いい 大 き さ に する こと が 大 切 
隣 の 兵士 に 聞こ える よう に 、 ま た 話す 速度 を で きる だ け 速 くす る こと が 求め られ ます 。 
これ ら の 方 法 は 敵 が ある 程度 の 距離 に いる 場合 に は 正確 に 実行 で きる が 、 
伝達 者 が 間違い を 犯す 危険 は 常に 存在 し 、 遅 延 は 直接 的 に 
送信 者 か ら の 距離 に 比例 する 。 し か し 、 多 く の 場 合 、 
夜 は 会 社 の 縦列 の 通常 の 形成 で あり 、 前 面 も 深 さも 
非常 に 素晴らし いも の で あり 、 こ の 方 法 を 十分 に 訓練 すれ ば 成功 が 期待 で きま す 。 


3. 例 に よる 方 法 。 


兵士 は リー ダー の 動き に 合わ せ て 動き ます 。 

それ を 実行 する に は 、 リ ー ダ ー は 部 下 か ら は っ きり と 見 える 位置 に いな けれ ば な り ま せん 。 
リー ダー が 動け ば 、 部 下 も 動き 、 リ ー ダ ー が 止ま れ ば 、 部 下 も 止ま り 、 リ ー ダ ー が 横 た わ れ ば 
伏せ れ ば 、 彼 ら も 横たわり ます 。 こ の 方 法 な ら 軍 隊 を 比較 的 簡単 に 導く こと が で きま す 。 
人 々 は リー ダー を 直接 見 る こと は で き な い が 、 リ ー ダ ー に 従う こと は で きる 。 
この 方 法 の 弱点 は 、 膳 病 な 兵士 が 無意識 の うち に 

他人 の 動き 。 し た が っ て 、 平 和 な 時 代 に は 、 各 人 の 特性 は 

知ら れ て お り 、 訓 練 は 細心 の 注意 を 払っ て 行わ れ な けれ ば な り ま せん 。 


夜間 の 隊列 変更 に 部 隊 を 慣れ させ る 。 

夜 は 様々 な 混乱 を 伴う 。 そ う で な く て も 、 

静か に 実行 する こと は 不可 能 で あり 、 意 慢 は 避け られ な い 。 そ の た め 実行 の 訓練 は 
静か に 混乱 な く フ ォ ー メ ーション を 変更 する こと が 最も 重要 で す 。 

以下 の 動作 を 実行 する た め の ト レー ニン グ を 行う 必要 が あり ます 。 


(a) 4 列 か ら 平 行列 へ の 円 形 信号 。 
(b) 縦列 と 中 隊 縦 列 が 平行 に な る - 円 形 信号 。 
(c) 4 人 縦隊 か ら 中 隊 縦 隊 へ - 円 形 、 右 信号 、 左 信号 。 


(d) 中 隊列 と 平行 列 か ら 4 人 列 の 正面 まで 
後方 信号 。 


これ ら の 信号 で は 、 原 則 と し て 、 円 形 信 号 は より 広い 男 囲 に 変化 する こと を 意味 する 。 
前 方 : 前 方 か ら 後方 へ の 信号 は 、 前 方 を 縮小 し 、 深 さ を 増やす こと を 意味 し ます 
カラ ム 。 


分 隊 に よる 移動 に お ける 個別 の 注意 事項 - (分 隊 の 夜間 移動 を 参照 )。 


(a) 話さ な いこ と 。 


(b) 行 進 中 は 頭 を 下げ な いこ と 。 
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(c 分 隊 内 の 連携 に 注意 し 、 各 人 が 正確 に 自分 の 位置 を 守る 。 


(d) 各 人 は 自分 の 衣服 や 装備 が 音 を 立て な いよ うに 注意 する 。 
XXAI|. 
夜間 の 分 隊 移 動 訓練 。 


命令 - 最初 は 武器 を 持た ず 、 人 徐々 に 段階 的 に 進み 、 完 全 に 武装 し て 装備 を 整え ます 。 
最初 は 前 進 、 後 退 な どの 非常 に 単純 な 動作 を 実行 し 、 徐 々 に 複雑 な 動作 に 移行 し ます 。 信 号 は 
昼間 に 徹底 的 に 学習 し 、 そ の 後 、 夜 間 に 実行 する 必要 が あり ます 。 


夜間 の 行動 と 厳格 さ 。 夜 間 の 行動 は 特に 最も 厳し い 規律 を 要求 する 。 な ぜ な ら 、 生 死に 関わ 
る 問題 の 場合 、 暗 闇 の 影響 で 動物 的 な 生命 へ の 愛 が 生ま れ 、 和 監視 が 加 避 され て 結果 的 に 

力 を 失う 恐れ が ある か ら で あ る 。 し た が っ て 、 夜 間 は 怠慢 が 許さ れ な い 。 ス ピー ド 、 静 粛 性 、 
厳格 な 規律 が 不可 欠 で あり 訓練 の 量 は 部 隊 が それ ら の 資質 を 備え て いる 度合 い に 直 接 
比例 する 。 


XXXIIl. 
分 隊 の 夜間 射撃 。 


実行 時 - 夜 間 に 射 撃 を 実行 で きる 機会 は 非常 に まれ で す 。 

部 隊 が すでに 静か に 停止 し 、 十 分 な 準備 を 整え 、 鷺 準 位置 に いる 間 に 敵 の 出現 を 待つ よう な 状 
況 で な けれ ば な り ま せん 。 

日 露 戦争 に お いて は 、 夜 間 作 戦は 多かっ た が 、 銃 剣 の み で 突撃 を 遂行 し た 例 は 少な か っ た 。 至 
近 距 離 で は 、 ま ず 和 猛烈 な 銃火 を 浴び せ て か ら 突 撃 を 試み た 。 し か し 、 攻 撃 の 立場 か ら 見 れ 

ば 、 突 撃 に 備え て 射撃 行動 を 準備 する の は 大 間違い で ある 。 敵 陣地 へ の 突撃 は 、 銃 剣 

で 直接 行う の が 原則 で ある 。 本 当 に 避け られ な い 状 況 の 場合 に の み 、 一 瞬 の 猛烈 な 射撃 を 遂行 
し 、 そ の 射撃 に よる 混乱 に 乗じ て 銃剣 で 突入 する 。 し か し 、 こ の よう な 射撃 行動 が 攻撃 の 動き を 
遅らせ る な ら ば 、 そ れ は 利益 より も 害 を も た ら す で あろ う 。 


し か し 、 攻 撃 の 観点 か ら は 、 そ れ は 別 の 問題 で す 。 敵 の 攻撃 を 知り 、 夜 間 射 撃 の 準備 が 整っ 
た ら 、 敵 が 近 距 離 に 接近 し た 後に 激しい 射撃 を 行う の が 最も 効果 的 で す 。 そ し て 、 こ れ が 
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反撃 が 続く と 、 成 功 が 続く こと が 多い 。 こ の よう な 理由 か ら 、 夜 間 の 訓練 は 
射撃 は 、 特 に 歩 哨 部 隊 の よう な 小 規模 な 部 隊 の 場合 に 非常 に 重要 で ある 。 
下士 官 の 職位 な ど 夜 間 射撃 を 理解 し 、 

それ を うま く 活 用 すれ ば 、 非 常に 良い 結果 が 得 ら れる で し ょ う 。 


夜間 射撃 の 準備 に お ける 重要 な ポイ ント 。 - 夜 間 射 撃 で は 、 兵 士 は 
以下 の すべ て の 点 に 備え まし ょ う 。 射 撃 の 角度 と 方 向 は 単純 で な けれ ば な り ま せん 。 
敵 が 回 忌 で き な い よう に する 方 法 は 次 の と お り で す 。 


(a) ラ イフ ル 用 の 台 を 用 意 し 、 昼 間 に こ の 台 か ら ラ イフ ル の 角度 を 正確 に 固定 する 。 
射撃 、 方 向 、 早 準 の 位置 。 


(b) 水 平射 撃 を 行う 。 


(c) ラ ンタ ン 、 尊 き 火 、 そ の 他 の 発光 体 の 光 で 照準 を 定め た り 、 反 射 光 で 火 を つけ た 
ライ ト 。 


(d ) 談 口 近く に 照準 対象 物 を 固定 する (補助 射撃 ) 。 


第 一 の 方 法 - 多 く の 場 合 、 木 製 の サポ ー ト を 用 意 し ます 。 つ まり 、 

ライ フル の 角度 を 測り 、 前 後に 支点 を 固定 し 、 そ こ か ら 射 撃 角度 を 求め る 。 
音域 に 応じ て 。 (これ は 昼間 に 練習 すれ ば 簡単 に 直り ます 。) 要 する に 、 
方 向 の 維持 と 射撃 角度 の 維持 と いう 2 つの 重要 な ポイ ント を 提供 し ます 。 
(スケ ッ チ を 参照 ) 


第 二 の 方 法 。 こ の 方 法 は 、 平 時 に 個別 に 訓練 され た 水平 射撃 を 使用 する 。 
時 間 。 訓 練 は 分 隊 ご と に 行わ れ ま す が 、 特 に 以下 の 点 に 注意 する 必要 が あり ます 。 


(a) 各自 が 正確 に 前 方 に 向け て 射撃 する 。 
(b) 正確 に は 各 人 の 発砲 。 
(c ) 足 を 不 必要 に 動か し て は な ら な い 。 


第 三 の 方 法 -- 小 規模 な 部 隊 で は 、 次 の 手段 が 採用 され る 可能 性 が ある 。 

昼 と 夜 の 位置 を 合わ せる と 敵 が スカ イラ イン 上 に 現れ る 。 敵 が 

空 を 背景 に 輪郭 が 描か れ て いれ ば 、 射 撃 を 行う こと が で きる 。 し か し .、 大 規模 な 分 遣 隊 で は 、 
この 方 法 は 敵 に 有利 な 位置 を 与え 、 敵 は それ を 利用 し て 我々 を 攻撃 する こと が で きる 。 
軽症 に な る と 不利 に な る 。 し か し 、 下 士官 の 場合 は 

ポス ト と ピケ ッ ト の お か げ で 、 作 戦中 に 実際 に 良い 結果 が 得 ら れ ま し た 。 


他 に も 方 法 は ある 。 敵 を 攻撃 させ た 後に 発砲 する 。 

明る い 光 の 前 に 姿 を 現し 、 は っ きり と 輪郭 が 浮か び 上 が る 。 小 さ な 体 で も この 
死 を 恐れ な い 人 々 で 構成 され て いれ ば 、 こ の 方 法 は 効果 的 で ある 。 こ の 計画 は 、 
当然 、 敵 の 背後 か ら 火 を 灯す 必要 が あり 、 も ちろ ん 大 き な 人 危険 を 伴う 。 

避け る こと は で き な い 。 火 炎 放 射 砲弾 が 発射 され 、 直 接 照準 が 行わ れる 。 

軽い : 近 距 離 で は 比較 的 多く の ヒッ ト 数 が 発生 し ます 。 
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第 四 の 方 法 - 射撃 者 が 狙う 補助 ター ゲッ ト を 射撃 者 の 前 方 に 置き ます 。 

指揮 官 は この 方 法 で 厳密 に 照準 を 検査 する 必要 が あり ます 。 

射撃 方 法 : 区 が 接近 し た 後に 砲弾 を 装填 する の が 、 

射撃 の 失敗 の 原因 と な る 。 し た が っ て 、 将 校 と 兵士 は 次 の こと を 知っ て お く 必 要 が ある 。 
も の : 


(a) 敵 に 発見 され な いよ うに 装填 する 。 
( b) 積 載 指示 や その 他 の 指示 を 忘れ な いこ と 。 
( c) 英 に 自分 の 位置 を 知ら れ な いよ うに する 。 


これ を 達成 する た め に 、 も ちろ ん .、 射 撃 手 は 敵 の 突撃 前 に 弾 を 装填 する 。 
射撃 の 指示 は 信号 か 低い 声 で 行わ れる 。 敵 が それ を 聞き 取る と 

「 狙 い を 定め ろ 」 と 命令 する と 、 彼 ら は すぐ に 伏せ て 飛ん で くる 弾丸 を 避け る だ ろう 。 
射撃 命令 が 来る と 、 次 の 「 射 撃 」 命 令 が 来る 。 実 際 の 戦闘 経験 が これ を 証明 し て いる 。 
体 に は 、 次 の 作用 モー ド が 有利 で す 。 私 は それ を うま く 使用 し まし た 
実際 の と ころ : 


(a) 指 揮 官 か ら の 照準 指示 は 、 
最も 近く に いる 兵士 か ら 隣 の 兵士 へ と 、 そ し て その 下 へ と ( 
低 着 52) 


(b ) 朱 揮 官 は 、 
派遣 団 の 規模 と 感染 の 速 さ 、 現 時 点 で は 、 
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弾 を 装填 し て いな い 者 や 時 間 に 遅 れ て いる 者 は 発砲 し な い 。 
( c 則 令 に 従っ て 発砲 し た 後 、 兵 士 た ち は 特 別 な 命令 な し に 弾 を 装填 する 。 


上 記 は 単なる 例 で あり 、 盲 目的 に 遵守 し て は いけ ませ ん 。 


夜間 射撃 、 集 団 射 撃 と 個人 射撃 。 長 時 間 に わ た る 個人 射撃 は 

敵 に 位置 と 距離 を 明か し て し まう の で 、 お 勧め で きま せん 。 多 く の 場 合 、 

し た が っ て 集団 敵 撃 を 行う こと は 良い こと で あり 、 そ れ に よっ て 兵士 た ち は 
手 。 こ の よう な 射撃 は 一 時 的 な 閲 光 で 敵 の 視界 を 四 ま せる と いう 利点 が あり 、 
その 後 再び 暗闇 に 戻る の で 、 夜 間 に 特に 役立ち ます 。 い ずれ に せよ 、 発 砲 は 

敵 に 私 た ちの 位置 を 多かれ 少な か れ 明 ら か に し て し まう の で 、 射 撃 中 は 厳重 に 
敵 が 私 た ちの 火 を 辻 回 し て 現れ る の を 防ぐ た め に 警戒 が 必要 で す 

我々 の 側面 また は 後方 に 。 


XXXIV. 
ドレ ー ニ シグ 方 法 
夜間 に 分 隊 が 発砲 。 


訓練 の 順序 と 方 法 。 昼 間 に 分 隊 に 水平 射撃 の 訓練 を させ 、 そ の 後 
夜間 に 様々 な 標的 に 対し て 実行 する 。 空 砲 で 練習 し た 後 、 
実弾 を 使っ た 戦闘 射撃 訓練 を 行う 。 こ の 訓練 は 、 

町井 掘り の 際 、 必 要 な 訓練 等 を 行う 。 


XXXV. 
分 隊 の 夜間 加 載 。 


追跡 方 法 - 夜 間 に 加 協 を 追跡 する 場合 以下 の 方 法 が 考え られ ます 。 
雇用 され た : 


(a) 散 兵 と し て 前 進 し 、 停 止 し 、 そ の 位 置 で 加 壊 を 掘る 。 
(b) 兵 隊 や 木 を 目 EH と し て 設置 する 。 


(c) ト レー スラ イン を 使用 する 。 


(d) 白 い 粉 また は 白い 紙 を 撤 く 。 
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どの よう な 方 法 を 採用 する に せよ 、 指 揮 官 は 厳格 に 

用 心 深く 、 位 置 を 定め た ら 、 次 の 1 つ に 従っ て 軌 直 を 定め ます 。 

上 記 の 計画 。 夜 間 の トレ ー ス で は 方 向 を 間違え な いよ うに する こと が 非常 に 重要 で す 。 
戦場 で の ば か げた ミス の 例 は 数 多く あり ます 。 

トレ ー ス ライ ン に 関連 する 方 法 。-- 


( ア )4 列 縦隊 で グラ ウン ド を 占領 する 方 法 。 
(b 伸長 また は 展開 (定位 置 ) に よる 方 法 。 
(c 展開 後に 前 進 する 方 法 。 

時 間 帯 に よっ て 大 きく 左右 され る が 、 暗 い 夜 に は 


途中 で 、 マ ー カ ー ま で 右 ま た は 左 に 4 つの 列 を 形成 し ます (スケ ッ チ を 参照)。 


夜間 斬 圭 個々 の 兵士 に 対す る 注意 事項 、 お よび 作業 の 遂行 。 
上 記 の 主題 に つい て は すでに 他 の 場所 で 議論 され て いま す 。 


土 裏 の 充填 方 法 と それ を 用 いた 斬 壇 。 こ の 点 に つい て も 、 
経験 が 豊富 で ある こと が 必要 で す 。 土 裏 を 使用 する 場合 は 、 次 の 3 つの 部 隊 が 
必要 で す : 


(a) 袋 に 詰め る 部 隊 。 
(b) 彼 ら を 輸送 する た め の 部 隊 。 
(c ) 彼 ら と 一 緒 に 工事 を 建設 する 部 隊 。 
も ちろ ん 、 で きる だ け そ の 場所 の 近く に 袋 を 詰め る の が 有利 で す 。 


使用 され る が 、 状 況 に よっ て は これ が で き な い こと が 多い 。 輸 送 に は さま ざま な 方 法 が ある 。 
フル サッ ク 進歩 は 最も 速い 
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それ ぞ れ の 人 が 、 さ ま ざ ま な 場所 か ら 袋 を 運ぶ の に 着実 に 働い て いる と き 

それ ら は 満た され る が 、 距 離 が 長い 場合 は 中 間 駅 を 設置 する 必要 が ある 。 

そし て 各 人 が そこ に 人 荷物 を 置く 。 

土 裏 は 実際 の 状況 に 合わ せ て 配置 され 、 柱 を 形成 する よう に は 配置 され ませ ん 。 
し か し 、 人 徐々 に 前 進 す る こと で 、 還 圭 の よう に ほぼ 平ら に 敷 か れる だ ろう 。 
構造 。 要 する に 、 こ の 作品 で は 秩序 、 つ な が り 、 静 けさ 、 そ し て 涼し さ が 
複雑 な 工学 的 作業 と 同様 に 、 こ れ が 必要 で す 。 


XXXVI. 
レーキ ニック 方 法 
夜間 加 壊 戦中 。 


男性 が この 仕事 に 十分 に 訓練 され れ ば 、 残 り は リー ダー シッ プ の 問題 と な る 。 
指揮 官 。 訓 練 の | 順序 は 次 の と お り で す 。 


(a) 英 が 遠く に いる 場合 、 建 設 の 訓練 が 主 か も の と な る 。 
客観 的 。 


(b ) 英 が 徐々 に 接近 し て きた 場合 の 訓練 
(c) 英 の 攻撃 の 恐れ が ある と き の 訓 練 。 
上 記 の 訓練 方 法 を 順番 に 実行 し た ら 、 練 習 を し ます 。 


工事 中 の 攻撃 に 対抗 する 訓練 、 ま た は この 訓練 を 
彼ら が 構築 し た ば か り の 作品 を 使用 する 訓練 で す 。 
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XXXVII. 
トレ ー ニ ング と 方 法 
夜間 の 障害 物 の 通過 


夜間 に 分 遺 隊 が 障害 物 を 通過 する こと の 重要 性 。- 私 の 経験 で は 、 夜 間 に 小さ な 障害 物 が ある と 行進 が 遅れ る こと 
が よく あり ます 。 ま た 、 こ れ ら の 障害 物 は 、 目 視 で その 大 き さ な ど を 判断 で き な い た め 、 さ ら に 厄介 で す 。 こ の た め 、 夜 
間 に 障害 物 を 越え る 訓練 は 非常 に 重要 で す 。 


障害 物 に 関す る 指揮 官 へ の 注意 事項 。 


(a) 渡河 する すべ て の 人 に 対し 、 障 害 物 の 性 質 と 範囲 必要 な 準備 、 照 明 を 設置 する 地点 、 誘 導 標 
識 な ど を 知ら せる 。 


(b ) 横 断 方 法 、 隊 列 、 速 度 (歩調 ) 、 配 分 等 に 関す る 命令 


(c) 障 害 物 の 通過 中 に 失わ れ た 接続 を 回 復 す る た め に 講じ られ る 措置 。 


上 記 の 手順 は 、 敵 の 状態 、 天 候 、 光 の 量 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 障 害 物 を 越え る 際 に は 、4 列 の 縦隊 を 縦隊 に 変更 
する 必要 が あり ます 。 距 離 が 長く な る と 、 多 く の 時 間 が か か り 、 接 続 が 失わ れ ま す 。 


障害 物 を 越え る 際 の 兵士 へ の 注意 事項 - す で に 障害 物 を 越え た 兵士 が 、 失 っ た 距離 を ダブ ル 
タイ ム で 取り 戻 そ うと する と 、 後 方 の 兵士 と の 連絡 が 取れ な く な り ま す 。 そ の た め 、 兵 士 は 
以下 の 点 に つい て 訓練 を 受け る 必要 が あり ます 。 


(a) 隊列 が どの よう な も の か 伝え られ た 後 、 障 害 物 を 越え る 間 、 そ の 隊列 を 維持 し ます 。 


(b) 障 害 物 に 遭遇 し た 場合 、 敵 の 状態 お よび その 他 の 条件 が 許せ ば 、 こ の 障害 物 に 関す る 知ら 
せ が 後 方 に 送ら れ 、 安 全 に 渡河 で きた こと が 報告 され る 。 
(c 7 突然 の 停止 や 発進 を する こと な く 障 害 物 を 通過 する 。 


1910 年 の 大 演習 で は 、 北 軍 の ある 旅団 が 全く 未知 の 土地 を 夜間 行軍 し な けれ ば な ら な か っ た が 、 道 幅 は 2 人 隊 の 縦 
隊 が 通れ る 程度 し か な か っ た 。 こ の 道 に は 長い 橋 が あり 、 縦 隊 の 先頭 が そこ に 到 立 する と 、 
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彼ら は 一 列 に な っ て 渡り 始め た 。 後 方 の 部 隊 は 停止 の 理由 を 知ら な か っ た 。 
隊列 の 先頭 に は 将校 が いた が 、 事 件 の 事実 は 

旅団 は 学び 、 隊 列 の 先頭 の 動き を 無駄 に 待っ た 。 

実際 の と ころ 、 水 は と て も 浅く 、 簡 単に 渡る こと が で きた 。 

韻 閣 の 中 、 前 方 の 兵士 た ち は 渡河 を 考え な か っ た 。 

渡河 し た 人 々 は ニュ ー ス を 伝え ず 、 状 況 は 暗い まま だ っ た 。 

この た め 行 進 は 大 幅 に 遅れ 、 

彼ら は 目的 地 に 到着 し た 。 


XXXVIII. 
夜間 の 行進 と 訓練 。 


夜間 行進 が 行わ れる 場合 
( ア ) 意 行 行進 また は 強行 軍 を 実行 する と き 。 
(b) 敗 れ た 軍隊 が 追撃 を 避け よう と し て いる と き 。 
(c ) 優 勢 な 敵 の 攻撃 を 避け よう と する と き 。 
(d) 英 の 砲撃 の 効果 を 減少 させ る た め 、 暗 間 を 利用 する 
前 夜 の 準備 を する の に 都合 の 良い 地点 まで 進む 


攻撃 。 


( e ) 英 の 攻撃 を 阻止 する た め に 、 
暗闇 。 


(f) 暑 さ の た め 、 日 帰り 行軍 の 代わ り と し て 時 々 使用 され る 。 


夜間 行軍 と 参謀 へ の 注意 事項 。 
1. 道路 に 関す る 配慮 


(a) 偵 察 、 特 に 誘導 標識 の 完全 な 点検 と 修理 。 


(b ) 通 過 、 党 回 、 除 去 の 方 法 の 決定 
障害 。 


( ウ ) 誤 通行 等 を 防止 する た め の 措置 


2. 軍隊 に 関す る 考慮 。 
(a) 接 続 に 関し て 。 
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(b) 急 な 停止 や 発進 を 避け る こと に 関し て 。 
(c 分 遺 隊 の 明確 な 指定 に 関し て 
(d) フ ォ ー メ ーション の 選択 お よび 変更 に 関し て 


3. セキ ュ リ ティ に 関す る 配慮 。 


(3) 照 明 が 許可 され て いる 場合 、 電 灯 お よび ブル ズ ア イラ ンタ ン の 数 
許可 され た 。 


(b 部 隊 の 指揮 方 法 は 、 ト ラン ペッ ト に よる も の か 、 
コマ ンド 、 ま た は 信号 。 


(c) 喫 煙 や 会 話 が 禁止 され て いる か どう か 。 


4. 停止 また は 休憩 時 の 考慮 事項 。 
(a) 休憩 中 に あま り 長 い 間隔 を あけ て は な ら な い 。 


(b) 部 隊 は 休憩 場所 を 自ら 選ぶ こと は で き な い 。 


(c ) 兵 士 は 武器 や 、 そ の 他 の 所 有 物 を 捨て て は な ら な い 。 
不 必要 に 持ち 歩く 。 


(d ) 移 動 時 に は 、 男 性 また は 女性 に 不法 侵 人 され な いよ うに 厳格 な 検査 が 行わ れる 。 
記事 は 残さ れ ます 。 


(e) 腫 眠 に 割り 当て られ た 時 間 は 、 そ れ 以 上 で も それ 以下 で も な く 、 
目的 。 


夜間 行軍 中 の 兵士 に 対す る 個別 の 注意 事項 。 
1. 始め る 前 の 注意 事項 。 
( ア ) 衣 服 や 装備 は 適切 に 配置 され 、 し っ か り と 調整 され ます 。 


(b) 騒 音 を 出さ な いよ うに 注意 し ます 。 
(c ) 査 眠 の た め に 割り 当て られ た 時 間 内 に 睡眠 を と る 。 
(d) 自 然 の 呼び か け を 忘れ た り 無 視 し た り し な いで くだ さい 。 何 も 残さ な いで くだ さい 。 


2. 行進 中 の 注意 事項 。 


(a) 静か に し て 、 話 し た り 喫煙 し た り し な いで くだ さい 。 


(b ) 規 定 され た 位置 に 留まる 。 
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(c) 一 定 の ペー ス を 維持 する 。 

(d 人 意 に 発進 し た り 停止 し た り し な いで くだ さい 。 
(e) 接続 に は 注意 し て くだ さい 。 
(f) 縦列 で 攻撃 し な いで くだ さい 。 


3. 休憩 中 の 注意 事項 


(a) 静か に し て 、 話 し た り 喫 煙 し た り し な いで くだ さい 。 
(b) 自 然 の 呼び か け に 必ず 応え な さい 。 
( c ) 機 器 を 再 調整 し 、 何 も 残さ な いで くだ さい 。 
(d 書架 の 近く や 指定 され た 場所 か ら 離 れ て 休憩 し な いで くだ さい 。 
(e) リュ ッ ク サ ッ ク を 人 の 近く に 置い て お く 。 
(⑪ 命 令 が な い 限 り 眠 っ て は な ら な い 。 
(g) 水 を 過剰 に 飲ま な いで くだ さい 。 
(h) 不 必要 に 家 の 中 に 入ら な いこ と 。 
(①) 仲 間 と 一 緒 に いて 、 お 互い に 警告 し 合い まし ょ う 。 
夜間 行進 と 将校 の 携行 品 。 -- 夜 間 行進 を 執行 する と き 
行進 中 、 指 揮 官 は 最大 限 の 注意 を 払い 、 


完全 な 準備 が 整っ て いま す 。 各 社 は 必ず 以下 の も の を 携行 し ます 。 
記事 : 


(a) 携帯 用 ライ ト (電灯 、 ま た は 消え る タイ プ の ライ ト ) 。 
(b) ホ イッ スル (警官 は これ を 携帯 する ) 。 


(c) コ ン パ ス (軍曹 また は 下士 官 が 携帯) 
役員 ) 。 


(d) マッ チ ((c) と 同様 に 携行 する ) 。 


(e) 各 下士 官 の リュ ッ ク サ ッ ク に は 白い 紙 が 入っ て いま す 。 
接続 任務 で 使用 する た め に 配置 され ます 。 


(⑪ 小 さ な 白 い 旗 また は 白い 布 (警官 は これ を 携帯 する ) 。 
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(g) 士 官 は 携帯 する か 、 軍 曹 の リュ ッ ク サ ッ ク に 収納 する 。 
20 て 30 メ ー ト ル の 紐 。 


(h) 各 兵士 の ベル ト に は 約 1 メ ー ト ル の 紐 が 結ば れ 、 
後方 か ら 誘 導 す る の に 便利 で す 。 


(i) 通常 兵士 は 帽子 カバ ー を 携帯 し ます 。 
(j) 出 発 時 に すべ て の 当直 が 設定 され ます 。 


(k) 剣 を 携帯 する 者 は 、 


それ 。 


( 1 ) 夜 間 行 軍 、 特 に 散 と の 遭遇 が 
予想 され る た め 、 太 鼓 と 笛 は 使用 せ ず 、 
トラ ン ペ ッ ト だ け を 使用 し ます 。 


(m) 全て の 警官 は 双眼鏡 を 携帯 する 。 


XXXIX. 
夜 の 戦い 。 


(A) 攻 撃 。 
夜襲 の 成功 の 理由 。 
(a) す べ て の 計画 と 分 配 は 単純 で 、 準 備 が 完全 で な けれ ば な ら な い 


作成 する 必要 が あり ます 。 


(b) 地 形 、 敵 の 状況 、 敵 の 弱点 
分 布 を 知る 必要 が あり ます 。 


(c) 我 々 の 計画 と 意図 は 隠さ れ な けれ ば な ら な い 。 


(d) 各 派遣 団 に は 独立 し た 目的 が 与え られ 、 絶 対 的 な 
均一 性 は 盲 目的 に 遵守 され る こと は あり ませ ん 。 


(e) 我々 の 移動 は 敵 の 近く か ら 始 め な けれ ば な ら な い 。 


(⑪ 天 候 を 利用 し 、 予 想 外 の 動き を し 、 
敵 の 不 注意 を 突い て 、 空 いて いる 隙 を 狙う 。 


(g) 高 い 土気 、 厳 格 な 規律 、 優 れ た 訓練 は 必要 な 要素 で ある 。 
また 、 し っ か り と し た 解像度 、 静 か さ 、 そ し て クー ル さ 。 
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(h) 攻 撃 者 は いか な る 緊急 事態 に も 邪魔 され て は な ら な い 、 ま た は 
原 住民 の いか な る 行動 に よっ て も 。 


夜間 攻撃 が 成功 し な い 原 因 。 
(a) 上 記 の さま ざま な 原因 の 欠如 。 


( b ) デ ィ フ ェ ン ダー が 内 側 の ライ ン に 沿っ て 動き 巧み な 動き を 見 せ た と き 
リー ダー シッ プ 。 


(c 粉 御 側が 攻撃 前 に 位置 を 変え た 場合 。 
(d) 予 期 せ ぬ 不測 の 事態 の 発生 。 


夜間 航行 時 の 注意 事項 (一 般 規則 ) 
( ぉ ) 茜 止 事項 、 お よび 沈黙 を 維持 する た め に 講じ られ る 措置 。 


兵士 は 命令 が な けれ ば 弾 を 装填 し た り 発砲 し た り し な い 。 必 要 な 場合 を 除い て 、 
情報 、 メ ッ セ ー ジ 、 ス ピー チ 、 す べ て の 会 話 、 コ マン ド な ど は 

大 き な 声 で 話し て くだ さい 。 話 し た りさ さや いた り し な いで くだ さい 。 男 性 
咳 を する 人 や 夜 目 が 見 えな い 人 、 い な な き 馬 は 

弾 藤 箱 や ゴミ か ら 騒 音 が 出 な いよ うに 注意 し まし ょ う 

制 詰 、 銃 剣 、 砲 弾 、 鉄 の 鎖 な ど 。 馬 を 連れ て 行か な いで くだ さい 。 

軽 手荷物 必要 な 量 の 弾 業 は 

個人 。 


(b) 接 続 に 関す る 規制 


白い 布 ま た は 他 の 簡単 に 認識 で きる 素材 を 体 ま た は 腕 に 取り 付け ます 。 
相互 承認 は 合図 信号 、 笛 な ど に よっ て 行わ れ ます 。 

コー ト を 着 た り 、 ブ ラウ ス を 脱い だ り 、 

等 


(c 灯火 に 関す る 規制 


野営 時 の 火 の 管理 、 喫 煙 や 
ライ ト の 作り 方 、 そ し て 剣 か ら の 反射 を 減ら す 方 法 
月 光 。 


(d 閑 動 に 関す る 規制 


行進 の 目的 、 進 むべ き 道 を 明確 に 述べ 、 

そし て 行進 の 方 法 。 接 続 、 説 識 、 

到着 地点 、 到 着 後に 何 を すす る か (この よう な 時 は 難し い 
指揮 官 が 命令 を 出す た め 。 部 隊 が 事前 に 知っ て いれ ば 
彼ら は 自分 た ち に 期待 され て いる こと に 対し て 、 そ れ を 実行 し よう と 努力 し ます 。 
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夜襲 に 遣う 指揮 官 と 兵士 た ち 。 
1. 指揮 官 。 


詳細 な 計画 を 立て る た め に は 、 指 揮 官 が 

敵 の 状態 、 配 置 な ど 、 地 形 に つい て 十分 な 知識 を 持っ つて いる こと 
昼夜 を 問わ ず 、 彼 が いる 地面 の 上 を 細か く 偵 察する 必要 が ある 。 
移転 する 予定 で す 。 


指揮 官 は 決 然 と し た 精神 で 戦い を 指揮 し な けれ ば な ら な い < 彼 の 立場 は 

情報 、 ベ メッ セー ジ 、 命 令 な ど が 送受 信 で きる よう に 、 明 確 に 定義 され る 。 

彼 は 自分 の 政策 と 計画 が 発表 され た 後 も 指揮 権 を し っ か り と 握っ て いな けれ ば な ら な い が 、 
指示 され た 場合 、 各 分 遺 隊 は 断固 と し て 独立 し て 行動 し な けれ ば な り ま せん 。 


2. 部 下 の 指揮 官 。 


部 下 の 指揮 官 は 与え られ た 任務 を 全力 で 遂行 する 。 

彼ら は 、 政 府 の 計画 に 従っ て 、 自 ら の 主導 権 を 握ら な けれ ば な ら な い 。 
指揮 官 は それ ら の 計画 を 明確 に 理解 し 、 

自分 自身 の 動き に 影響 を 与え る 条件 に つい て 可能 な 限り すべ て を 学ぶ こと 、 

英 の 状況 、 地 形 な ど 。 彼 ら は 、 

懸念 事 項 と し て 、 計 画 の 秘密 保持 規制 の 遵守 に つい て 人 怠慢 が な いこ と 

部 下 が し っ か り と 管理 され 、 連 絡 が 維持 され 、 メ ッ セ ー ジ が 

報告 書 等 が 適切 に 転送 され る 等 

3. 兵 士 。 


(8) 彼 ら は 計画 の 秘密 を 守る だ ろう 。 

(b) 彼 ら は パニ ッ ク を 避け る だ ろう 。 

(c) 彼 ら は 命令 や 規則 を 厳守 する 。 

(d) 彼 ら は つなが り と 接触 を 維持 し ます 。 

(e) 特 別 な 命令 が な い 限り 、 弾 を 装填 し た り 発射 し た り し な い 。 


(⑪ 英 に 突然 攻撃 され て も 、 彼 ら は 応戦 し な い 
火事 に な っ た り 、 混 乱 し た り し ます 。 


(g) 英 に 遭遇 する と 、 彼 ら は 敵 を 倒 そ うと 努力 する 。 
激しい 肉弾 戦 。 


夜間 攻撃 の 特徴 。-- 夜 間 攻 撃 は 通常 、 

驚か せる こと 。 し た が っ て 、 一 撃 で 成功 を 得る に は 、 相 手 を 驚か せる こと が 必要 で あり 、 

英 。 夜 間 の 戦闘 計画 は 視界 の [ 避 了 に 基づい て いる た め 、 

攻撃 者 は 敵 を 急激 に 圧迫 し 、 銃 剣 を 使っ た 白兵戦 を 戦わ か な けれ ば な り ま せん 。 

この よう な 時 に は 、 高 い 士気 と 堅固 な 攻撃 精神 が 結び つい て いな けれ ば な り ま せん 。 な ぜ な ら 、 パ ニッ ク は 
守備 側 の 攻撃 力 は 昼間 より も 夜間 の 方 が は る か に 大 きく 、 圧 倒 的 な 

攻撃 の 脅威 は 突然 の 出現 に よっ て 大 き な 効 果 を 発揮 する で し ょ う 。 
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夜襲 の 特徴 は この よう な も の で ある た め 、 そ の よう な と き に は 敵 に 発見 され な いよ うに 細心 の 注意 を 払わ な 

けれ ば な ら な い 。 英 が 攻撃 計画 を 知り 、 そ れ に 応じ て 準備 を 整え る と 、 攻 撃 は 揺らぎ 、 攻 撃 意欲 は 著しく 低下 する 。 し 
た が っ て 夜襲 で は 騒音 と 灯火 は 禁止 され る 。 騒 音 は 敵 の 耳 を 警 政 さ せ 、 灯 火 は 敵 の 目 を 警戒 させ する か ら で あ る 。 し 
か し 、 砲 兵 と 小 火器 が 別 の 場所 で 戦っ て いる と き 夜襲 の 騒音 は より 大 き な 騒音 に か き 消さ れる こと が ある 。 こ の よう 
な 手段 で 敵 の 注意 を 正面 か ら 分 散 さ せ て 攻撃 する こと が で きれ ば 、 そ れ は 陽動 の 効果 を も た ら す だ ろう 。 逆 に それ が 
敵 の 警戒 を 強め る だ け で あれ ば 、 そ れ は や め た ほう が よい 。 


夜間 は 、 物 音 の 聞き 間違い や 視界 の 悪さ か ら 生 じ る 混乱 の た め 、 敵 を 歌 く の は 容易 で ある 。 し た が っ て 、 敵 が 攻撃 を 予 
期す る 地点 で 示 成 行動 を 行い 、 敵 が 予期 し な い 地 点 で 実際 の 攻撃 を 実行 する の が よい 示威 行動 が 下手 すぎ て 敵 に 
示威 行動 で ある こと が 分 か る と 、 示 威 行動 だ け で は 敵 を 欺く こと は で き な い 。 示 成行 動 は 、 実 際 の 攻撃 と 同様 に 、 最 初 
か ら 実 行 され な けれ ば な ら な い 。 た だ し 示威 行動 は 主 目的 で は な いた め 、 速 や か な 報告 の 必要 性 に 応じ て 修正 され 
る 。 


夜襲 の 方 法 - 夜 襲 の 大 き な 欠 点 は 、 指 揮 の 難し さ 、 部 隊 の 連携 と 協力 の 容易 さ の 欠如 に ある 。 


し た が っ て 複雑 な 配置 を 必要 と する 攻撃 方 法 は 、 ほ と ん と 成功 し ませ ん 。 


昼間 の 包囲 は 物理 的 、 精 神 的 効果 の 両方 で 価値 が ある が 、 夜 間 は 物理 的 効果 は 減少 し 、 精 神 的 効果 は 増加 する 。 も ちろ 
ん 、 こ の 動き は 実行 可能 な 場合 は いつ で も 実行 され る が 、 そ の 実行 は 非常 に 林 難 で ある 。 こ の よう な 動き を 試み る と き 
は 、 正 面 攻 撃 と 側面 攻撃 の 複合 攻撃 が 必要 で ある が 、 夜 間 に は この 動き も 最も 困難 で ある 。 物 事 は うま くい か 

ず 、 動 き が 成功 し な い だ け で な く 、 暗 闇 の 中 で 我 が 軍 が 互い に 攻撃 する こと に な る こと が 多い 。 し た が っ て 、 地 形 、 

光 の 量 な ど に より この よう な 動き が 少し で も 可能 で ある 場合 は 、 我 が 軍 と の 衝突 が 起こ ら な いよ うに 最大 限 の 注意 を 
払わ な けれ ば な ら な い 。 包 囲 中 、 部 隊 は 密集 隊形 で 長 距離 行進 する 必要 は な く 、 突 撃 の 直前 に その 隊形 を と れ 

ば 十分 で ある 。 つ まり 、 昼 間 に 非常 に 価値 が ある 包囲 は 、 夜 間 に は ほとん と 価値 が な い 。 ほ と ん どの 場合 、 決 着 は 正面 
突撃 に よっ て 決ま る 。 


夜襲 と 軍 の 武器 一 前 に 述べ た よう に 、 夜 間 の 状況 は 昼間 の 状況 と は まっ た く 異 な り ま す 。 し た が っ て 、 軍 の 部 門 
に 関し て は 、 暗 闇 か ら 生じ る 障害 を 取り 除く こと が で きる も の を 主 に 使用 する 必要 が あり ます 。 し た が っ て 夜襲 は 歩 
兵 の ほとん ど 特 別 な 任務 で ある と 言っ て も 間違い で は あり ませ ん 。 


騎兵 は 、 下 馬 し て 封じ 込め 部 隊 と し て 使用 され る 場合 を 除き 、 偵 察 、 警 備 、 連 絡 に の み 使 用 され ます 。 (た だ し .、 騎 兵 
が 敵 の 騎兵 の 陣地 に 夜襲 を か ける こと も あり ます 。 ) そ の 他 の 場合 夜襲 に お ける 騎兵 の 機能 は 、 夜 明け に 迅速 に 移動 
する た め の す べ て の 準備 を 整え る こと で す 。 


砲兵 が 攻撃 部 隊 に 同行 する こと は 橋 で ある 。 し か し 、 砲 兵 が 同行 する こと も ある 。 
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日 中 の 射撃 を 継続 する か 、 ま た は 別 の 地点 を 脅かす いわ ゆる 警報 射撃 を 実行 する 。 
時 に は 、 我 々 の 計画 に つい て 敵 を 欺く た め に 砲撃 が 行わ れる こと も ある 。 

砲兵 が 激しい 砲撃 で 攻撃 を 支援 で きる 場合 も あり ます が 、 

この よう な 場合 に は 、 昼 間 に 必 要 な 準備 が 事前 に 行わ れ て いな けれ ば な ら な い 。 
範囲 は 短く な けれ ば な り ま せん 。 


夜間 攻撃 で は 機関 銃 は 直接 必要 で は な い 。 夜 間 攻 撃 で は 射撃 行動 が 重要 で は な い 。 
戦闘 の 主 な 頼み の 綱 で ある 。 し か し 、 敵 に 発見 され た り 、 射 撃 行 動 が 

特に 必要 不可 欠 な 機関 銃 は 奉天 の 戦い で 重要 な 役割 を 果たし た 。 

夜戦 で は 両 軍 が 発砲 し 、 機 関 銃 、 爆 弾 銃 、 手 槍 纏 が 

手 檜 億 が 使わ れ た 。 一 般 的 に は 機関 続 が 主 に 使わ れ た が 、 

占 人 し た 地点 を 保持 し 、 夜 明け 後に 使用 する た め に 、 こ の 目的 の た め に 持ち 込ま れ た 。 
それ ら を 使用 する 機会 が 生じ る まで 予備 と し て 保管 し て お く 必 要 が あり ます 。 


工兵 部 隊 は 障害 物 を 破壊 し 、 道 路 を 開き 、 

占領 し た 陣地 の 強化 / 特 に この よう な 対策 が 重要 と な る 。 
夜間 攻撃 中 の 部 隊 、 敵 陣地 の 前 方 の 障害 物 の 破壊 な ど 
主 に エン ジニ ア に 委託 され て いま す 。 


他 の 軍隊 に も 手 欄 弾 を 携行 させ 、 
充電 の 瞬間 に それ ら を 実行 し ます 。 


夜間 の 攻撃 ポイ ント 。 -- こ の 点 は 昼間 と は まっ た く 同 じ で は あり ませ ん 。 
後者 の 場合 まず は 隠れ た 場所 で 接近 し 、 そ の 後 敵 は 砲火 で 圧倒 され る 。 
戦闘 中 は 銃剣 で 破壊 され る 。 し か し 、 夜 間 に は 銃剣 が 使用 され る 。 

すぐ に 。 

前 に 述べ た よう に 、 夜 間 に は 物体 の 関係 は 大 きく 変化 する 。 

昼間 か ら 。 し た が っ て 、 攻 撃 ポ イン ト の 選択 に お ける 重要 な 要素 は 
当然 異な り ま す が 、 主 な ポイ ント は 次 の と お り で す 。 


(a) ア プロ ー チ の 容易 さ Oo 


〔( コ 


(b) ア プロ ー チ の 距離 の 短 さ 
( c ) 徹 剣 攻撃 が 予期 せ ず 行わ れる 可能 性 が ある 地点 。 


ポジ ショ ン の 主 点 を 保持 する だ け で な く 、 
いか な る 手段 で も 、 一 点 に 集中 する 。 特 に 大 き な 物体 の 場合 は 数 の 攻撃 点 が 必要 で ある 。 
選択 され 、 各 ポイ ント ご と に 独立 し た 攻撃 部 隊 が 使用 され ます 。 


勝利 また は 敗北 の 結果 は 、 昼 間 の よう に 長い 距離 に わた っ て 続く も の で は あり ませ ん 。 

し た が っ て 、 あ る 場所 で の 勝利 は 決し て 速く 離れ た 地点 まで 広がる こと は な く 、 同 様 に 、 
敗北 は 他 の 点 で は それ ほど 影響 を 及ぼ さ な い 。 こ れ ら の 異な る 分 遺 隊 が 全力 を 尽く し て 戦え ば 、 
独力 で 勝利 を 収め る か も し れ な い 。 し か し .、 夜 間 に は 

叫び 声 や 統 声 な どの 騒音 に より 、 当 初 の 目的 が 忘れ られ が ち に な り ま す 。 

つま り 、 昼 間 の 攻撃 は 前 進 の 道 を 開く た め に 火力 行動 を と る の に 対し 、 夜 間 の 攻撃 は 
暗 に 隠れ て 前 進 す る 。 だ か ら 、 そ の 夜 を 忘れ て は な ら な い 。 

動き は 簡単 で 秘密 で あり 、 ア プロ ー チ に 便利 な カバ ー 
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昼間 は 避け 、 夜 間 は 避け な けれ ば な り ま せん 。 


偵察 と 計画 。 夜 襲 を 成功 させ る 主 な 要因 は 、 

偵察 。 詳 細 な 偵察 に より 、 計 画 を 適切 に 立て る こと が で きま す 。 

計画 者 も 実行 者 も 徹底 的 に 偵察 し な けれ ば な ら な い 。 可 能 な 限り 、 

警 到 は 地形 や 物体 に つい て よく 知っ て お く 必要 が あり ます 。 警 官 が 

運動 を 実行 する 者 は 敵 の 状態 と 

地形 が 優れ て いる た め 、 欠 陥 の ある 計画 を 補う の に 大 い に 役 立ち 、 成 功 が 保証 され ます 。 
偵察 は 昼間 だ け で な く 夜 間 に も 行わ れ ま す 。 

昼間 の 地形 や 物体 が 同じ 地形 や 物体 と どの 程度 関係 が ある か 

夜間 に 物体 を 捉え る 。 こ の 点 が 明確 で あれ ば 、 夜 間 に 間違い や 混乱 を 避け る こと が で きま す 。 


夜襲 で は 、 成 功 を 疑う 余地 が な い ほ どの 自信 が な けれ ば な ら な い 。 
自信 は 、 計 画 と 実行 が 最善 で ある と 感じ る こと に よっ て の み 得 られ る 。 
状況 下 で は 可能 で あり 、 そ れ は 完全 な 場合 に の み 可 能 と な る 
偵察 が 行わ れ た 。 偵 察 に 関す る 重要 な 注意 事項 は 
次 の よう に : 

(a) 敵 の 状態 。 


安全 保障 の た め の 準 備 と 分 配 に つい て 。 (詳細 を 知る こと は 重要 で ある 。 
主力 部 隊 の 位置 、 捧 護 位置 、 防 護 分 遺 隊 、 歩 只 の 位置 、 
等 。) 


敵 の 強 さ 、 規 律 、 習 慣 、 特 質 も 知っ て お く < 必要 が あり ます 。 
障害 物 と 斬 壌 (種類 、 量 範囲 、 
これ ら の 物体 の 位置 、 破 壊 方 法 、 場 所 、 材 料 な ど ) 

(b) 地 形 


敵 が 占 人 嶺 し て いる 地形 の 構成 敵 方 の 地形 の 構成 
敵 の 位置 。 


1. 集 合 地点 お よび 展開 地点 まで の 地形 、 そ れ ら の 位置 
前 進 地点 と 前 線 へ の 道路 。 前 進 が 行わ れる 地域 、 前 進 
形成 、 前 進 の 方 法 、 接 続 と 通信 の 方 法 、 
障害 物 の 除去 等 

2. 英 陣地 まで の 地形 。 攻 撃 の た め の 部 隊 の 配分 。 

配布 、 障 害 物 の 除去 方 法 、 接 続 方 法 、 

コミ ュ ニ ケー ショ ン 等 

3. 天 候 と 光量 の 影響 。 


偵察 は 暗い 夜 や 月 月 か り の 夜 、 晴 天 時 に 行う 必要 が ある 。 

そし て 嵐 の 天候 で は 、 そ の よう な 時 の 違い が 明確 に わか る よう に 
理解 され る 。 あ まり に 複雑 な 計画 は 失敗 の も と だ が 、 

シン プル さ は 単に 好き な よう に する と いう 意味 で は な いこ と を 思い 出し て くだ さい 。 
処刑 の 時 は 不 和 と 混乱 を も た ら す 。 


夜襲 の 時 間 。 -- 成 功 が 達成 され る まで 暗闇 を 利用 で きる 。 
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勝利 の 後に は 光 が 不可 欠 で ある 。 こ れ は 成功 の 果実 を 増やす た めで ある 。 
他 の サー ビス 部 門 の 協力 に より 、 光 は 

突撃 と 射撃 行動 。 ま た 、 偵 察 に も 必要 か つ 便利 で ある 。 

敵 と 地形 の 状態 


突撃 後 も まだ 暗い と 、 そ の 後 の 動き に 非常 に 不便 で ある 。 
地形 を よく 知っ て いる 敵 に と っ て は 有利 で す 。 し か し 、 時 間 は 
夜襲 の 実行 方 法 は 、 戦 闘 の 目的 に 応じ て 次 の よう に 異な り ま す 。 


(a) 蔽 の 陣地 を 占領 し た 後 、 そ れ を 安全 に 保持 する こと が 重要 で ある な ら ば 、 
告発 の タイ ミン グ を 計り 、 防 御 の 態勢 を 整え る こと が で きる よう に する 
明け 。 


(b ) 蔽 の 陣地 を 占領 し た 後に 追撃 し た い 場 合 、 
運動 は 夜明け に 成功 する よう に 開始 され る で し ょ う 。 


(c ) 全 軍 の 協力 に より 攻撃 を 行う こと が 望ま れる 場合 
日 が 暮れ る 前 に は 、 そ の 時 間 ま で に 準備 を 完了 し て お か な けれ ば な り ませ ん 。 


(d ) 単 に 英 を 混乱 に 陥れ た い 場 合 に は 、 
夜間 に 実行 され 、 移 動 は 
明け 。 


(e 必 要 に 応じ て 、 陽 動作 戦 、 威 中 は 的 な 動き な ど が 行わ れる 。 
も ちろ ん 、 天 候 や 光 の 量 な ど に よっ て 変更 され ます 。 
真夜 中 、 敵 は ぐっ すり 眠り 、 警 備 の サー ビス は し ば し ば 
緩み ます 。 し た が っ て 、 通 常 の 状況 で は 、 真 夜中 に 開始 し て 
夜明け 前 に 運動 を 終え る 。 


夜襲 開始 時 の 位置 (集合 、 展 開 等 の 地点 ) 

夜間 に 長 距離 を 移動 する と 接続 が 難し く な り 、 間 違い を 起こ し や すく な り ま す 。 
方 向 が わか ら ず 混乱 し て し まう こと が あり ます 。 そ の た め 、 そ の よう な 距離 を 短く する こと が 重要 で す 。 
動き 。 こ れ を 達成 する に は 、 集 合 地点 を 前 進 さ する こと が よい こと で あり 、 

で きる だ け 敵 の 近く に 展開 し ます 。 


この 集会 所 を 敵 や 現地 人 か ら 隠 す た め 、 そ し て 

後者 の 動き を 止め る に は 、 敵 に 対す る 遮蔽 スク リー ン が 必要 で ある 。 
確立 され た 。 こ の スク リー ン は 、 必 要 な ポイ ント を 事前 に 占有 する 必要 が あり ます 。 
主力 部 隊 と 共に 前 進 す る 。 こ の 予防 措置 を 取ら な けれ ば 、 敵 は 
画面 の 動き に よっ て 本 体 が 前 進 し ます 。 

展開 地点 は その 時 の 状況 に 応じ て 決定 する 必要 が ある 。 

選択 は ポイ ント に よっ て 決ま り ます : 


(a) 英 の 安全 保障 サー ビス の 量 。 
(b) 地 形 
(c) 葉 が 軍 の 規模 。 
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(d) 暗 さ の 度合 い 。 
(e) 天 気 


つま り 、 敵 に 発見 され な いよ うに 近く 、 移 動 に 便利 な 場所 に 置く の が 有利 で す 。 


イギリス の 野戦 軍規 則 で は 、 こ の 距離 は 900 メー トル 未満 に は な ら な いと 定め られ て いま す 。 地 面 が 平ら で 開け て 
いる 場合 は 、 行 軍 縦 隊 の 集合 の 代わ り に 、 展 開 し た 線 に 直ちに 集合 し ます 。 こ の 場合 で も 、 移 動 ソ ー ン は 分 割 され 、 す 
べ て の 分 遣 隊 は 平行 隊形 で 前 進 し ます 。 こ れ は 、 攻 撃 の た め の 移 動 を 長 距離 か ら 実 行 する 必要 が ある 場合 に 特 

に 当て は まり ます 。 


昼間 に 敵陣 に 接近 し て いる 場合 、 ま た は 英 陣 の 近く に 展開 し て いる 場合 は 、 こ の 陣地 か ら 夜 襲 を 開始 で きま す 。 
重要 な の は 、 発 見 され ず に で きる だ け 敵 の 近く に 展開 し て 前 進 を 容易 に する こと で す 。 


集合 < 配置 地点 、 前 線 へ の 道 な ど は 、 紙 、 ぼ ろ 布 、 折 れ た 木 の 枝 、 兵 士 な ど を 使っ て 、 で きる だ け 有 目 EI を つけ る 。 間 違っ た 
道 、 分 岐路 重要 で な い 道 を 塞ぐ の は よい こと だ 。 


夜間 の 命令 また は 指示 。 夜間 攻撃 の 命令 は 、 通 常 の 昼間 の 攻撃 の 命令 に 基づい て 行わ れ ま す 。 た だ し Se 
規則 に 違反 し な けれ ば な ら な い 状況 が 発生 する 場合 が あり ます 。 歩 兵 訓練 規則 に は 、 「 夜 間 攻 撃 の 命令 で 

は 、 各 分 遺 隊 の 行進 の 目的 道路 、 相 互 連絡 の 方 法 、 認 識 の 方 法 、 お よび 必要 な 場合 は 到着 地点 が 示さ れ ま す 。 ま た 、 
この 移動 後 の 最初 の ステ ッ プ を 事前 に 示し て お く と 便利 で す 。」 と 記載 され て いま す 。 


注文 を 単純 に する 場合 は 、 指 示 を 補足 する こと が 特に 必要 で す 。 

攻撃 の た め に 横断 する 距離 に 応じ て 、 必 要 な 命令 は 2 種類 あり ます 。 集 合 地点 へ の 行軍 命令 と 攻撃 命令 で す 。 必 要 な 
場合 は 、 両 方 の 事項 を 1 つの 命令 に 含め る か 状況 の 変化 に 応じ て 命令 を 出し ます 。 上 級 司 令 部 か ら の 命令 は 通 

常 、 両 方 の 点 を 1 つの 命令 に 含め ます 。 命 令 を 実行 する 将校 は 、 そ れ を 2 つの 部 分 に 分 割 し 、 必 要 な 命令 を 出 

し ます 。 戦 争 末期 の 九 十 九 に 対す る 夜襲 で は 、 兵 士 た ち は 岡 崎 少将 の 命令 の 大 ま か な 趣 旨 を 告げ られ まし た 。 こ れ ら の 
命令 は 通常 の 昼間 の 命令 と 大 きく は 変わ り ま せん で し た が 、 要 求 さ れる 主 な 事項 は 指示 に よっ て 説明 され まし た 。 


夜襲 の 配置 と 陣形 。 -- 夜 襲 の 陣形 は 単純 で な けれ ば な ら な い 。 我 々 の 規則 に よれ ば 平行 線 の 中 隊 縦 隊 (中 隊 縦 
隊 の 線 ) ま た は 前 線 か ら 後 線 ま で を カバ ー す る 分 遺 隊 (例え ば 大 隊 縦 隊 、 ま た は 二 列 の 中 隊 縦 隊 ) が 使用 され る 。 時 に は 
数 人 の 散 兵 が 前 線 に 送ら れる こと も ある し 、 送 られ な いこ と も ある 。 


縦隊 列 は 突撃 時 に 最も 多く の 銃剣 を 使用 で きる と いう 点 で 非常 に 有利 で ある が 、 戦 闘 隊形 で 行進 する 距離 が 非常 
に 長い 場合 、 地 形 が あま り 好 まし く な い 場 合 、 ま た は 夜 が 非常 に 暗い 場合 、 移 動 は 非常 に 困難 で ある 。 縦 隊 の 大 
隊 の 利点 と 欠点 は 、 上 記 と 正反対 で ある 。 二 重 縦隊 は 、 
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上 記 の 2 つの フォ ー メ ーション の 中 間 に 位 置 し 、 そ れ ぞ れ の 利点 と 
欠点 : こ の 編成 は 夜間 攻撃 で 最も よく 使用 され ます 。 


し か し 、 フ ォ ー メ ーション の 選択 は 状況 に よっ て 大 きく 左右 され る 。 

会 社 は 、 会 社 の コラ ム を 採用 する 際 に は 、 そ の 時 点 の 条件 に 従わ な か けれ ば な ら な い 。 
(小隊 の 縦隊 ) 、 ま た は 平行 縦隊 。 後 者 は 集団 の 強 さ が 劣る が 、 

前 者 より も 行進 は 比較 的 容易 で す 。 し た が っ て 、 そ れ を 使用 する の は 良い こと で す 

行進 中 に 隊形 を 変更 し 、 状 況 に 応じ て 他 の 隊形 に 変更 し ます 。 

敵 の 状況 と 地形 に 応じ て 、 攻 撃 部 隊 は 、 

縦隊 は 2 つま た は 3 つの 桶 団 に 分 か れ て いる 。 側 面 か ら の 反撃 の 恐れ が ある 場合 で も 、3 つ の 

桶 団 に 分 か れ 、 第 2 桶 団 は 

第 一 の 危険 な 側面 の 後ろ に 配置 され る 。 第 三 は 、 

最初 の ライ ン の 成功 を 確実 に する た め に 、 最 初 の ライ ン の 後ろ に 位置 する こと が 重要 で す 。 

階層 間 の 距離 は 短く すべ き で ある 。 強 い 

入国 地点 で の 抵抗 は いあ る も の の 、 強 力 な 反撃 を 受け る 可能 性 が 高い 。 

進入 後 、 後 方 部 隊 を 非常 に 強力 に する こと が 重要 で ある 。 逆 に 、 

敵 は 最初 の 侵入 で 打ち 負 か さ れる と 信じ られ て いる が 、 最 初 の 階層 は 大 きく 

強化 され まし た 。 


夜間 攻撃 の 場合 で も 予備 部 隊 は 欠か せま せん 。 

戦い は 夜明け まで 続く の で 、 特 に 強力 な 予備 軍 は 多く の 

場合 に よっ て は 、 第 一 階層 の すぐ 近く に 配置 する 必要 が あり ます 通常 、 攻 撃 側 の 第 一 階層 が 
敵 に 突撃 する と 、 そ の 陣形 は 衣 れ る 。 こ れ は 、 英 の 強 さ に 関係 な く 当 て は まる 。 

敵 を 攻撃 する 。 直 ち に 隊列 を 組み 直さ な けれ ば な ら な い 。 予 備 隊 の 任務 は 、 

この 動き で 敵 の 第 二 線 を 撃退 する 。 予 備 軍 は 、 予 期 せ ぬ 動き で 

攻撃 は 、 第 一 線 の 退却 を カバ ー す る こと が で きま す 。 


攻撃 へ の 前 進 。 こ の 前 進 が 始ま る と 部隊 は 最も 

し っ か り と 、 静 か に 、 静 か に 。 も し 軍隊 が 信号 に よっ て 、 そ し て 銃 を 使わ ず に 指揮 で きる な ら ば 、 
声 を 出す こと は 最も 有利 で ある 。 各 分 遺 隊 は 行進 の 方 向 を 維持 し な けれ ば な ら な い 。 
正確 に 行う に は 、 次 の 原則 を 遵守 する 必要 が あり ます 。 


(a) 明確 に 定義 され た マー ク を 選択 し 、 介 在 する マー ク を 固定 し て 、 そ れ に 従い ます 。 


(b ) 道 路 、 鉄 道 、 渓 谷 J 川 岸 に 治っ て 進む 。 
延長 する と 、 選 択 し た マー ク に 到達 し ます 。 


(c) 圧 候 を 派遣 し 、 標 識 や 道標 な ど と し て 兵士 を 配置 する 。 


( d ) 訪 問 予定 の ルー ト に 精通 し た 軍人 また は 民間 人 の ガイ ド を 利用 する 
横断 し た 。 


(e ) コ ン パ ス 、 星 携帯 電灯 な ど を 使っ て 方 向 を 定め る 。 
⑪ 接 続 の 維持 。 


各 分 遣 隊 は 連携 と 結束 を 維持 し 、 予 期 せめ 事態 に は 対応 し な けれ ば な ら な い 。 
冷た く 扱わ れる 。 敵 の 哨 兵 に 遭遇 し た ら 、( 発 砲 せ ず に ) 捕 獲 す る か 、 
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銃剣 で 殺す こと も で きま す が 、 音 を 立て ず に 行う 必要 が あり ます 。 回 復 す る た め に 
連絡 と 秩序 を 保つ た め に 、 時 々 停止 する 。 各 分 遺 隊 が 到着 する と 、 
攻撃 ボ ポイ ント で は 、. 秩 序 と 静けさ を さら に 維持 し 、 最 も 前 進 す る で し ょ う 
気 を つけ て 。 


行軍 中 に 敵 の 有効 な 射撃 に 遭遇 し た 場合 また は 
彼 の サー チラ イト は 、 一 時 的 に 停止 し て 、 

火力 の 有効 人 や 敵 の 警戒 を 逃れ る こと が で き な い 。 し か し 、 
前 進 を 遅らせ な いよ うに する た め 。 


夜間 攻撃 と 射撃 。 夜 間 攻 撃 は 奇襲 で ある べき で ある 。 し か し 、 

攻撃 が 成功 する か も し れ な い が 、 敵 は 、 

夜間 攻撃 に お いて は 、 十 分 な 予防 措置 を 講じ 、 射 撃 行 動 に 備え る 。 

し た が っ て 、 常 に 発見 され ず に 彼 の ポジ ショ ン に 入る こと が で きる と は 決し て 思わ な いで くだ さい 。 
むし ろう 発 見 され る こと を 期待 すべ き で す 。 そ し て あな た の 心 の 主 な 考え は 

任務 を 遂行 する た め に 必死 の 努力 が 必要 で ある 。 攻 撃 者 は 、 

し た が っ て 、 敵 の 攻撃 を 受け る 準備 を し て お か な けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 そ の 攻撃 に 対し て 堅固 で な けれ ば な ら な い 。 
そし て 銃剣 で 接近 戦 を 挑む 。 


攻撃 者 の 動き が 適切 に 行わ れ て いれ ば 、 夜 間 の 射撃 は 大 き な 効 果 を も た ら さ な い 。 
し た が っ て 、 敵 が 発砲 し た と し て も 、 そ れ が 攻撃 を 意味 する わけ で は な い 。 

逆 に 、 成 功 す る か 失敗 する か は 攻撃 者 の 

後続 の 動き 。 こ の た め 、 部 隊 は 混乱 に 陥っ て は な ら な い 。 

この 火事 は 、 静 か に 動き 続け な けれ ば な ら な い 。 沈 黙 の 脅迫 は 、 

敵 は 暗闇 の 中 で 彼ら の 火 の 反 響 が 全く な いと 信じ て いる 。 そ れ は 特別 な こと だ 
夜襲 で は 敵 の 疑念 と 恐怖 を 増大 させ る た め 、 そ の 重要 性 が 増す 。 

返却 する と 、 次 の よう な デメ リッ ト が 生じ ます 。 


(a) 攻 撃 者 の 強 さ を 敵 に 知ら せる 。 


(b) 彼 ら の 位置 も 発見 し ます 。 


(c ) 英 は 本 当 の 攻撃 前 線 を 発見 し 、 
彼 の 気質 は それ に 応じ て 変化 し た 。 


(d ) 沈 昧 の 脅迫 は 効果 を 失う 。 
(e 充電 強度 は どん どん 低下 する 。 


し た が っ て 、 発 砲 す る こと で 、 攻 撃 者 は 自分 自身 を 破壊 し 、 敵 を 傷つけ ず 、 
その よう な 手段 で 敵 を 傷つけ る と 信じ て いる 人 は 失敗 する 運命 に ある 。 
昼間 は この よう な 手段 で 道路 を 開く 必要 が ある が 、 

夜間 に 必要 が な けれ ば 、 夜 間 射 撃 は 無 意 味 に な る 。 

これ は 、 英 の 誘惑 に よる も の で あり 、 防 御 的 な 性 質 の 火 の 場 合 で す 。 

攻撃 側 に よる 夜間 の 発砲 は 失敗 を 意味 する と 、 正 直 に 言う こと が で きま す 。 


ある 分 遺 隊 に よる 夜間 の 射撃 は 、 他 の 場所 で の 無 意 味 な 射撃 を 助長 し 、 
軍 の 劣勢 を は っ きり と 示す も の 。 し た が っ て .、 最 高 幹部 か ら 下 級 将校 まで 、 
一 等 兵 は 敵 の 銃弾 に 耐え 、 突 撃 を 待ち 望ま な けれ ば な ら な い 。 
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し か し 、 時 に は 敵 の 士気 を 低下 させ る た め に 発砲 が 使わ れる こと も あり ます 。 こ れ は 、 
彼ら の 作品 へ の 参入 は 確実 で あり 、 参 入 の 機会 を 提供 する た め に 行わ れる こと は 決し て な い 。 
ある い は 前 進 の 道 を 開く 。 そ の 機能 は 突撃 の 成功 率 を 高め る こと で ある 。 

そし て 敵 の 目 を くら ませ る た め 、 こ の 目的 は 手 弾 の 使用 に よっ て 最も 効果 的 に 達成 され る 。 

これ は ほん の 一 瞬 の こと で あり 、 攻 撃 者 は その 時 点 で すでに その 位置 に いる 必要 が ある 。 
手 弾 が 使用 され 、 彼 ら は 戦い の 叫び 声 を あげ な が ら 突 進 し 、 成 功 は 

場合 に よっ て は 手 檜 弾 の 代わ り に 発砲 が 使用 され る こと も あり ます 。 

被告 の 処分 変更 に 対す る 準備 。 被 告 は 、 

夜間 攻撃 を 考慮 する と 、 次 の 手順 を 実行 し ます 。 


(3) 夜 間 射 撃 の 準備 を 完了 する 。 
(b) 熊 明 

(c ) 立 場 の 変更 

(d 反撃 。 


し た が っ て 、 攻 撃 者 は その よう な 事態 に 対処 する た め に 適切 な 措置 を 講じ る 準備 を し て お く こ と が 重要 で ある 。 
行動 。 火 災 に 対し て は 、 す で に 述べ た よう に 、 一 時 的 に 横 に な る か 、 

射撃 線 の 方 向 。 (夜間 の 敵 の 射撃 線 は 、 必 要 な 

準備 は 、 し ば し ば 固定 され て いる 。 明 か り で 照ら され て いる 場合 は 、 横 に な っ て じっと し て いて くだ さい 。 
曳 を 作り 、 対 象 物 を で きる だ け 小 さく する 。 見 つめ な いよ うに する こと が 重要 だ 。 
この 光 で 、 こ れ を や る と 目 が 敗 ん で し まう か ら で す 。 

守備 側 は 、 時 に は 日 中 の 位置 に 弱い 分 遣 隊 を 残し 、 

主力 部 隊 と 共に 夜 陣 地 を 占領 し 、 こ の 古い 陣地 は 夜間 に 攻撃 され る こと が 多い 。 
攻撃 者 が これ を 発見 し た 場合 、 彼 は 事前 に 計画 を 立て 、 

敵 の 罠 を 仕掛 ける 。 攻 撃 側 は 防御 側が 常に 

夜 は 昼間 の 位置 に 留まり ます 。 


守備 側が 本 来 の ポジ ショ ン に いな いこ と が わか っ た ら 、 そ の ポジ ショ ン に 就く 
警備 部 隊 の 協力 を 得 て 隊 列 を 整え 、 前 線 と 側面 を 偵察 する 。 後 方 
派遣 部 隊 を 召集 し 、 緊 急 事態 に 備え る 必要 が ある 。 


英 が 我々 の 前 進 を 知る と 、 時 に は 反撃 し て くる 。 
し た が っ て 、 側 面 の 安全 を 確保 する だ け に と ど ま ら ず 、 
発生 する 可能 性 の ある あら ゆる 四 急 事態 に 対抗 で きる よう な 配分 を 行っ て くだ さい 。 


障害 物 の 破壊 に つい て は 、 強 固 な 壁 へ の 攻撃 の 項 を 参照 の こと 。 


ポジ ショ ン 。 


夜間 突撃 。 夜 間 の 突撃 は 、 

意志 と 士気 を 合わ せ た こ の 突撃 は 、 予 想 外 の 出来 事 で あり 、 

圧倒 的 な 衝動 。 英 が ライ フル を 持っ て 我々 の 到着 を 待つ こと を 許し て は な ら な い 。 
我々 は 即座 に その 人 短 置 を 奪取 し 、 

敵 が 目覚 め て 抵抗 し よう と し た と き に その 位置 を 維持 する 。 敵 が 

激しい 攻撃 を 受け て 、 そ れ に 答え る た め に 立ち 止ま れ ば 、 私 た ちの 運動 は 失敗 に 終わ り 、 

他 の 分 遣 隊 の 動き は 、1 つの 分 遺 隊 の 射撃 に よっ て 阻止 され ます 。 
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し た が っ て 、 敵 の 射撃 に 気 を と られ る こと な く 、 剖 嗜 す る こと な く 突 撃 を 続け な けれ ば な ら な い 。 そ の た め に 
は 、 指 揮 官 が 成功 を 期待 する 自信 を 持ち 、 部 下 が 指 揮 官 を 信頼 する 必要 が ある 。 


突撃 成功 後 の 動 き - 突 撃 が 成功 する と 、 各 分 遺 隊 は 速やか に 態勢 を 立て 直し 、 厳 重 な 安全 対策 を 講じ 、 
敵 の 攻撃 再開 に 備え 、 可 能 な 限り 速やか に 追撃 する 。 


一 旦 陣地 を 占領 し た ら 、 明 る く な り し だ い 、 四 方 八方 か ら 英 の 猛烈 な 砲火 を 浴び せる 準備 を する 必要 が ある 。 ま た 、 防 
御 の 準 備 は 静か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 こ うす る と 、 敵 は 攻撃 再開 を 計画 し に くく な り 、 他 の 分 遺 隊 も 状況 に 応じ 
て 配置 を 変え る 判断 が し に くく な る 。 し た が っ て 夜襲 が 成功 し た 後 、 勝 利 の 叫び と 騒 々 し い 混 乱 は 、 敵 の 他 の 分 

遣 隊 に 私 た ちの 位置 を 明らか に し 、 私 た ち が 砲 撃 さ れ 、 再 攻撃 され る 原因 と な る 。 


夜襲 後 の 追 撃 一 夜襲 が 成功 し た と し て も 、 突 然 陣 地 を 離れ て 敵 を 追撃 する の は 得策 で は な い 。 追 撃 射 撃 が で き な い 、 
混乱 が ひど い 、 敵 の 反撃 を 受け る 恐れ が ある な ど 、 多 く の 不 利益 が 生じ る か ら で あ る 。 陣 地 を 保持 する こと さ 

え 困 難 で ある こと が わか る だ ろう 。 こ れ は 、 占 領 し た 陣地 が 敵 の 戦列 の 一 部 に すぎ ず 、 他 の 分 遺 隊 が 以前 の 陣地 を 
保持 し て いる 場合 に 特に 当て は まる 。 こ の よう な 場合 、 追 撃 を 開始 する 準備 を し て 夜明け を 待つ の が 普通 で あ 

る 。 上 記 の 不利 益 を 恐れ ず に 追撃 を 開始 で きる 場合 、 成 功 は 相応 に 大 きく な る 。 


(B) 防 御 側 


心理 的 不利 。 夜 間 、 防 御 側 は 不安 感 を 抱き ます 。 周 囲 の 暗 さ が 、 防 御 側 に と っ て 非常 に 重要 な 
視界 を 妨げ る か ら で す 。 防 御 側 の 主要 防御 手段 は 射撃 行動 で す が 、 こ れ は 昼間 は 攻撃 側 に と 
っ て 非常 に 危険 で す が 、 夜 間 は 突撃 を 阻止 で きま せん 。 し た が っ て 、 防 御 側 の 疑念 、 恐 怖 、 憶 測 
な ど を 増大 させ 、 土 気 の 落ち た 軍隊 を さら に 士気 を 下げ させ る こと が 攻撃 側 の 義務 で す 。 


この よう な 理由 か ら 、 防 衛 指揮 官 は 常に 土気 を 高め 、 平 静 で 冷静 な 態度 を 保つ よう 努め な 
けれ ば な ら な い 。 夜 間 に は 、 指 揮 の 難し さか ら 生 じ る 個々 の 弱点 を 押さ え 込 む よ う 、 ど れ 
ほ と 努 力 し な けれ ば な ら な いか 。 そ の た め に は 、 指 揮 官 は 、 指 揮 に 便利 で 、 大 衆 の 心理 を 利用 
で きる 密集 し た 隊形 を 維持 し な けれ ば な ら な い 。 
防御 が 困難 で ある 理由 は 次 の と お り で す 。 

(3 射撃 行 動 に よっ て 英 の 接近 を 防ぐ こと の 困難 さ 。 


(b) 敵 の 接近 を 素早 く < 知る こと 、 そ し て その 結果 と し て 敵 に 対し て 適切 な 対 
策 を 講じ る こと の 難し さ 。 


(c 閣 派 遺 部 隊 が 
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その 場所 に 縛ら れる 。 


(d 戦闘 は 局 地 的 な も の で あり 、 他 の 部 隊 は 時 間 を 浪費 する ( 
リー ダー シッ プ 協力 、 運 動 )。 


(e) 守 備 側が 優位 に 立っ て いる と 感じ や すい こと 
不利 益 。 


夜間 の 防衛 活動 。-- 上 記 の 欠点 の た め 、 
防御 側 は それ ら を 相殺 する 措置 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 防 御 側 は 以下 の 措置 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 
手順 : 


(3) 分 遺 隊 を 派遣 し て 散 の 接近 を 警戒 する 
防衛 線 の 最前 線 、 陣 れ た パト ロー ル の 配置 
電気 ベル 、 敬 報 器 な ど 


(b) 前 方 の 地面 を 照ら し 、 適 切な タイ ミン グ で 敵 の 接近 を 発見 する 
時 間 が か か り 、 そ の よう な アプ ロー チ を 困難 に し ます 。 


(c ) 得 地 前 方 の 重要 な 地点 に 障害 物 を 固定 し 、 
敵 が それ ら を 破壊 し な いよ うに し ます 。 


(d 夜間 射撃 の 準備 を 事前 に 行い 、 
敵 の 攻撃 を 阻止 する 。 特 に 、 攻 撃 が 困難 な 地点 に 機関 銃 を 配置 する 。 
敵 が 前 進 する 道路 を 側面 か ら 攻 撃 し 、 
発射 準備 を 完了 し ます 。 


( e ) 攻 撃 的 な 動き に よっ て 敵 の 接近 を 阻止 し 、 


エン ジニ アリ ング 作業 。 


敵 が 接近 し 、 工 事 を し て いる こと が わか っ た ら 、 

小 規模 な 部 隊 に よる 攻撃 で 彼 を 妨害 する 。 も ちろ ん 、 こ の よう な 出撃 の 目的 は 、 
攻撃 を 撃退 する 主戦 場 の 戦闘 と 司 じ で は な い 。 し た が っ て 、 

大 規模 な 分 遺 隊 を 使用 する 必要 は な い が 、 そ の よう な 分 遺 隊 を 使用 する と 、 
計画 外 の 戦闘 を 引き 起こ す 。 常 に 計画 を 実行 し な い 理由 に つい て は 、 

出撃 、 す べ て は その 時 の 状況 次 第 で す 。 


敵 の 夜襲 を 予測 する と き の 手 順 。-- 敵 の 夜襲 が 

予想 され る 場合 は 、 対 抗 する 準備 を 整え て お く 。 

攻撃 時 に 変更 する こと が で き な い た め 、 リ ー ダ ー シ ッ プ と 動き が 困難 で ある 。 
詐 導 の 中 で は 間違い や 混乱 が 生じ ます 。 し た が っ て 、 

敵 の 攻撃 に 備え て 、 事 前 に 以下 の 手順 を 踏み ます 。 


(a) 厳 格 な セキ ュ リ ティ サー ビス 。 
(b) 必 要 な 人 数 を 射撃 線 に 配置 する 。 


(c 燈 方 の 部 隊 は 射撃 線 の 近く に 召集 され る べき で ある 。 
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(d ) 援 続 及 び 通信 の た め に 必要 な 措置 を 講じ る 。 
(ライ ト 、 マ ー カ ー 等 の 配置 ) 


防衛 側 の 夜戦 。 防 衛 側 は 、 夜 間 、 一 人 の 兵士 も 自分 の 陣地 を 離れ る の を 許さ な い 。 各 分 遭 隊 は 、 
独立 し て 割り 当て られ た 陣地 を 守る 。 た と え 1 つの セク ショ ン が 占領 され た と し て も 後方 分 遣 
隊 が それ を 再 攻 撃 す る の に 時 間 を 無駄 に し て は な ら な い 。 第 一 線 の 分 遺 隊 は 、 近 隣 の 

部 隊 や 後方 の 部 隊 か ら の 援助 を 期待 する の は 通常 不可 能 で ある こと を 覚え て お く 必要 が あ 

る 。 防 衛 側 は 、 最 短 距 離 か ら 突然 の 激しい 射撃 で 敵 を 距 滅 し よう と 努め る 。 こ れ を 行う に は 、 準 
備 が 完了 し た ら 、 敵 の 接近 を 待ち 、 敵 が 非常 に 近づい た ら 激 し い 射 撃 を 開始 し 、 手 弾 を 

投げ る 。 こ の 瞬間 、 銃 剣 を 使用 し て 断固 た る 反撃 を 行う 。 英 の 遠 距離 か ら の 無 差 別 お よび 捜 

索 射撃 に は 応戦 し て は な ら な い 。 早 まっ た 射撃 行動 は 、 全 線 に わた っ て 無駄 な 射撃 を 開始 する 
原因 と な る 。 そ れ は 騒 々 し く 役 に 立た な い だ け で な く 、 英 に 私 た ちの 位置 を 明か し て し まう 。 


夜間 に は 、 場 所 を 守る 場合 を 除い て 、 遅 延 行動 は ほとん と 実行 され な い 。 こ の 場合 も 、 戦 闘 が 
夜明け まで 続く 紋 れ が ある 場合 は 特に 、 で きる だ け 大 き な 予 備 を 用 意 し て お か な けれ ば な ら な 
い 。 予 備 が な けれ ば 、 昼 間 の 戦闘 を 継続 する こと は で き な い 。 


防御 側が 敵 を 追い 払う と き の 手 順 - 敵 が 撃退 され る と 、 防 御 側 は 隊列 を 整え る が 、 昼 間 の よ 
うに 全 軍 で 追撃 する こと は ほとん ど な い 。 

通常 、 予 備 軍 か ら の 小 規模 な 分 遣 隊 、 ま た は 時 に は 単なる 哨戒 隊 (フラ ンス の 規則 に よれ 
ば 、 追 跡 哨戒 隊 の み ) が 派遣 され 、 敵 の み を 追跡 し ます 。 

残り の 者 は これ まで と 同様 に その 地位 を し っ か り と 守ら な けれ ば な ら な い 。 


守備 側 は 敵 の 突撃 が 成功 する と 確信 し て いる に も か か わら ず 、 不 用 意 に 陣地 か ら 撤 退 す る こと 
は な い 。 こ れ は 、 夜 間 の 撤退 は 極度 の 混乱 を 引 き 起 こす か ら で あ る 。 敵 に 追わ れ た 分 遺 
隊 は 再び 後方 の 陣地 を 占め 、 ま だ 敗北 し て いな い 分 遺 隊 は 元 の 位置 を 維持 する 。 


後者 の 成功 を 利用 し て 、 敗 北 し た 分 遣 隊 は 、 我 々 の 戦線 に 侵入 し た 敵 の 側面 また は 


後方 へ の 反撃 の 機会 を 待つ だ ろう 。 し か し 、 全 面 撤退 また は 全面 再 攻撃 は 、 日 中 に 行う 方 が よ 
い 。 


夜間 の 動き 


